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17 の目標とは 

2016 年に国連の場で持続可能な社会の発展に共同する世界のリーダー達は、2030 年まで

により良い世界を作るための 17 の目標を設定し、SDGs（Sustainable Development Goals）
として承認した。これらの目標は貧困を撲滅し、不平等と闘い、気候変動に終止符を打つ

ことを世界に強く訴えかける。それらに導かれた行政、企業、地域・市民社会、一般大衆

が協働し、誰一人として取り残さずより良い未来を築く。その成否は、今や我々全ての機

敏な行動に左右されている。詳細は以下を参照されたい。https://www.globalgoals.org/  
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序  文 

 

 

SDGs（持続可能な開発目標）は、 

私たちが地球を守りつつ、繁栄を築くことを望むための 

迅速な行動を起こすことを強く促す呼びかけである。 

それらは、国や地域、国と地方の政府、企業および財務組織、市民社会と私たち一人ひとりが 

それぞれ気候変動を抑止し、持続可能な振る舞いを迅速に推進するための 

国際的な共同とパートナーシップに向けた呼びかけである。 

 
建築家は、我々が未来に持続可能な都市およびコミュニティを実現できるような 

アイデアを生み出し、それに基づく具体的提案をすることができる。 

そして開いた議論を仕掛け、我々により良い解決手段をもたらす 

パートナーシップによる協働を推進し、 

関連する当局をして必要な決め事を前進させることができる。 

 

本書はまさに上記に関する理念と実践を示す 

極めて価値の高いものである。 

Morgens Lykketoft 

元デンマーク財務・外務大臣 

   国連総会議長（2015.9-2016.9；この期間に国連 SDGs が承認され、パリ気候条約が調印された） 

 

2020 年 10 月 
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国連 17 の持続可能な開発目標に対して 

建築が貢献できること 
 

 

 

17 の国連 SDGｓ(Sustainable Development Goals：以下同様)は、より持続

可能な未来を実現するために国連を構成する人々の共通の願いを端的に、そ

して力強く記述したものである。 

 

この目標は、全ての人々にとって、より良く、より持続可能な未来を達成す

るために必要な、17 の取組課題を定義づけている。そして、貧困、不平等、

気候変動、環境劣化、繁栄、平和、正義などといった、我々が直面するグロ

ーバルな問題を明示している。それぞれの目標は互いに深く関連づけられ、

誰一人として取り残されず、各目標を 2030 年までに達成できるよう、全世界

がこの重要な行動に今すぐ着手すべきことを求めている。 

 

建築環境、プランニング、建築、およびデザインは各目標と相互に連動する。

そして最も重要なことは、単に望ましいレベルや未来の可能性の記述に留ま

ることなく、世界中に実現した建物、施設群、都市の精査をすべきである。

建築的な答えは既に至るところに存在し、持続可能なコミュニティや生活の

質の向上に貢献している。しかしながら、建築環境は現在の課題、すなわち

エネルギーや天然資源の主要な消費者としてその原因の一部であり、建物の

建て方によっては不平等をさらに悪化させ、健康を害する恐れがある。 

 

以上の理由で、デンマーク王立美術アカデミー建築学部デザイン・保存学科

建築技術研究所、デンマーク建築家協会、UIA（国際建築家連盟）国連 SDGs

常置委員会は、目標の達成に向けて本建築ガイド第 2 巻を 2020 年 10 月に作

成した。第 1 巻は 2018 年に出版され、ともにデンマーク王立アカデミーお

よび UIA のウェッブサイトから自由にダウンロードできる。我々は、このガ

イドブックによって建築環境と目標との関係を明示し、建築家や建築環境に

関する当事者達が、課題に積極的に取り組むことを期待するものである。

我々一人ひとりが、目標の実現に寄与することが求められているのだ。 

 

本書の意図は、第 1 巻と合わせて、目標の達成に向けた建築ガイドを全世界

に提供することである。17 の章立ては各目標の国連による定義づけを示した

うえで、その建築環境との相互関係を概説し、次いで建築的な貢献を彩る既

に実現した優れたプロジェクトの事例で構成されている。 

 

その多くの事例は一つ以上の目標に関連しているが、ここでの目的は個々の

持続可能なプロジェクトの全体像を詳述することではなく、目標が建築と関

連している概要を理解することである。前述した通り、全てのケースは実際

に完成した建築プロジェクト、プランニング、構造等である。我々の望むこ

とは、これらの事例が、いかにして建築環境がそれぞれの目標に寄与できる

かについて議論を始めるためのきっかけを提供することにある。 

 

この建築ガイド第 2 巻においては、各目標につき世界中から 4～5 の事例を

示した。それらは第 1巻同様、建築家と建築がいかに目標の達成に寄与でき

るかを具体的に示すことができる、既に実現したものに限っている。本ガイ

ドに掲げた各事例はすばらしい発想の源となり、注目すべきものだが、建築
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環境がいかにして目標の達成に寄与できるかという問いに対する最終的な

解答ではない。なぜなら、それは一つの答えだけではないからだ。 

 

目標の達成に向けて行動するには、地域の気候、文化、課題に適用されるべ

き数多くの新たな答えが必要である。それも理念としてだけではなく、地上

に実現し、実際に使われているものであるべきだ。このような建物、まち、

プランニングの実例を通して、その効果が環境および生活の質の向上が達成

できる実態を知ることができる。 

 

本書は建築、プランニング、デザインの将来を形作る建築の学生、建築と目

標との間の関係性を理解することで彼らを支援する政治家、そしてこれから

の総合的な課題に取り組むすべての市民、専門家、組織のために作られた。

それは地球を保全しつつ、地域社会のニーズに応えることに他ならない。 

 

 

本書編集委員会を代表して 

 

編集主幹 

Natalie MOSSIN (ナタリー・モッシン) 
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誰一人として取り残さない 

Leave No One Behind 
 

私たちがこの遠大な旅に出発するにあたり、「誰一人として取り残さない」

ことを誓う。人間の尊厳が根本的であることを認識しながら、私たちはこれ

らの目標とターゲットがすべての国々、人々、社会の構成員に向けられてい

ることを望みたい。そして、私たちは最も遠くに置かれた存在の人たちにま

ず届くように努力したい。1 

 

国内にあっては、すべての人々はその背景如何に拘わらず、生きるポテンシ

ャルを満たし、健康な環境の中で品位があり、尊厳に満ち、報われる生活を

過ごす権利と責任を持つ。このことは、目標とターゲットがすべての社会的

構成員にあてはまることを意味している。彼らの声を聴き、積極的な参画が

変化の要因となるように推進されなければならない。2 

 

 

 

 

 

 

 

 

―――――――― 

「Leave no one behind」に関しては、以下を参照。 
https://unsdg.un.org/2030-agenda/universal-values/leave-no-one-behind 
 
1 国連文書「Transforming Our World: The 2030 Agenda for Sustainable 
Development」から引用 
2 国連ニュースレター「Leaving no one behind」から引用 
 

この「誰一人として取り残さない」という誓いは UN17SDGs の全項目にか

かわる価値観であり、建築環境の全ての要素に深く関連する。その中心的位

置には、全ての建築、建物、団地、公的空間、そしてインフラがあらゆる人々

を包摂するようにデザインされ、建設されるべきことを意味し、とりわけ阻

害されることのリスクに特別な注意を払うべきである。 

 

全ての建築はこの包摂性に寄与しなければならず、それにはデザインと建設

の新たな方法への取り組みが求められる。私たちは最も遠くに置かれた存在

の人たちに最初に届くよう努力しなければならない。そして、貧困やその他

の脆弱な状況に暮らす人々を取り込み、同様に障害があり病気の人々、子供、

青年、年上の人々、その土地の人々、難民、迫害を受ける人々、移住者等の

ニーズに応えねばならない。 

 

このことは、学校の主玄関を身体障害者がクラスメートと同様に使えるよう

なユニバーサルデザインの原理に基づきデザインすること、公衆便所が全て

のジェンダーにとって安全で使いやすくデザインすること、公共の空間や公

園を貧しい生活を送る人々にも平等に使える施設としてデザインすること、

そして公共施設を出自や宗教に拘わらず全ての人々にとって安全に使える

ようにデザインすべきことなどを意味する。 

 

真に持続可能な開発は「人権宣言」の中心的な価値を守り抜くことなしには

実現不可能である。すなわち、全ての人々が平等に扱われ差別されない権利

である。建築環境において、このことは建設するたびに、そして建築環境の

要素を改良し開発するたびに、誰が最も遠くに置かれた存在なのかを自問し

なければならないということに他ならない。そして、我々が建てるものが脆

弱な人々を社会から遠ざけるのではなく、包摂することを推進するために、

そうした人々に最初に届くことを自ら決めなければならない。 
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貧困をなくそう 
あらゆる場所で、あらゆる形態の貧困に終止符を

打つ 

 

 

貧困とは、持続可能な生計を立てられる収入と資産が不足している状態以上

のことを意味する。そこには飢餓と栄養不足、教育やその他の基本的な社会サ

ービスへの限られた機会、社会的偏見と排斥、そして意志決定への不十分な参

加等も含まれる 1 

 

世界的に極端な貧困は改善しつつあるが、近年その速度は低下している。その

割合は 2000 年以来半分に減少したという事実にも拘わらず、収入を上げ、苦

難を和らげ、極端な貧困に生きる人々のレジリエンスを支援するには、さらな

る多くの努力が求められている。2 

 

 

 

 

 

 

―――――――――― 

1 国連 SDGs から抜粋。以下参照 
 https://www.un.org/sustainabledevelopment/poverty/  
 
2 国連 SDGs 資料集から抜粋。詳細は以下参照。 
https://sustainabledevelopment.un.org/sdg1 

 

 

建築が人々を貧困から引き上げられるわけではないが、建築環境は手に入

れることのできる住宅や組織を通して、人々の生活に与えるインパクトを

緩和できるような影響を与えることができる。 

 

建物のデザインやプランニングによって、建物やまちに行きやすく、安全で、

健康なものにすることができる。その事例は、社会住宅や生活共同組合、そし

て都市改良プロジェクトに見ることができる。 

 

その包括的な原理とは、建物やサービスが入手できるファンドや財源から最

大限の価値を確保しなければならないということである。それには新たな建

築的解法の開発が求められる。その一端として、建物は、例えば金属板の屋根

材のような現在環境的に見て問題がある手法の入手可能性を維持する一方で、

環境を劣化させない製品や材料を用いてデザインしなければならない。さら

に、建築、ランドスケープ、プランニングは、周辺環境に敵対するのではなく、

住人が電力やその他のサービスを無駄遣いせず、なお生活の質を高めること

ができるように、建築環境を地域の気候・地理・文化的文脈に適応したものと

しなければならない。例えば、開発プロジェクトに取り組む建築家は、地域の

コミュニティと係わり、弱者や貧しい市民がその一部を形成する建築環境を

所有できるように支援すべきである。そして、最後に、その建築プロセス自体

を、環境と、貧しく疎外された関係者を守る条件の下で進めなければならない。
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事例 1.a: Grand Parc 
ボルドー市、フランス 

 

取組課題 

戦後多くの国々で予想もつかなかったほど多くの社会住宅プロジェクトがあっ

た。今日では当時の大規模な社会住宅群の質が低下し、社会的に不名誉な烙印を

押される事態に陥っている。安普請で建てられ、維持管理費が高く、社会から疎

外されたこの時期の社会住宅は、本来は基本的なアメニティを付与できるはず

だが、建築的な質の低さが大きな批判の対象となってきた。建築はこの問題に関

わりを持つ一方、その変革をもたらすポテンシャルもある。住人がこうした非難

に左右され、この問題に厳しく対処するために警察までが導入されることによ

って、立ち退き、解体、根こそぎ除去されることが、決してこのような時代の遺

産や住み手の課題に対する最善の策ではないことがますます強く認識されつつ

ある。 

 

事例の貢献概要 

グラン・パーク計画には 1960 年代に建設された社会住宅 3 棟の改修が含まれて

いる。これはボルドーの４千以上の住戸からなる地域である「グラン・パークの

まち」改修計画の一部である。当初解体が予定されていた計 530 戸からなる 3 棟

が改修されることとなった。本計画の財務方針は、基本構造に大きな手を入れず、

増築・増床に重きを置いた既存建物を更新する方針に基づいている。具体的には

南側に面するファサードに温室を付加し、北側の外壁の断熱性能を改善すること

などが含まれる。この取り組みによって、全体的に建築的質および建物性能の大

幅な向上を実現することができた。この事例は社会住宅の更新がいかにすれば経

済的に実現可能で、各戸のグレードアップだけではなく、1960 年代の大規模社

会住宅群について回る汚名を返上することに貢献できるかを示している。 
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事例 1.b: Venligbolig Plus 
フレデリクスベルグ、デンマーク 

 

取組課題 
現在の住宅市場の状況は、都市域における住宅需要の増大とともに、価格の上昇

に圧力をかけている。このことは、低所得者層に対する低価格でまともな住まい

の建設を困難にしている。さらに、社会の経済力が都市の高級化や近隣社会の分

離を招き、社会的平等性の獲得に悪い影響を与えている。したがって、社会的包

摂性や都市の持続可能性を手にするには、建築家は低価格で小規模でスマート、

かつ快適性や機能性に留意した住宅をデザインしなければならない。 
 

事例の貢献概要 
Venligbolig Plus のコンセプトは、ONV 建築事務所と We Do Democracy によっ

て開発されたもので、社会住宅会社 KAB および FFB と、Venligbolig 市とが共同

して建設された。Venligbolig Plus とはおおよそ「Friendly Housing Plus」を意味

し、社会の低所得者を対象とした新たなマイクロ住宅の類型である。2019 年に

78 人の学生と避難民が、この 4 階建ての 3 つの棟に計 41 戸からなる住宅に入居

した。戸当たり約 50 ㎡の 41 戸はそれぞれ 2 人を収容でき、各人の個室と共用の

厨房、居間と、トイレ、浴室、バルコニーがある。 
 この事例の重要なポイントは、いわゆる「バディスキーム」と呼ばれるもので、

学生の住人は日常的に避難民を幇助する生活を送る。個人用の床面積は収納の上

にベッドを上げることで最小限に抑え、コミュニティの交流が図れるように、異

なる大きさやレベルの空間の最大化を目指した。建設費は壁式木構造のプレハブ

モジュールシステムによって低く抑えられた。このモジュールシステムは持続可

能な建設を可能とし、建設期間や建設廃棄物を減少させ、品質管理を建設前から

始めることでミスや欠陥のリスクを減らすことができた。Venligbolig Plus のビ

ジョンは、デンマークのコミュニティとの物理的・社会的統合による避難民差別

の撤廃および社会的、文化的、経済的境界を越えた市民による受け入れの統合で

あり、これはその成功事例である。 
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事例 1.c: Kalobeyei New Settlement 
トゥルカナ郡、ケニア 
 

取組課題 
過去 50 年の間に、増加し続ける難民の危機を招く問題が世界中に広がった。サ

ハラ砂漠以南のアフリカでは、難民の数が 1970 年の 985,145 人から、2015 年

には 4,472,440 人に増加した。この難民流入の急増によって影響を受けた国々

では地域開発が深刻な問題となり、人道的な支援の必要性が増している。ケニア

では、難民人口の増加が難民と受け入れ側のコミュニティとの間の軋轢も増大

しており、新たな問題が発生しうる状況を作り出している。 
 
事例の貢献概要 
ケニア北部にあるカクマ・キャンプの混雑を和らげる必要に応え、難民がより自

立できるように「統合的難民居留地コンセプト」が 2015 年 6 月に導入された。

カクマ・キャンプから 30 ㎞の位置にある「Kalobeyei 新居留地」は、難民と地

域の人々のために作られた統合的居留地であり、双方の自立を推進するという革

新的なコンセプトに基づいている。この新たな居留地コンセプトは単にカクマ・

キャンプを拡張するのではなく、計 6 万人の難民と地域住民を収容できるよう

に計画された都市計画の取り組みを代表しており、都市計画、社会的・物理的イ

ンフラ、そして多様な経済的機会等の要素で構成されている。 
 今日では、Kalobeyei は個々のシェルター、菜園、都市インフラ、太陽光発電

街路灯、市場、学校、病院および周辺農地からなる整然とした居留地であり、そ

のすべてを難民および地域住民が共に利用できる。この Kalobeyei の取り組み

は、物理的および社会的インフラからなる物理的開発と、平等な所得および増収

の可能性のある経済成長の意図的な統合によって、広域 Kakuma 地域における

繁栄を推進するレシピであり、その有効性が証明されている。国連の UN-Habitat
報告書によれば、Kalobeyei 計画の実践から学べる最も重要な教訓は、難民と受

け入れ側コミュニティという多くの場合対立するグループ間の公平な成長を推

進できること、そして地域レベルの人道主義的かつ開発上の諸問題を橋渡しする

ための投資の必要性を理解できることにある。 
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事例 1.d: Acuña Housing Prototype 
アクーニャ郡、メキシコ 
 
取組課題 
1 億 2 千 8 百万人以上の人口からなるメキシコは、安価な住宅の不足に喘いでい

る。これは 2001 年時点の問題でもあり、国は郊外やニュータウンに数百万人のた

めの新たな住宅を作り出すという大胆な計画を打ち出した。そして約２千万人の

人々が新しく低廉な住宅に入居したが、今日ではその質が貧弱で狭小となり、ニ

ュータウンも社会的な力と独自性に欠けるという事態を招いている。 
 
事例の貢献概要 
廉価な住宅を作るには、それが公的であれ私的であれ、建設費もまた投資家にとっ

ても安価であるべきだ。しかし、そのことは部材あるいはデザインの質が貧しくて

良いということを意味しない。アクーニャ市では、建築家タチアナ・ビルバオ女史

が 2015 年に発生したトルネードによってホームレスとなった 23 世帯のための住

宅を、従来とは異なる方法に取り組みながらデザインした。 
 ビルバオ女史は上記の住宅不足問題に対処するよう任され、アクーニャの住宅

計画は彼女の事務所による既往の計画、プロトタイプ、研究実験の成果に基づいて

いる。この住宅は、拡張でき内壁を加えて分離した寝室等を付加できるモジュール

でデザインされている。建築材料は主としてコンクリートと木材で、内部構造は木

質パレットのようなリサイクル材を使用している。 
 以前のメキシコ流の住宅難に対する取り組みはひたすら数量に重きが置かれ、

最も安い価格で最も迅速に建てることに邁進したが、ビルバオ女史のチームは異

なるアプローチを取った。担当した建築家達は、家族や将来の入居者達に時間をか

けてインタビューし、そこから彼らの住まいに関するニーズや希望を抽出しより

良いアイデアを得た。その結果、完成した住宅は耐久性があるだけでなく、共用ス

ペースや屋外がコミュニティの姿を生み出すことが重要であることがわかった。

建築家達はその後も家族を訪ね、将来の社会住宅計画に役立つデータを収集する

ためにインタビューを繰り返している。 
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事例 1.e: Empower Shack Housing Project 
ケープタウン市、南アフリカ 
 
取組課題 
都市化は世界中の傾向であり、地球上の都市に大きなプレッシャーを与えている。

安価な住宅が不足していることによって、都市社会における不平等を生み、そのコ

ミュニティが持つ可能性を実現できない結果を招いている。ケープタウンではアパ

ルトヘイト後に制定された憲法がすべての人々に「適切な住宅を手に入れる権利」

を謡っているにも拘わらず、この傾向が顕著である。 
 
事例の貢献概要 
ケープタウンの仮設住宅地 Khayelitsha は、上記のような多くの問題を抱えている。

そこには非衛生な下水道に加え、防火対策やまともな社会インフラが無い。このこ

とは、住民にとって安全性や健康上のリスクが著しく大きいことを意味する。

Empower Shack 計画は、こうした諸問題のすべてに総合的、持続的な方法で取り

組んだ、大胆なパートナーシップによる計画のプロトタイプである。 
 デザインはフレキシブルで、家族構成が増えるに伴って拡張できる複層構造であ

る。ユニットは小さなグループで構成され、建物の周辺により多くのユニットや共

用空間のある計画的なコミュニティを形成することが容易にできている。またデザ

インはモジュールに基づき、自分で建てられるような周辺で手に入る建材で作ら

れ、ユニット間の耐火壁で火災の危険性を最小化している。 
 さらにこの計画は、近隣やブロック内のユニットの配置をデジタル方式で設計で

きるように、オープンソースの設計ツールを導入している。これによって、異なる

敷地ごとに自治体やコニュニティーが適切な全体像を手早く把握することができ

る。この設計ツールには小口金融スキームも組み込まれており、住民は Empower 
Shack に建設するか増床するときに小口で倫理的なローンを組むことができる。住

み手は現在この小口金融によって、部屋の大きさと世帯の入手可能価格の評価に基

づき、平均して建設費の 14%を支払っている。 
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飢餓をゼロに 
飢餓に終止符を打ち、食糧の安定確保と

栄養状態の改善を達成するとともに、持

続可能な農業を推進する 

 

 

 

いかにして我々の食糧をもっと持続可能な方法で栽培し、共有し、

消費することができるのだろうか。もし、それが正しくできれば、

農業、林業、漁業は全ての人々に栄養のある食糧を提供し、しかる

べき収入をもたらすことができる。その一方で、人間中心の地域開

発を支援しつつ、環境を保全することもできる。 

 

しかしながら現在、土壌、淡水、海洋、森林、そして生物多様性は、
急速に劣化しつつある。近年の気候変動は、我々が依存する資源に、
干ばつや洪水などのような災害を伴うリスクを増加させながら、さ
らなる負荷を与えている。地方に暮らす多くの男女は、もはや彼ら
の土地で収支を合わせることができず、就業の機会を求めて都市に
流入することを強いられている。1 
 
 

 
 
―――――――― 
第２の目標の詳細については、以下参照 
https://www.un.org/sustainaledevelopment/hunger/ 

 
1 国連 SDGs から抜粋。詳細は以下参照。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/hunger/ 

 

 

 

                    

建築環境は、現在のエコシステムを保全し、食糧生産のための土地面積を保

全、拡大することを優先するプランニング、ランドスケープ・デザイン、複

合建築によって、食糧供給の確保に貢献できる。 

 

また、持続可能な農業を支援する条件を作り出すことが、都市の密度、苛烈

な気候状況、規制された利用の如何を問わず、肥沃な土地が希少な場所でも、

開発の全体像の一部とならなければならない。プランニング、ランドスケー

プ・デザイン、建築設計は、様々な規模での食糧生産のための土地利用に向

けたデザインによってそれらに貢献することができる。その事例は、都市農

業プロジェクト、生活協同生産活動、再生型ランドスケープ・デザイン等に

見ることができる。さらに、建築環境はランドスケープやまちや都市におけ

る生物多様性の維持、再生を支援することできる。そのためには、食糧生産

のためのデザインをする上で、地域の地理、気候条件、そして地域に適合し

た収穫物の確保等の状況を十分に反映しなければならない。 

 

食糧生産地域内におけるデザインは、堅牢で、かつ極端な気候、干ばつ、洪

水といった気候変動に対処できるようにしなければならない。多くの場合、

材木やレンガ等の建築材料の生産は食糧生産と共存し、農業が地域レベルの

建材の生産といかに関係し合っているかを理解することが重要となる。最後

に、建築およびランドスケープのデザインは、食糧生産のための地域を共に

創り出すプロセスに、エンドユーザーも参画させなければならない。 
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事例 2.a: Alaska Seeds of Change 
アンカレッジ市アラスカ州、USA 
 
取組課題 
アラスカが購入する食糧の 95%は輸入に頼っており、食の安全性はこの州の大

きな問題である。過去何年もの間、商業規模の食糧生産を確保するための農地を

開発する取り組みは、高い開発コストや土地管理の失敗といった多様な理由で

成功しなかったが、その一方で都市開発によって郊外に同州における最良の農

地を作ることができた。そして補助的な農業、狩猟、漁業が地方の食糧のかなり

大きな割合を賄う一方、都市人口の大部分は価格が高いだけではなく、供給が不

安定な輸入食糧に依存している。 
 
事例の貢献概要 
アラスカにおける不安定な食糧供給の問題に応えるために、2012 年時点で国の

平均の 13 倍に上る直接売買によって、地域における消費のための小規模農業の

開発が増大している。そして、公的および私的ファンドにとって、革新的な農業

と流通、教育と技能訓練、および能力の付与に関するより広い視野とまちづくり

が関心の的になりつつある。 
 Alaska Seeds of Change は、労働力の開発プログラムであり、約 30 万人の人

口からなるアラスカ州最大の都市アンカレッジの中心市街地に位置する水耕栽

培の食糧生産施設である。最初の種は 2016 年に植えられ、現在では 1500 の「成

長する塔」、すなわち何千もの植物（葉状植物、野菜、新鮮なハーブ等）を含む

垂直の柱で特徴づけられている。この施設は地域のコミュニティに向けたファー

マーズマーケットで売られる新鮮な生産物をもたらし、都市部にある飲食店にも

供給されている。さらに、地域の青年達を雇用し、新鮮な生産物を育て売るため

に自立性とコミュニティの参画を促進している。このプログラムはシニアメンバ

ーの支援を受けた 16 歳から 24 歳までの若い青年によって運営されている。そ

してこの NPO は税金、調理、食事計画、そして予算などを含む自立した生活の

ための付加的なスキルも提供している。 
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事例 2.b: La Caverne 
パリ市、フランス 
 
取組課題 
世界の人口は絶え間なく増え続けており、私たちの都市はその規模と人口とも

に急速に増大している。このことは、地球資源に熾烈な負荷を与えている。今日

の我々の食糧生産システムは世界の人口を賄うには十分ではなく、従ってこの

状況は将来の世代の環境と可能性の両面で深刻な脅威となっている。 
 
事例の貢献概要 
欧州における脱工業化時代の都市は、自動車のためにデザインされたインフラ、

すなわち高速道路、駐車場、地下駐車施設で溢れ、多くの都市空間を占有し、お

そらく第二次世界大戦後における経済成長の効果的な反エコシステムとしての

近代的都市計画の手法によって、負の結果を招くに至っている。 
 今日、欧州の都市ではカーボン・フットプリントを減らし、人間のための都市

となるようなエコロジカルな変革に取り組んでいる。いくつかの都市では、環境

汚染を最小化し、自転車や歩行といった持続可能な交通手段を推進するために、

中心市街地への自動車の乗り入れを禁止している。この変革によって、都市にコ

ンクリートの自動車専用インフラが放棄されたまま取り残されることになった。 
 パリでは、若い農民が自治体の支援を受けてこうした使われなくなった構造体

を利用し、都市農園を作っている。シャペル地区の低所得者コミュニティに放棄

された地下構造体に、サイクロポニック計画によって La Caverne、すなわち「地

下貯蔵庫」を意味する地下農地を作り、有機キノコや有機野菜を栽培している。

この農園の産品はファーマーズマーケットで売られ、上階に住む社会住宅の住民

にも安価で提供されている。Cycloponics 社はその考え方をその他の放棄された

地下空間に拡張し、持続可能な地域産食糧と雇用を同時に生み出している。 
 今日、都市農園は我々の食糧の 20%を生産しており、この La Caverne は高密

度な都市のなかにあっても、いかに普通とは違った場所が持続可能な農業のため

のスペースになり得るかを示している。 
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事例 2.c: Micro Gardening in Refugee Camps 
コックスバザール市、バングラデシュ 
 
取組課題 

不安、虐待そして気候変動に係る自然災害による移住は、世界的に拡大する問題で

ある。多くの場合近隣地域の貧しく、狭小あるいは無味乾燥な敷地が貧弱な財源で

難民用のシェルターとなっている。難民とホストコミュニティの双方が、増大する人口と

地域の自然資源に対する高まる需要が原因で、栄養失調と貧困を被るリスクに直面

している。 

 

事例の貢献概要 

バングラデシュのロヒンギャ難民キャンプはこの数年の間に人口が約 30 万人から

120 万人に拡大し、地方自治体、国連、NGO がテントやインフラ、衛生設備を設置し

た。世界にあるその他の多くの難民キャンプと同様、この過密なキャンプは隣接するコ

ミュニティとフェンスで遮られ、極めて狭小なスペースしかなく住民の生活レベルを改

善する余地も殆どない。栄養失調に対処するために、NGO は Micro Gardening Kit
をベーシックな食糧配給とともに、難民と近隣コミュニティに配分している。 
FAO (UN Food and Agriculture Organization: 国 連 食 糧 農 業 機 関 ) と IOM 

(International Organization for Migration: 国際移住機関)はバングラデシュ政府の

農業拡大省とパートナーシップを組み、2018 年初期にこのキットを開発し、難民キャ

ンプに 2 万 6 千、ホストコミュニティに 3 万 6 千に及ぶキットを届けた。この配分はコミ

ュニティ間の支援のバランスを改善することを意図し、同時に実施された。このプログ

ラムはまた、ホストコニュニティへの農業支援の大規模な発表会を伴い、そこには機

械化、トレーニング、自治体スタッフ能力開発、灌漑、温室、収納施設が含まれている。 
 キットには鉄分が豊富なホウレンソウやカボチャ等の様々な植物の種、コンポスト、

鋤、潅水用の缶、湿った季節に腐敗を防ぐ防水の 60 ㍑食品容器ドラム、そして個々

のテントやシェルターの縁の 12 インチの空間に生産管理をする方法に関する 1 時間

の個別指導プログラムなどが含まれている。それに加えて、屋上やテントの間に生育

する植物は、蒸発によって僅かに気温を下げ、微気候を改善するのにプラスの効果

がある。 
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事例 2.d: The Rwanda Institute for Conservation 
Agriculture (RICA) 
ガショラ郡、ルワンダ 
 
取組課題 
ルワンダは 1 ㎢当たり 441 人を超えるほど人口密度が高く、2050 年までにその 2 倍

に達するとみられている。この成長は、急速な土地開発に拍車をかけ、農地を入手す

ることが困難になっている。ルワンダは国民を支えるのに十分な食料供給が追い付

かず、農業生産のラジカルな変革なしには国の大きな課題となる。 
 
事例の貢献概要 
ルワンダ農業保全協会（The Rwanda Institute for Conservation Agriculture: RICA）

はルワンダにおける農業に革命を起こすことを目標にしている。そのコンセプトは 
Howard G. Buffett 財団が着手し、農業保全、すなわち持続可能性と高度な生産性を

結ぶ長期的な農業の取り組みの次世代のリーダーを育成する役割を負っている。 
 RICA のキャンパスデザインには、協会のためのランドスケープ、住まい作り、教育

空間、穀物倉庫、そして加工所が含まれている。キャンパスを縦断するように置かれ

たそれぞれの教育棟は、6 つの異なる植物と動物に基づく農業会社の一つが割り当

てられており、学生は協会での 3 年間を通してそれらを学ぶことに取り組んでいる。彼

らは卒業すると農場を作ったり、さらに学業を続けたり、人に教えたり、あるいは保全

農業をより深く研究したりして、ルワンダ農業の未来を切り開くことになる。 
 RICA は世界で初めての気候にふさわしい学校キャンパスを一から立ち上げること

に苦心している。このキャンパスはすべてグリッド状を描くのではなく、持続的な太陽

発電によっており、プロジェクト自身で賄う炭素排出量のオフセットを超えた広大なラン

ドスケープと住居改修スキームを伴っている。またその全サプライチェーンも考慮され

た。すなわち、建設段階に含まれる炭素排出量が算定され、建材の 95%以上は地域

産で、その加工も地域あるいは現場で行われた。このヒト、動物、環境の相互関連を

留意した取り組みは「One Health」と呼ばれ、ルワンダにおける健康で持続可能な独

立性を獲得する RICA のミッションを支えている。One Health によって、RICA は共生 

 
 
 
 
 
的でエコロジカルな農業関係性と再生の原理を結び付け、より多くの収穫高やより豊

かな生物多様性、使用後の廃棄物の流れ、健康な土壌、清潔な水を手に入れている。 
 こうして、One Health の取り組みに基づくカリキュラムとキャンパスデザインとともに、

RICA はやがて農業の実験的教育、研究、保全において、世界のリーダーとなること

を望んでいる。 
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事例 2.e: Rooftop Garden at ARTS Group 本社 
蘇州市、中国 
 
取組課題 

およそ半分の人口が都市に住み、将来はその割合がさらに増えることを考えれば、

私たちの食べ物を都市域でもより持続可能な方法で育て、共有し、消費する手立てを

発見すべきである。蘇州市にあるオフィスビルの屋上農園は、規模は小さくとも、いか

にデザインが大都市における地域の食糧生産に寄与できるかを提示している。 

 

事例の貢献概要 

ARTS グループは蘇州にある建築設計事務所である。このまちは中国の伝統的な庭

園で知られ、今日では上海と密接に結びついた工業都市となっている。ARTS グルー

プの本社ビルは地域独特な古い建築文化と近代的な文化を結合し、外側から内側す

なわち動きから息抜きに向かう変化を和らげている。具体的には、20 階建ての高層ビ

ルにあって、3 階ごとに天井の高い内部菜園があり、各階の間の垂直的な繋がりを結

んでいる。6 階建てのウィング棟では、この庭園には螺旋階段で行くことができ、従業

員も来訪者も豊かな屋上菜園をそこから上って楽しむことができる。 

 この緑化屋根は、従業員に持続可能に生産された野菜、温水のためのソーラーコレ

クター、余暇のためのオープンスペースを提供し、その結果福祉を向上させ、健康な

業務環境をもたらしている。栽培の伝統をオフィスビルに持ち込むことで、このデザイ

ン計画は、従業員が自主的に植物を育て、収穫と栽培の知識を共有することで彼ら

同志を結びつけることにも役立っている。屋上菜園はプロの農業者からのアドバイス

によって作られ、そこには潅水用の雨水貯留システムも含まれている。 

こうして、時折食糧を社員食堂に分配できるほどの収穫がある。このようにして、本

ビルのユニークな緑の都市空間は、従業員に持続可能な食糧生産と太陽エネルギー

利用の利便性を教える一方で、緑あふれる業務環境をも提供している。 
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すべての人に健康と福祉を 
あらゆる年齢のすべての人々の健康な生

活を確保し、福利を推進する 

 
 
 

 

年齢を問わず全ての人々の健康な生活を確保し、福祉を推進するこ

とは、豊かな社会を形成する上で重要である。近年人々の健康と福

祉は改善に大幅に改善されてきたが、医療を受ける上での不公平は

いまだに続いている。1 

 

広範な病気を完全に根絶し、多様で執拗に顕在化しつつある健康問

題に取り組むために、より多くの努力が必要である。医療システム

の構築や、衛生設備と衛生状態の改善、より効果的な投資、気軽な

医師の診断、環境汚染を減じる方法の助言等に注力することは、大

勢の人々の命を守る上で、大きな進歩を遂げることに役立つ。2 

 
 
 
 
 
――――――――― 
目標３に関する詳細は、以下参照 
https://www.un.org/sustainaledevelopment/health/  
 
1 国連報告書「なぜそれが重要なのか」～健康と福祉～PDF 
2 国連 SDGs から抜粋。詳細は以下参照。 
https://www.un.org/sustainabledeveloment/health/  

 
 

            

建築は、健康・福祉を支える建築環境を作り出せる極めて重要な要素で

ある。健康システム、衛生設備、清潔さへのアクセスは、公共空間や仕事

場でソーシャルディスタンシングを可能とする空間デザインによって、

健康な生活を送り、病気が蔓延するのを防ぐ主要な役割を演じている。 

 

さらに、殆どの人は生活の大半を室内で暮らす。したがって、室内気候は

健康に多大な影響を及ぼす要因である。建築設計は、光、音、空気質、電

磁波やガスの発生に対する露出等に関する健康な室内気候の創出を可能と

しなければならない。このことは全ての建築に言えることだが、病院のよう

な弱者がユーザーである建物の場合は特に留意すべきである。そして、環境

的に有害な材料や物質の使用を避けなければならない。 

 

病気や疾患の伝染は建築環境の内部で多発するため、建築デザインおよびま

ちや都市のレイアウトが、最近の COVID-19 のようなウィルスの拡散や病原

菌への露出を抑制する上で大変重要である。さらに、インフラや健康施設、

そして都市の有り様は、市民が運動する機会の獲得に影響する。したがって、

建物、まち、都市は身体的な運動を可能とし、促進するように計画されねば

ならない。まちのレイアウトは交通事故のようなリスクを左右し、デザイン

よってその削減に取り組むことができる。 

 

建築は健康と福利を支援する建築環境を創りあげる上で大変重要な役割を

果たす。その事例は枚挙に暇がなく、マラリア患者の収容施設、健康な公園

のための設備デザイン、伝染リスクを減ずる住宅などに見ることができる。 
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事例 3.a: The Star Homes Project 
ムトワラ郡、タンザニア 
 
取組課題 

サハラ砂漠以南のアフリカは、今後数十年間に世界の人口増加の殆どを占めるとみ

られ、2050 年までに 10.5 憶人が増えると予測されている。このことによって、数百万

戸の新規住宅建設が必要となる。この暑く湿度の高い地域の新築住宅は、通常平屋

の通気が悪いコンクリートブロック造りで、住み手の家族を各種の予防可能な疾病に

かかり易い室内環境に晒している。通気性能が極めて悪いために室内気候が暑くな

りがちでハンモックも使いづらく、マラリアが伝染しやすい。また、不十分な換気の調

理によって多くの女性が呼吸器系の感染を患い、水供給の不足や衛生設備の不備

によって家族、特に子供や高齢者が腸疾患感染を招きやすい。 
 
事例の貢献概要 
近年の科学的組織の多くが、適切にデザインされた住宅はいくつかの病種に対して多

大な効果をもたらし得ることを発表し始めている。この「Star Homes 計画」は、タンザ

ニアにおける家族の健康に対して改善された住まいの効果を調査するための臨床実

験である。現在ムトワラの全地域に分布する 60 の村に 110 戸の屋外便所付き改良

住宅が建設中で、住み手の健康が 3 年間にわたって 440 戸の対象住宅の住み手と

比較されることになっている。 
 住宅のデザインは、マゴダ計画と多くの場合高温多湿の気候に適応した東南アジア

の伝統的な住まいから発想を得ている。また入口のベンチや平面計画はムトワラ地

域の伝統住宅からの着想である。それに加えて、設計チームは CFD のような反復パ

ラメトリック・モデリングおよび環境シミュレーション技術を用いて、室内の快適性や無

煙ストーブのような個々の要素のデザインを改善した。住宅のデザインは、マラリアや

呼吸器系感染や腸疾患の罹患率の低下を目指している。たとえば、寝室は上階に上

げられ、室内温度を下げ、ハマダラ蚊の侵入を防ぐための大きな通気性のある開口

部を備えている。この計画は、建築家、医師、社会学者、昆虫学者、および地域コミュ

ニティのリーダーと利害関係者からなる分野を超えたチームによって開発された。 
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事例 3.b: Bayalpaya Hospital 
アチャーム郡、ネパール 
 
取組課題 

地方に暮らす人々にとって、医療を受けることには大きな制約がある。ネパールでは

それが遠隔地にあること、インフラが貧弱で高価なこと、そして通信手段が旧式であ

ることが、多くの死者の原因となっている。ＷＨＯは医者と患者の割合が 1:1,000 であ

ることを奨励しているが、首都のカトマンズで 1:850 あるのに対し、地方ではやっと

1:150,000 にしかすぎない。地方における人口は 81%を占め、より多くの医療施設と質

の高いスタッフに対する需要が大変大きい。 

 
事例の貢献概要 
新しく作られた Bayalpata 病院は、ネパール政府と NGO の Possible Health との公

私共同によって着手された。それは、ネパールでも最も貧しく遠い地域の一つである

アチャーム郡にあり、患者は医療を受けるために何日もかけて徒歩で通わなければ

ならない。したがってその目的は、ネパールの地方で母子の死亡率が最も高く、寿命

が最も短いアチャーム郡にあっても、通いやすく無料の医療施設の整備が可能である

ことを証明することである。 
 この施設群は一つの村のようにデザインされ、個々の建物はヒューマンスケールで、

屋外の公共空間に囲まれている。そのデザインは、患者やその関係者がくつろぎやす

いように、伝統的なネパール建築に基づいている。建設費とカーボン・フットプリントを

最小化するため、建築家は地域で手に入る土と砂利を主な材料とした版築（はんちく）

構法を導入した。版築は労務費が安いネパールのような国ではコストがかからず、コ

ンクリートよりカーボン排出量が少なく、熱容量が大きいため暖冷房負荷が小さくて済

む。また地産の建材は輸送コストも低く、地域の労働力を活用できる。この病院の電

気は主に太陽光発電で賄われ、自然換気に拠っている。以上によって、建設およびメ

ンテナンスの両面にわたってカーボン・フットプリントが小さい建築が実現した。 
 この新しい病院には、スタッフと遠くから通う患者や関係者のための宿舎も用意され

ている。こうして、今ではアチャームとその周辺の山岳地域から来院する年間 10 万人

以上の患者の治療にあたっている。 
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事例 3.c: GAME Streatmekka 
ヴィボルグ市、デンマーク 
 
取組課題 
スポーツ施設の不足やスポーツクラブの高額な会費は、デンマークの子供達が

デジタルの遊びが気軽にできることもあり、都市域の若年層に健康上の問題を

引き起こしている。特に青年期における身体的な運動不足は、生活習慣的な病気

や肥満の原因となり、社会的な悪影響をもたらす。このような影響の拡大はスポ

ーツをし、その他の身体的活動をすることによって抑制することができ、体力を

増進し、人と会う機会を増やし、社会やコミュニティづくりに貢献できる。 
 
事例の貢献概要 
GAME とは路上の文化や運動や活動によって社会的変化を作り出すことを目的

とする NGO である。この組織は若い人達が「Playmaker」すなわち彼ら自身の

コミュニティのなかで模範となるトレーナーになれるよう教えている。 
 GAME Streetmekka Viborg は、空き家となった工場を路上のスポーツ、文化、

アートのためのカルチャーセンターに変えた建物の中に作られた。既存の建物は、

1960 年代の一般的な工場建築で、欧州の郊外に何千と建てられたプレハブコン

クリートパネルあるいは波型金属板による典型的な建築と同様である。 
 担当した建築家は既存の工場から二次的な壁面や設備を取り払い、スケートボ

ードで高く飛ぶ競技ができる天井の高い巨大なオープンスペースを生み出した。

各隅部でフルオープンの水平窓が周辺のランドスケープに対して開放し、内部と

外部の遊び場やスポーツフィールドの流動的な空間体験ができるようになった。 
 GAME はデンマークの 4 つの都市に新たな Streetmekka をオープンしたが、

ガーナ、ヨルダン、レバノン、ソマリランドにおいてもその実践に取り組み、そ

れぞれの地域で Playmaker を育成した。その教育は、能力開発、ライフスキル、

チームワーク、ジェンダーの平等、市民社会のテーマに的を絞っている。GAME 
Playmaker は、主流から外れたコミュニティにおいて模範であり、GAME が前進

する社会的変革のための重要な存在となる。 
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事例 3.d: LightPathAKL 
オークランド市、ニュージーランド 
 
取組課題 
我々が都市を計画する手法は、健康に大きな影響を与える。糖尿病を患う人の 3
分の 2 は都市に住み、肥満がⅡ型糖尿病の最大の改善可能な原因である。した

がって、我々は彼らが健康な生活を送れるように運動のための公共空間を整備

するだけでなく、都市を計画し建設しなければならない。ソフトな交通のための

インフラを整備しサイクリングや徒歩を市民の日常生活の一部となるようにす

ることは、行動的なライフスタイルの鍵となる。 
 
事例の貢献概要 
オークランドでは不要になった高速道路の 700m が市街地内のサイクリングル

ープを完成させる自転車用道路に変身した。この計画は、都市内自転車道路計画

の一部であり、ニュージーランド交通局、オークランド市、オークランド交通が

共同し、同市のソフトインフラを強化する政策に従って実現した。改良され連結

されたサイクリング道路と、小学校レベルまでさかのぼる未来のサイクリストの

教育によって、サイクリングはニュージーランドの数都市において最も普及の早

い交通手段となった。 
 LIghtPathAKL のデザインの意図は、サイクリング道路およびアーバンアート

としての機能を支えるハイブリッドな空間を生み出すことであった。マオリ人ア

ーティストの Katz Maihi はチームの一員で、物語、ふれあい、場所性を計画に浸

透させた。建築的にはこの計画を実現するにあたってマクロとミクロ、すなわち

都市および個人のテーマを同時に取り組まねばならなかった。 
 かつての高速道路は非常に鮮やかで目を引くピンクの樹脂骨材表面材でコー

ティングされ、オークランドの都市域内で動き、スピード、向上心を示すために、

インパクトのある大胆な提示を行っている。センサーで制御された 300基の LED
ライトポールが道路の都市側に背柱のように並べられ、利用者の動きの変化する

パターンと強弱に応答する、生きた息遣いを感じられる都市の光の彫刻となって

いる。 
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事例 3.e: Port Sudan Paediatric Centre 
ポートスーダン市、スーダン 
 
取組課題 
スーダンは 1983 年以来の市民に対する高額な費用がかかる継続的な医療問題

の結果を耐え忍んできた。今日では経済危機にあり、医療人員が無料の医療サー

ビスが大変不足していて、人口の大部分が医療を受けにくい状況に置かれてい

る。5 歳以下の子供の死亡率は生児出産者 1000 人に対して 60.5 に上り、スーダ

ンは 192 ヵ国中 166 番目となっている。 
 
事例の貢献概要 
「Port Sudan Paediatric Centre（小児科センター）」は 2012 年に開設され、80
万人以上の人口の地域にあって、14 歳までの子供が無料の医療を受けられる。

これまでこの地域の公立病院は貧弱な状態にあり、高額な私立の医療施設はそこ

に住む人々の大半にとって経済的に受診は不可能である。 
 この小児科センターは、設計事務所 TAM アソシエイトによってデザインされ、

18 床の病棟、サブ集中治療室、3 つの小児科クリニック、薬局、診療サービス、

そして中庭からなる平屋の病院である。地産の建材や地域の技術を活用し、冷房

は自然換気と日陰に拠っている。それによって、エネルギー効率が非常に高いと

同時に、工事費とメンテナンスコストを低く抑えることができる。 
 この子供センターは、戦争や貧困の犠牲者に医療支援を提供する目的で 1994
年にイタリアに設立された独立した NGO の EMERGENCY が建設した。そこで

は子供達に高水準の治療を与えるだけではなく、医療の奉仕活動のセンターとし

て役立っている。クリニックのプロは Health Promoter と呼ばれ、地域のコミュ

ニティを往診し、生命を守るのに必要不可欠な栄養、応急手当、衛生に関する情

報を与える。また、ポートスーダン看護学校と共同して、地域のスタッフの訓練

と教育を行っている。 
 本センターは毎月約 100 人の子供を受け入れ、そのうち 89％は 5 歳以下であ

る。そして国際基準に基づき、スーダン厚生省と共同して予防接種プログラムを

完了することができる。 
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質の高い教育をみんなに 
すべての人々に包摂的かつ公平で質の高

い教育を提供し、生涯学習の機会を促進

する 

 

 

質の高い教育を得ることは、持続可能な開発を創出するための基盤

である。生活の質を改善することに加えて、あらゆる人々を受け入

れる教育は、世界の最も重大な問題に対する革新的な解決を見いだ

すのに必要な手段を、地域の人々に与えることができる。 

 

質の高い教育が不足している原因は、十分に訓練を受けた教師が足

らないこと、学校施設の貧弱な状況、地方の子供達に提供されるべ

き機会に係わる公平性の欠如などにある。貧困家庭の子供達に質の

高い教育を与えるには、奨学金や教師の育成ワークショップ、学校

建築、学校に引かれる水道や電気の改善等に投資することが必要で

ある。１ 

 
 

 
 
―――――――― 
目標 4 の詳細は、以下を参照されたい 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/education/  
 

1 国連 SDGs から抜粋。詳細は以下参照。 
https://www.un.org/sustainabledeveloment/education/ 
 

 
 
 
 

 

学校や教育空間は、未来のための投資対象として最も重要な一部である。 

 

難民キャンプであれ、スラムであれ、シリコンバレーであれ、学校と教育に

通えることは我々の子供達の未来を決定づける。それが学校でも大学でもそ

の他の教育機関でも、その全てが生産的な学習環境を可能とする建築を必要

とするが、建築にはまた一般的な建物を建てる資金や、現状の教育システム

に通う余裕のないコミュニティのために安価で誰にでも開かれた教育を創

り出す役割がある。その事例として、系統電力のない地方のための太陽電池

による読書灯などで夜間学習を可能とする設計、移民労働者の子供達のため

の可動教室、少数民族のための学校施設などがある。 

 

さらに、建築環境は建築、まち、都市のユーザーと職人の両者にとって、そ

の持続可能な性能に関する訓練のための良い機会ともなり得る。設計および

使用段階で、建物とコミュニティ施設は互いに影響し合い、利用する上での

持続可能な文化を促進することができる。 

 

初等教育のレベルでは、未来の持続可能な開発を実現する上で、持続可能な

デザインや工芸技術に関する知識に焦点を当てることが鍵となる。 
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事例 4.a: ふじ幼稚園 
東京都立川市、日本 
 
取組課題 
社会の持続可能な発展を確実なものにするには、子育ての拠点として、乳幼児の

就学前教育環境の整備が重要であり、こうした施設には様々な形で働く親が子

供を預けるので多様なあり方が求められる。立地特性から園児が遊び回るのに

十分な屋外空間を確保できない保育園や幼稚園が散見されるが、子育ての一端

を担う施設として、幼児の創造性を育む環境をつくり出す工夫が必要である。 

 
事例の貢献概要 
「ふじ幼稚園」は、就学前の子供達のための理想的な環境としてデザインされて

いる。モダニストによる典型的な子供施設は、教員やスタッフが効率良く働ける

場として設計されてきたが、ふじ幼稚園ではすべてを子供のスケールに近づけ、

園児の自由な行動を誘う開放的な空間となっている。園庭側の天井高は 2.1m に

抑えられ、流し台のような設備も子供たちに適した高さに設置されている。 

建物の円形の構造は内部と外部が開いたランドスケープで繋がり、施設に入園

している 600 人の子供達全てが使いやすくできている。その中の園庭には既存の

ケヤキの木が残され、円形の木製デッキの屋根を貫くとともに、かくれんぼがで

きる木陰を生み出している。その屋上では、子供たちが原っぱや野山を走り回る

ように行き止まりのない追いかけっこや、木登りをし、水遊びができることで子

供達の五感を豊かにしている。これらのすべてが、体験による学びは教えること

ができないという理念に基づいている。そして安全な環境の中で一緒になって冒

険ができるよう、子供達の好奇心を刺激することが意図されている。 

 ふじ幼稚園では遊び場におもちゃはなく、建物とランドスケープそのものが豊

富な遊びの機会を提供している。内部には固定された壁はなく、スタッフが持ち

運べる大きさと重さの箱や引き戸やキャビネットを動かし、フレキシブルに区分

できる。この自由なプランは独立性と共同性の両面を促進し、クリーンで静かな

園内のために子供達がじっと座り続けることがない。発注者（加藤積一）と建築

家（手塚建築研究所）が生み出した他に類を見ない魅力的な幼稚園である。 
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事例 4.b: Children Village 
トカンティンス州フォルモサ・ド・アラグアイア市、ブラジル 
 
取組課題 
世界中の村や地方は、中心市街地向かう人々が移動した結果を体験している。こ

うした人口減少の結果として、学校のような公共サービスが閉鎖され、親は教育

の機会を確保するために子供を遠く離れた場所に送らざるを得ない。こうした

状況は、ブラジルの中央部で非常に深刻で、その多くの人々が生き残る苦難に直

面しており、子供たちを学校に通わせる手段も持っていない。 
 
事例の貢献概要 
この「Children Village（子供の村）」は通学学校と全寮制学校の連合体で、

Bradesco 財団が資金を提供し設置された。ここでは質の高い教育がブラジルの

諸地域の低所得家族から来る 800 人の子供達に無料で提供されている。 
 この学校は大規模な教育施設というよりは、小規模な居住ユニットのある一つ

の小さな村としてデザインされ、周辺の自然や地域コミュニティと密接に結びつ

いている。 
 この計画の目標は、生徒のために彼らの実家やコミュニティから離れた一時的

な住まいのような学校を創ることであった。従って、担当した建築家たちは生徒

や教員や地域の代表者と非常に密接な関係を構築しながら仕事をし、子供たちの

スケールに合った創造的なデザインと建設プロセス、そして地域の建材と技術を

活用したバナキュラー建築の理解に焦点を当てた。 
 建物の構造は木造プレハブのモジュールでできており、屋根は軽量鉄板、壁は

地域産の日干し圧縮煉瓦を使用した。そしてブラジルの伝統的な建築の解釈と自

然との密接な関係性の理解は、軽く透明で見るからに居心地の良さそうなデザイ

ンに反映されている。 
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事例 4.c: Glasir – Tórshavn College 
トースハウン市、フェロー諸島 
 
取組課題 
辺鄙な国や地域はその中心に教育施設が集中している結果、いわゆる「頭脳流出」

に苦しんでいる。若人が質の高い教育を受けるために、実家や、生まれ故郷や、

母国をさえ離れる選択を迫られるか、あるいは地域で与えられる限られた教育

水準や分野に仕方なく我慢せざるを得ないことがある。 
 
事例の貢献概要 
小国であるフェロー諸島では、政府が首都のトースハウンに学際的な大学の創設

に投資することを決めた。これはフェロー諸島の歴史で最大の建設計画で、国の

将来の教育環境への大規模な公共投資の一例である。 
 大学の理念は 3 つの異なるタイプの高等教育、すなわち工科大学、商科大学、

フェロー諸島高等学校を、一つの大きなキャンパスに統合することであった。こ

うして個々の大学の学生は、それぞれが最新の設備に投資できる開発資金をプー

ルすることで、アップグレードされた近代的な教育環境を獲得した。 
 それぞれの大学は学生が固有の専門職の強固なコミュニティを創り維持でき

るような大きさの建物を持つ一方、それぞれがキャンパスの中央にあり、誰もが

出会うことのできる大きさのプラザである垂直アトリウムを介して結ばれてい

る。この中央プラザは、計画の物理的かつ理念的な核であり、学生、大学、そし

て異なる分野間の交流が花開く空間である。 
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事例 4.d: Sensory Well-being Hub 
イリノイ州シカゴ市、USA 
 
取組課題 
社会が集中化するにつれ、小規模な学校は多くの場合閉鎖されるか、一ヵ所にあ

る最も高い水準の教育の学校に可能な限り多数が統合される。こうした傾向に

はコスト削減や先駆的方法への容易なアクセスなどの多くの長所がある。しか

し、大規模な公立学校の場合、教師や事務スタッフは、生徒が特に知覚発達障害

の問題を抱えている場合、一人ひとりの子供たちのニーズまでは把握できない

恐れがあり、大規模な学習環境が子供達のスケール感を逸脱しがちである。特別

なニーズのある子供達に適切な学習施設を与えることは、世界的な課題である。 
 
事例の貢献概要 
Lane Tech College Prep High School にある Sensory Well-being Hub は、知覚発

達障害を持つ人々の健康や長期にわたる可能性を改善する目的で作られた小さ

なスペースである。この公益的な計画は、自閉症や発達障害を患う学生達が知覚

ストレスから回復し、教室学習に再集中し得るための支援を目指している。 
 既存の教室の中に作られたこの Hub は、心の平静さを取り戻し発見する場所

である。この空間は着脱可能なフレーム構造と移動可能な 2 つのパーツ、すなわ

ち興味をかき立てる可変の工芸品を展示できる壁モジュールと、「知覚の繭」と

名付けた騒音や光やその他の刺激要因を和らげ、静逸な環境を創り出せる可動テ

ントからなるパネルで構成されている。 
 調査によれば、上記のニーズを抱える学生がこの空間のおかげでより速やかに

教室に戻ることができるようになった一方、自宅と学校における日常的な気分と

振る舞いが共に改善されたことが明らかになった。この Hub は子供達を学習へ

と導くパイプの役割を果たし、社会の中でサービスが行き届いていない層に対し

て教育のギャップを狭めている。 
 設計チームは手に入れやすい既製品ではない建材を用いたオープンデザイン

によってこの Hub を創った。そのデザインは、予算に応じて一部あるいは全部

を再現したい学校や組織がオンラインで無償のダウンロードが可能である。 
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事例 4.e: South Harbour School 
コペンハーゲン市、デンマーク 
 
取組課題 
都市化は全世界で急速に広がりつつあり、新たな都市や郊外に対する高い需要

を生んでいる。しかし、都市開発はそれがスピード、効率、経済を主要な要素と

し新たな地域の計画や開発を決定するならば、都市住居の独自性や質に危うい

影響を及ぼす恐れがある。 
 
事例の貢献概要 
コペンハーゲンの南側にある港町 Sydhavn は、かつての工業地帯から新たな居

住複合地域へと変換しつつある。ディベロッパーがこの地域の住宅計画に投資す

る一方、コペンハーゲン市は市民が集まれる場所や、市民を同地に誘引できる高

水準の教育施設をつくる責任を負っている。 
 この新たな学校は、この地域の港との関係を強化する科学と海洋に関する知識

を学べる特徴を備えている。地上階は学校の自然な出会い場となっており、大き

な教室とまちの広場が混ざったような、授業時間外に一般市民が来られる空間で

ある。屋外や遊び場もまた市民に開放されており、近隣の人々はそこで遊び、運

動することができる。そしてさらに広く多彩な活動ができ、小さな子供から散歩

に来る高齢者までの多様な利用者を受け入れることができる。校舎もランドスケ

ープもまた身体に障害のある利用者が使いやすいように設計されている。 
 身体的行動は校舎自体の配置に重要な役割があり、生徒達は屋上や特別な遊び

場にも行くことができるなど、屋外や港と常に繋がれるようにデザインされてい

る。そしてこの港は、生徒達がカヌーを漕ぎ、食事のために魚を釣り、海洋生物

について学ぶことのできる特別教室でもある。 
 この学校とランドスケープの開かれた繋がりは、近隣の人々をいつでも招き入

れ、コペンハーゲンの新たな多様で持続可能なコミュニティを形成するうえで、

生き生きとした役割を演じている。 
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ジェンダーの平等を実現し

よう 
 
ジェンダーの平等を達成し、すべての女性

と女児のエンパワーメントを図る 
 
 

ジェンダーの平等は、基本的人権の一つであるだけでなく、平和で

繁栄する持続可能な世界に必要となる重要な要素でもある。1 
 
しかしながら、男女間の不平等は世界中で継続的に存続しており、

女性や女児から彼女たちの基本的人権と公平な機会を奪い取って

いる。ジェンダーの平等を達成し、彼女達の能力を生かすには、法

的な枠組みの整備を含むより精力的な努力が必要とされるだろう。

それによって、多くの場合男性上位の態様とそこに関連する社会規

範に原因する根深い性差の偏見に立ち向かわなければならない。2 
 
 

 
 
―――――――― 
目標 4 の詳細は、以下を参照されたい 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/gender-equality/ 
 

1 国連 SDGs から抜粋。詳細は以下参照。 
https://www.un.org/sustainabledeveloment/gender-equality/ 
 
2 国連 SDGs Knowledge Platform から抜粋。詳細は以下参照。 
https://sustainabledeveloment/sdg5/ 

 
 
 
 
ジェンダーの平等に向けた運動を支援するために、建築、まち、都市のデ

ザインは、性差に拘わらずあらゆる市民に開かれたものでなければなら

ない。 
 
公共の空間、施設、そしてサービスの形態は、女児、女性、LGBT+（性的マ

イノリティー・プラス）市民の安全をまず優先し、虐待のリスクを最小化で

きるものでなければならない。公共空間や公共施設や仕事場で安全に行動で

きることは、市民社会において女性と女児を受け入れ、女性が家庭の外で仕

事に就くことのための基本で、自立できるための鍵である。また、女性や

LGBT+市民のための健康サービス、基本的な衛生サービス、集会場等を提供

できる安価で安全な建物が必要とされている。その事例として、産婦人科医

院、安全な住宅、公共浴場などが考えられる。 

 

遊び場や公園やスポーツ施設のデザインは、女子や女性にレジャーや身体的

活動への平等な機会を与え、万人の利用を促す状況を作り出せるものでなけ

ればならない。 

 

建設産業自体も平等な賃金に向けて努力し、多様性を促進し、性的虐待に対

抗するように専念しなければならない。例えば、男性専門であった力を必要

とする建設現場に、昇降設備を導入したりすることによって、女性の身体的

能力を支援しなければならない。設計から建設を通して、より多くの女性が

あらゆるレベルの業務に参加できるように業界の多様性と共有を促進する

ためには、狭く性差の色濃い産業文化を改めねばならない。 
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事例 5.a: Habitat for Orphan Girls 
カーンザール市、イラン 
 
取組課題 
2020 年に「世界経済フォーラム（The World Economic Forum）」によって取

りまとめられた世界ジェンダーギャップ報告書によれば、イラン女性は深刻な

ジェンダーの不平等に直面しており、153 ヵ国中 148 位に位置づけられている。

そしてまたイランは、世界中の女性の人権を促進する目的で 1979 年に国連で締

結された「あらゆる形態の女性に対する差別を撲滅する協定」を批准していない

僅か 6 ヵ国のうちの一つである。 
 
事例の貢献概要 
ジェンダー不平等社会における女性は社会的、経済的、文化的不平等を被ってい

るが、親の無い女児は特に脆弱な状況にある。安全を確保できる家族や経済的手

段がない彼女達は虐待や差別の高いリスクに直面している。女性の自由が極めて

限られた社会にあって、イランにおける親の無い女児には殆どチャンスがない。 
 ZAV 建築事務所による「Habitat for Orphan Girls」は、親の無い幼い女児の個

人の自由を守り与えることを目的とした家である。晩年慈善家となったアッハメ

ド・マレキ博士によって始められたこの家は、宗教的に保守的なカーンザール市

内に位置している。イランの孤児院は法律で大規模な寄宿舎として設計しなけれ

ばならないと定められているが、この計画の建築家たちと発注者は、孤児の養護

施設というより一軒の家を創ることを主張した。 
 建築のデザインは、大きな壁とバルコニーに取り付けられたフレキシブルなカ

ーテンによって周辺のまちから物理的、視覚的に保護されている。これによって

守られた女児達は家の中で自由に振る舞い、バルコニーや屋外で太陽や風を楽し

める。庭には浅いプールもあり、夏季に涼むことができる。家は大きめの共用空

間に加えて小さめの寝室があり、その全てが女児に私的な生活と家族のある我が

家にいるような気分をもたらしている。 
 女児を近隣から守り隠す一方、街の中心にあり、孤児の彼女達が対等な市民と

して現在と未来のイラン社会で重要な役割を果たせることを訴えている。 
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事例 5.b: Woldyia Maternity Center 
ウォルディア市、エチオピア 
 
取組課題 
妊婦の死亡率は、貧しい国と豊かな国の間の健康に関する不均衡と、全体的な開

発度合いを示す重要な指標である。エチオピアの女性は妊婦および乳幼児の死

亡率が高く、特に妊婦の高い死亡率がもたらす結果は子供、残された家族、コミ

ュニティに大きな影響を及ぼしている。また母親を失った子供達は、より栄養失

調になりやすく、健康上の大きなリスクに直面している。 
 
事例の貢献概要 
「ウォルディア市民病院」の新産科センターは妊婦や出産直後の母親、そして乳

幼児の安全な環境を確保するために建てられた。このセンターには医療、外科の

産婦人科ユニット、および妊婦のための待合エリアがある。その空間は地方の小

さな村のようにデザインされており、妊娠による高いリスクを抱えた妊婦が最終

段階の期間中滞在可能な一時的な住まいとなっている。 
待合いエリアでは地方から来る妊婦が健康な環境で生活でき、出産まで待つ期

間中、安全な気持ちで過ごすことができる。多くの場合、彼女達の地方の住まい

から病院に通うのに必要な時間は、母親と子供の両者が生存する上で決定的であ

る。医療施設が近くにあることでそのリスクが小さく、危険度の高い妊婦は安全

な気持ちでいられ、来るべき母親として交流し、互いに助言を共有することで、

お互いにコミュニティの感覚を得ることができる。 
 待合いエリアの構成はエチオピアの伝統的な小屋である「tukuls」にヒントを

得て、円形のパターンを描いている。そこには家族用の私用小屋と、一時的なコ

ミュニティのためのキッチンがついた大きな共用空間が用意されていて、その全

てが竹のファサードで囲われた構造は鉄製である。 
 また隣接する医療産婦人科ユニットは、ガラスの廊下で連結された 3 つのコン

クリート製の立体からなる。その電源は太陽光発電パネルに拠り、系統電源に依

存しない停電から守られたエネルギー供給の自立性を確保している。 
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事例 5.c: The Light Box 
ターネー県ティーン・ハート・ナカ市、ムンバイ、インド 
 
取組課題 
2020 年に「世界経済フォーラム（The World Economic Forum）」によって取

りまとめられた世界ジェンダーギャップ報告書によれば、インドは 153 ヵ国中

112 位に位置づけられている。そして女性は家庭内外で大きな虐待リスクに晒さ

れている。WHO や国連が公に周知しようとしている女性の人権団体は、女性の

安全と人権の発展に努力しているが、その実態未だに遅々として進んでいない。

インドの女性が公平な権利を達成するためには、公共空間や都市インフラを女

児や女性にとってより安全なものとなるように努力しなければならない。こう

して、家から学校、職場、公共イベントへ安全に移動することができる。 
 
事例の貢献概要 
「The Light Box」はムンバイのターネーにできた、女性のための安全で衛生的な

公衆便所である。この空間は私用ブースのトイレ機能と、女性が座り回復のため

に休息しできる半私用の公共空間とを結合したものだ。この公共空間はまたアマ

チュアのアーティストが作品を自由に展示できるギャラリーであり、講演、意識

向上キャンペーン、祝祭フェスティバル、季節的なお祭りやイベントなどを開催

できる場所でもある。このトイレは女性利用者の安全を確保し蛮行を禁ずるため

に常時警備員が見守り、CCTV によって監視されている 
 またローコストで軽量の建材が用いられ、半透明の屋根は昼間に自然光が入る。

そして既存の樹木の周りに建てられており、葉や枝が自然な陰を落とす。こうし

てこのトイレは既存の都市インフラと巧妙に調和している。壁は自然換気のため

に少し孔が開いている。この計画は、都市環境に付加された建築がいかにして都

市をあらゆるジェンダーのより良い生活に貢献できるかを示す一例である。 
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事例 5.d: Anita May Rosenstein Campus 
カリフォルニア州ロサンゼルス市、USA 
 
取組課題 
レスビアン、ゲイ、バイセクシャル、トランスジェンダー、同性愛、ノンバイナ

リー（LGBTQ+）の人々に対する偏見は、いまだに広く行き渡っている。その形

態は極めて多様で、同性愛に対するいじめから排斥、さらには死刑に至る。2015
年以来結婚の平等を認める国の仲間入りをしたアメリカ合衆国においてさえも、

LGBTQ+コミュニティは国中で偏見と政治的分断に晒されながら、この大きな

課題に直面し続けている。 

 

事例の貢献概要 
カリフォルニア州ロサンゼルスは LGBTQ+コミュニティにとって大きな支えと

なる我が家である。LGBT コミュニティに対してプログラムやサービスを提供す

る世界最大の NPO「ロサンゼルス LGBT センター」は最近創立 50 周年を祝い、

これを機に革命的な「Anita May Rosenstein Campus」をオープンした。キャン

パスは住宅、養育、医療、社会的交流、法的支援などを織り込んだ新たな施設で

構成されている。これは LGBT の高齢者から若年者までを対象とした、世界で初

めての多世代用施設である。 
 調査によれば、ロサンゼルスの路上には常時 4 千人におよぶ 18 歳から 24 歳

までの若者が生活しており、ハリウッドではなんとその 40%が LGBTQ+である。

またアメリカの若い LGBTQ+市民の 64%が家庭内、学校、近隣における偏見に

よって路上生活を余儀なくされている。ホームレスを経験した若者は、教育の機

会を奪われ、危機的な健康状態に置かれ、犯罪から身を守ることができない。こ

のキャンパスは、こうした脆弱な状況に置かれた若者たちに家と支援を与え、

LGBTQ+コミュニティ内にサポートシステムを創るための援助をしている。 
 2 エーカー（約 8 千㎡）のキャンパスは、中庭と中央プラザのある小さな村の

ようにデザインされている。道路から見ると、建築デザインは透明で周辺の街を

このコミュニティに迎えるような開放性を有している。 
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事例 5.e: Women’s Opportunity Center 
カヨンザ市、ルワンダ 
 
取組課題 
戦争や災害による被害に見舞われてきた国々や地域は、大きな課題に直面して

いる。多くの場合、インフラが大きなダメージを受け、何世代ものノウハウを

失った。ルワンダでは 1990 年から 1994 年までの内戦によって国が壊滅し、

物理的、経済的、教育的資源が奪われた。そして内戦最中の 1994 年に起った

大量虐殺によって、ルワンダの人口は大幅に減少した。その後、同国の人口の

大半は女性となり、地域によっては 80%に達している。 
 
事例の貢献概要 
したがって内戦後にルワンダを統治したのは女性であった。この状況によって

ルワンダは世界でも最も女性に優しい政策を記録的なスピードで生み出し実

施した。その結果、法律によってかつては男性に支配されていた財産を相続し、

ローンを組み、学ぶことを女性でもできるようになった。 
 2003 年には憲法で非選挙者の 3 割以上が女性であることが定められた。現

在では議会議員の 61%にあたる 49 名が女性であり、その割合は世界一であ

る。2020 年に「世界経済フォーラム（The World Economic Forum）」によっ

て取りまとめられた世界ジェンダーギャップ報告書によれば、ルワンダは 153
ヵ国中 9 位に位置づけられている。 
 NPO の「Women for Women（女性のための女性）」が小都市カヨンザにこ

の「The New Women’s Opportunity Center（新女性の機会センター）」を設立

した。このセンターは女性の起業家を支援することで経済成長を促進するため

に建てられ、女性が学び、教室に行き、手工芸品を販売し、友人と考え方や経

験を交わしたりする場となっている。 
 センターの建築自体も、ここで女性によって制作された叩き煉瓦のような地

方の製品や技能を利用し、教師と生徒が共同してデザインされている。学びの

場の円形の空間は、この形状によって生徒が教師に集中でき、強いコミュニテ

ィ感覚を体験できると教師が信じているが故に選ばれた。 
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安全な水とトイレを世

界中に 
すべての人に水と衛生へのアクセス

と持続可能な管理を確保する 
 

 

 

 
水と衛生設備と衛生へのアクセスは人権の一つだが、何億もの人々

がこの最も基本的な公益サービスを受ける上での毎日の課題に今

なお直面している。 
 
クリーンで誰もが入手できる水は、我々が住みたいと願う世界の基

本的な要素の一部であり、地球上にはそれを達成できる淡水が十分

にある。しかしながら、貧しい経済状況やインフラが原因で、毎年

子供を含む何百万もの人々が不十分な水の供給、衛生設備、衛生状

態に起因する病で死亡している。1 
 
 
 
 
 
 
――――――――― 
目標６に関する詳細は、以下を参照されたい。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/water-and-sanitation/  
 
1 国連持続可能な目標からの抽出。詳細は以下参照。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/water-and-sanitation/  

 
 
 
 
 
きれいな水が希少な地域で雨水を利用するには、建築および市街地が雨

水を集水し、浄化し、飲み水として使えるようにデザインしなければな

らない。 
 
雨水を飲み水として集水する必要のない地域では、建築および市街地は雨水

が汚水と混ざらずに、あるいは他の原因で汚染されないように地下水と合流

できるようデザインしなければならない。衛生上、建物、供給サービス、下

水システム、及びインフラは、バクテリアや汚染水をきれいな水から分離し、

市民と接触しないように計画し、デザインしなければならない。その鍵とな

るポイントは、汚物を処理できるトイレ施設へのアクセスを確保することだ。

また、建材もその採取、建設、使用の段階を問わず、地下水が汚染されない

ものを選ばなければならない。 

 

さらに、市街地、まち、建築は極端な降水量、干ばつ、洪水などの水に関す

る気候変動に持ち堪えられるようデザインしなければならない。ランドスケ

ープ・デザインや都市計画は、水を守り、集め、処理する保全プロジェクト

やレクリエーション地域によって、淡水資源を保護しなければならない。 

 

その事例は、建築レベルでの水処理や、都市スケールで気候に順応したプロ

ジェクト、そしてスラム地区での共用トイレなどに見ることができる。 
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事例 6.a: Sydney Park Water Re-Use Project 
シドニー市、オーストラリア 
 
取組課題 
世界中の多くの場所で、気候変動が 2 面的な問題を引き起こしている。その一

つが嵐を伴う大雨であり、もう一つは長期にわたる旱魃である。大量の降水時に

市街地からの表流水が汚染物質、富栄養化物質、ゴミなどを運び、通常雨水は自

然な水系に到達するまでに処理されないため、その浸食や汚染を招く。 
 
事例の貢献概要 
1990 年代後半と 2000 年代初頭の「世紀の旱魃」に襲われた間、シドニーは旱魃

の終息が公に宣言されるまで給水を維持するため、遠隔地にある河川の貯水池に

頼らざるを得なかった。これがきっかけとなり、シドニー市は「The Sustainable 
City 2030」報告書や「The Centralised Water Master Plan (2012-2030)」を取り

まとめ、将来の水保全の準備に取り掛かった。現在もシドニーと New South 
Wales 州は記録的な旱魃に襲われており、このマスタープランの重要性がまたも

や明らかになっている。 
 自然な水のシステムを強化し、豪雨の際の大量の降水を活用するために、「シ

ドニー公園水再利用計画」は、毎年約 8 億 5 千万㍑に及ぶ雨水を集水・浄化し、

川下に放水するとともに、公園内で再利用しようとする計画である。この水はま

た敷地内の植物の潅水用と、シドニートラック車庫で洗車用に使われている。こ

の 44ha に及ぶ公園は、かつては粘土を、その後は埋め立て用の土の採取を目的

とした工業地域に位置し、公園のエコシステムおよび雨水管理にとって重要な 4
つの湿地帯で構成されている。この公園は「The National Urban Water and 
Desalination Plan（国定都市水・淡水化計画）」に基づき、建築家と政府とのパー

トナーシップによって実現し、アート、科学、エコロジーなどの学際的な知見を

応用している。常に補水、流水、浄水の物語に関連したこの公園のデザインは、

水の管理の重要性やいかにして水質を改善し、我々周辺の自然環境にとって本来

あるべき飲料水を減らすことができるのかを来訪者に訴えている。 
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事例 6.b: Toigetation 
カオバン地方ソンラップ州バオラック区域、ベトナム 
 
取組課題 
ベーシックな衛生設備へのアクセスは、基本的人権の一つとして見なされてい

る。しかしながら、世界で 25 億人以上がそうした施設を利用できず、10 億人を

超える人々が未だに屋外で排便している。ベトナムでは、学校に生徒や教師のた

めのトイレや流しといった衛生設備がないことは当たり前のことである。現在

では、国の健康省が定めた基準を 88%の学校が満たすことができず、さらに 25%
はトイレが全くない状況に置かれている。 
 
事例の貢献概要 
カオバン地方ソンラップ州バオラック区域では、人口の 70%以上が貧困に喘い

でいる。ほとんどの人々が最も基本的なインフラである電気、道路、市場、通信

のネットワークに繋がっていない。このソンラップ学校では幼稚園から中学レベ

ルの 485 人が学び、メインの校舎に 10 クラス以上、サブの校舎が 4 棟、そして

スタッフ用住宅が数棟で構成されている。このプロジェクトが完成する前は、ど

の建物も衛生設備に関する最低限の基準も満たしていなかった。したがって、ト

イレや洗面を含む空間の整備は喫緊の課題であった。このような状況はベトナム

の地方で一般的であり、便所と洗い場の施設である Toigetation は、短期建設、

ローコスト、どこにでも適用可能という 3 つの目的に基づいてデザインされた。

建物の 4 面は植裁で囲まれ、周辺の段状庭園と一体化している。これらの植栽層

は室内気候を調整し、主体構造を強化し、食糧を供給し、同時に内外をやさしく

分ける境界となっている。 
 また Toigetation は地域の人的資源と材料で作られ、自然災害に対して回復力

がある簡易な工法と技術が用いられた。内部は自然換気と自然採光に恵まれてい

る。さらに、エネルギーを供給する太陽発電パネルを備え、排水と表流水を再利

用している。そして、施設は僅か 3 週間で完成し、建設費は 3 千 US$であった。 
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事例 6.c: Vandvejen 
ミッデルファルト市、デンマーク 
 
取組課題 
アスファルトや市街地の舗装のような非透水性の地表面は気候変動によって増

加する雨水の地下浸透を妨げている。雨水は下水道を溢れ、環境的、経済的ダメ

ージをもたらす。雨水に対処する地表面の処理法は、蒸発によって気温上昇を抑

えるとともに、市街地における生物多様性を豊かにできる樹木や植栽を育成す

るという副次的な便益もある。 
 
事例の貢献概要 
2012 年にミッデルファルト市は、レジリエンス化への投資が日常的な都市環境

およびその住人にとって便益となると明言した。今日では異なるスケールや類型

の都市のどこでも、その近隣で最先端の気候適応プロジェクトが提示されている。

これは、公益事業体と自治体、水系管理および道路建設、都市計画の専門家たち

との密接な共同によって初めて可能となった。 
 ミッデルファルト市で試行された新たな解法の一つが「水路」を意味する

「Vandvejen」である。このプロジェクトの包括的な目的は、これが気候適応計

画の統合的な方策として公的領域に付加価値を与えることができ、伝統的なアプ

ローチと比較して今なお財政的に実現可能かを事例として示すことである。この

システムは、全面的に凹凸のある道路断面形と、部分的に開放型の水路を導入し

ている。そして、豪雨時の大量の雨量を道路が処理し貯留可能な容量を増加し、

屋根や路面からの水を離れた建物や道路の安全性、利用を妨げることなく排水路

あるいはウオーターベッドへと導く。 
 この計画はベンチ、プランターや、コンクリート、アスファルト、コールテン

鋼などの魅力的な表面材によって公共空間をグレードアップし、そのすべてが

Vandvejen システムの重要な要素となっている。そして、気候適応と緑化によっ

てより良いまちをつくるという自治体の目標とともに、人々の道路上の体験の質

を向上させている。 
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事例 6.d: DATA 1 
ワシントン州シアトル市、USA 
 
取組課題 
多くの都市で道路や高速道路から自然の水源に未処理の雨水が大量に流入する。

ブレーキダスト、エンジンオイル、ガソリン、タイヤの粒子、重金属等も湖や河

川や水路に直接流れ込み、その結果水生生物は蓄積された汚染物質の悪影響を

受ける。人間もまた、多くの市街地の飲料水源および水泳やボートを楽しむリク

レーションの場である地域の水系が汚染されるなどの問題に直面している。 
 
事例の貢献概要 
シアトルでは交通量の激しいオーロラ橋が、市街地内の大規模な淡水湖であり、ビュ

ージェット湾からワシントン湖東側の河川に向かう鮭の遡上にとって重要な地点であ

るユニオン湖に架かっている。この橋から雨水が直接遡上のための水系に流出し、高

速道路からの流水の汚染度は平均の約 8 倍に達している。研究者、ディベロッパー、

建築家そしてエンジニアは共同して、バイオリテンション（自然に根差した雨水抑制対

策）セルを用いたランドスケープをデザインした。土壌、砂利、植物を活用したこのセル

のバイオ濾過性能は、この流水汚染のレベルを大幅に低下させ、水系をより健康にし、

高密度な都市に誰もが利用できる公共緑化スペースをもたらす。 
 このランドスケープは、今では水の流れの速度を低下させ、貯留水が湖に到達する

までの間にフィルターとして機能することによって、毎年 75 万㍑以上の汚染雨水から

毒性のある汚染物質を除去している。土壌内の細菌群が汚染物質を分解する一方で、

植物が過剰な栄養分を除去するのである。 

 検証によれば、雨水の汚染物質のほぼ 70%が除去されるだけではなく、大半の水

がセルを流れる間に土壌に蓄積され、流水の殆どが全く湖に到達しないのと同様の

効果がある。こうして、バイオテンションセルは雨水の水質を改善し、同時に雨水の水

量を減らす便益があることを示している。この解法は自然なプロセスに根差しており、

他のコミュニティでも再現することができる。この間に、一つの NGO がその他の多くの

ユニオン湖周辺の橋からの雨水流出に関する処理の意識を高め財源を確保するた

めに創立された。これはそのうち他の水路処理の規模を拡大することに繋がるだろう。 
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事例 6.e: Warka Village 
クリビ州 Mvoungangomi 市、カメルーン 
 
取組課題 
中央アフリカではピグミーの社会を持続させるのに必要な資源がますます限られたも

のになりつつある状況に直面している。その地域社会が住む熱帯雨林地帯が毎年著

しく減少し、プランテーションや農地に変換されつつあり、その結果食糧と水の不足や

汚染がピグミー人の生存を脅かしている。 

 
事例の貢献概要 
ピグミー人は伝統的に熱帯雨林で生活する狩猟採集民である。その地域社会は資源

を求めて次から次へと場所を変える流浪の民であったが、現在では徐々に定住用の

住居に依存しつつある。 

 「Warka Village 計画」は、NGO Warka と、40 ㎞離れた近郊のクリビ市と結ぶ道路や

インフラがない熱帯雨林の只中に位置するピグミー人のバジエリ地域との共同による

開発プロジェクトである。この共同は、飲料水や衛生設備をその地方の生活文化を損

なうことなく提供することによって、地域社会の生活状況を向上させることが目的であ

る。この村には、地域独特のバナキュラーな住まいからヒントを得た 7 棟のホームシェ

ルターがあり、雨水タワー、トイレ、パビリオン、そして 30 人以上の村人のための食用

菜園なども含まれている。 

 村の中央に 2 基のタワーがあり、空気中から結露水を抽出し飲料水化する。このタ

ワーは毎日 40～80 ㍑のクリーンな飲料水を供給し、河川から直接採取したり、不衛

生なポットや樽に貯められた飲料水の健康リスクを低減したりできる。またフラッシュ

用水なしで機能するコンポストトイレは衛生度の向上によって村の疾患リスクを低減し、

排泄物管理の簡易なシステムとなり、地域社会において永続的に健康な生活を手に

入れることができる。 

 この村は、竹、ヤシの葉、木材、土といった地域の自然な材料や、古くからの

建設技術を利用して建てられている。 
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安価で安全なエネルギ

ーをみんなに 
 
安価で信頼できる持続可能な新しい

エネルギーをみんなに確保する 
 
 

我々の日常生活は、スムーズな機能と均等性を確保するために、信

頼できる安価なエネルギー供給サービスに依存している。実際、エ

ネルギーは世界が今日直面しているほぼ全ての課題の中心にある。

そのテーマが仕事、安全、気候変動、食料生産、あるいは所得の増

大であっても、その基本はみんなのためのエネルギーである。 
 
エネルギーのユニバーサルな入手に焦点を当てれば、新たな経済

的・業務的手法によるエネルギー効率の増大と再生可能エネルギー

利用の拡大は、より持続可能で包摂的な地域社会と、気候変動のよ

うな環境問題に対する復元力を創り出す上で極めて重要である。 
 
しかしながら、この課題は解決から程遠い状況にあり、よりクリー

ンな燃料と技術へのアクセスが必要で、再生可能エネルギーを建物、

運輸、産業における最終利用へ向けて統合的に適応できるような、

さらなる発展が求められる。1 
――――――― 
目標 7 に関する詳細は、以下を参照されたい。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/energy/  
1 国連持続可能な目標からの抽出。詳細は以下参照。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/energy 

 
 
 
 
建築環境はエネルギー消費の主な原因である一方で、エネルギーを生産できる

大変大きな能力を持っている。 
 
建物は過剰暖房を最小化する建材の利用や配置等によってエネルギー消費を低

減するとともに、日中の余剰熱を蓄熱し夜間に利用することによって、エネルギ

ーを作りリサイクルできるようにデザインされねばならない。このことは、地理

的、気候的、文化的与条件の下で、適切なエネルギー技術を適用した建物、まち、

都市をデザインし、建設することを意味している。その例として、昼光や自然換

気の利用、あるいは、暑熱・乾燥気候における重量外壁のような暖房と冷房を支

援する建材の選択などがある。建築環境はまた、革新的な再生可能エネルギー源

を採用する方法の開発によって、それに寄与することができる。 
 
さらに、建設産業は、建材の採取から建設段階を経て供用、建物や構造の除却に

至るまで、全ライフサイクルにおけるエネルギー消費に焦点を当てねばならない。

その事例として、石炭を燃焼する焼成レンガのような非クリーン・エネルギーで

生産されるエネルギー負荷の大きな建材は採用しないか、あるいはその新たな形

態を発見することなどがある。建物はまた、暑熱地域における全面ガラス張りの

ような高レベルのエネルギー消費を招くデザインを避けるなど、地域の気候条件

に適応したものでなければならない。 
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事例 7.a: 2226 Emmenweid 
エメンブリュッケ市、スイス 
 
取組課題 
現代建築におけるエネルギーの効率や性能の高度化は、多くの場合ハイテクによる

解決方法に過度に依存しすぎている。換気や暖房システムが高度なエネルギー効率

を達成していても、我々は人間が混乱する要因や、変化するニーズを完全にコントロ

ールすることはできない。たとえば、窓を開けることは多くの人にとって快適性を楽し

む行為だが、同時に外部の環境と物理的に繋ぐことは、自動システムを乱すファクタ

ーとなることを象徴している。建物という体の性能を改善し、エネルギー消費量の低

減を最適化できれば、ちょっとした簡易で丈夫なデザイン手法で大きなエネルギー消

費の削減が可能となる。 

 
事例の貢献概要 
建築プロジェクトの名称「2226 Emmenweid」にある数字は、室内温度が建築の解剖

学と物理的構造の原理を活用することによって、年間を通して 22℃から 26℃の範囲

で変動することを意味している。この安定した室温は、暖房、冷房、あるいは機械的換

気システムに拠らず、建物利用者、設備機器、照明、壁体の熱容量、そして太陽から

の輻射熱だけで達成されている。 
また、管理センサーでコントロールされた換気パネルは、室内の温度と CO2 レベル

を調整し、どんな季節でも快適な環境を確保することができる。ダブルスキンの壁は

ほぼ 80 ㎝の厚さがあり、ガラス面積を抑制することと合わせて室温を安定させている。

こうして、建設および材料の付加的コストを、低い運用費で補填することができる。 
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事例 7.b: Energy Bunker 
ヴィルヘルム市、ドイツ 
 
取組課題 
分散型再生可能エネルギーの展開は、エネルギー分野における変革を勢いづけてい

る。すなわち、分散型再生可能エネルギー技術の急速な進展は、エネルギー分野を

自立的消費者と大規模な施設と小規模な施設が互いに作用し合う、多様な関係者の

組織化に向けた変化を促進している。こうして、分散型再生可能エネルギーの展開を

加速することによって、持続可能で人々のニーズに合ったエネルギー手法の活用を

後押しすることが可能である。その人々とは、特にその他のコ・ベネフィットの展開を

伴うエネルギーのサービスを優先する人々を指す。従って、エネルギーへのアクセス

の仕方は電線と電柱だけではなく、地域の経済活動および持続可能な開発を支援す

る質の高い供給に重点を置くべきである。 
 
事例の貢献概要 
この「Energy Bunker」は一つの地域の発電所として、そこに雇用と所得を生み出す分

散型エネルギー政策の象徴である。ヴィルヘルム市街地に残るかつての防空シェル

ターが「エネルギー・シェルター」に変貌した。戦時中に内部が大きく破壊され、その後

60 年近く使用されてこなかったこのタワーは、今や公共施設として利用できるように根

本的に改装され、近隣の住居地域のための地域暖房システム管理センターとなった。

すなわち、２つの異なる公共および技術的利用の統合である。上階にはかつての小

塔内に残る砲座の一つを展示場とした博物館がある。ミュージアム・カフェはその下部

に置かれ、既存のキャンティレバーのテラスが四周を巡っている。 

 下階にはエネルギープラントの技術センターがあり、ゆくゆくは広範囲で斬新なイノ

ベーションによって環境に優しい電力供給と地域暖房システムが結合したものとなる

だろう。その中には、温水用緩衝タンク、ファサードに設置されたソーラー温水パネル、

屋上に載せられた太陽光発電パネルなどが含まれる。このように、かつての防空シェ

ルターに巧妙に設置されたこれらの建築的要素は、建物の元来の特徴を保存しなが

ら新しい民生利用のあり方を提案している。設計はドイツで環境建築のリーダーであ

る HHS（Hegger Hegger Schleiff）事務所が担当した。 
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事例 7.c: Lycée Schorge Secondary School 
クドゥグ市、ブルキナファソ 
 
取組課題 
都市化が急速に進むアフリカやアジア地域では、建設産業が継続的に成長し続けて

いる。この産業分野においてエネルギー消費量を減らすためには、建物の運用コスト

や、建設材料に内包されたエネルギー、運送、建設、メンテナンスにかかるエネルギ

ーを削減しなければならない。これは、その地域での仕入れ、解体を前提にデザイン

し、意識的にパッシブ手法、低負荷材料、持続可能な再生可能エネルギーを用いるこ

とで可能となる。 
 
事例の貢献概要 
ブルキナファソで 3 番目に人口の多いクドゥグ(Koudougou)で、ケレ(Kéré)建築事務

所は地域のパートナーと共同してこの学校を建てた。そこでは地域で仕入れた材料を

顕在化させ、同時に地域における優れた教育の新たな基準を提示している。 
 この学校の設計は、一連の教室、事務室、生徒のための歯科診療室を収容する計

９つのモジュールで構成されている。パッシブな手法の最適化に重点を置き、選ばれ

た「建築アナトミー（解剖学的構造）」と材料が共に自然換気による快適な室内環境の

創造に貢献している。壁は地域で採取した紅土で作られ、ユニークなウィンドキャッチ

ャーの塔と庇屋根と合わせて、内部空間の温度を適度に低下させる。自然換気や内

部の昼光利用を助けるその他の工夫としては、大きく波打つ天井や木製のスクリーン

システムがあり、内部空間に影を落とす建築要素として機能する。 

また敷地まで輸送する材料の量を最小化するために、教室内の家具には地域で採

れる堅木や、屋根の金属スクラップのような主要建物の建設残材を活用している。こ

うして、この建築は魅力的なランドマークとして機能するだけではなく、地域の材料が

創造性とチームワークと一緒になって、持続性のある効果を持つ大切な存在に変換さ

れることを証明している。 
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事例 7.d: Tverråa Hydropower Plant 
トスボトン地域、ノルウェー 
 
取組課題 
水力発電はそれがすべての発電技術の中で最も低い二酸化炭素排出性能、最大の

エネルギー効率、そして最長の寿命を持つが故に、再生可能エネルギー利用に向け

た変革への大きな潜在力を持っている。地球的規模で見ても極めて低い環境負荷し

か与えないが、その一方で野生生物にダメージを及ぼすとともに、大規模に実施され

た場合、下流での水のバランスや水供給に問題を引き起こす原因にもなり得る。 
 
事例の貢献概要 
ノルウェーは豊かな天然資源と水力発電に理想的な地形に恵まれており、その全

発電量の 99%以上を水力発電で賄っている。世界的には、全発電量の約 6 分の

1 程度である。ノルウェーでは広域で人口が拡散しており、それ故に分散型のエ

ネルギー供給に依存せざるを得ない。 
Helgelands Kraft AS 社は、北ノルウェーで水力発電を生産しており、2015 年

に北部のトボストン地域に 5 基の新しい発電所を建設することにした。それによ

って 6,500 世帯にクリーンな電力を供給する一方で，この新型水力発電所の目的

は水力発電とその環境便益に人々の関心を集める目的がある。同社は水力発電所

を観光資源とし、ノルウェーの見事なランドスケープに注意深く適合させること

でその目的を果たしている。 
建築材料は周辺のランドスケープの特徴を引き立てるものが選ばれ、外部空間

は訪問者が水力発電とノルウェーの豪快なランドスケープを体験できるように

作られた。Tverråa 水力発電所の前にある橋の上から、訪問者は例えば水が発電

所を流れる時の力強い自然のパワーを感じ、その圧倒的な流水の姿をすぐ身近に

眺めることができる。 
この発電所は、820 世帯に 16GWh 相当の電力を供給している。 
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働きがいも経済成長も 
包括的で持続可能な経済成長及び、

全ての人々の完全かつ生産的な雇

用と、人間らしい働きがいのある

雇用（ディーセント・ワーク）を促

進する 
 

 
貧困の根絶は安定した十分な給与が得られる仕事によってのみ可

能である。従って、この目標は全ての人々に開かれた持続可能な経

済成長と、雇用と働きがいのある仕事の機会を促進することである。 
 
今日、世界の人口のおよそ半分がいまだに日当たり約２US$に相当

する額で暮らしており、世界の失業率は5.7％に達している。しか

し、仕事があることは多くの地域で貧困から脱することを保障しな

い。この不平等で遅々たる進展を改善するには、貧困の根絶を目的

とした経済と社会的政策を再考し、再編成する必要がある。1 
 
 
 
 
 
――――――――― 
目標 8 に関する詳細は、以下を参照されたい。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/economic-growth/  
 
1 国連持続可能な目標からの抽出。詳細は以下参照。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/economic-growth/ 

 
 
 
 
 
建築環境は、働きがいのある仕事や経済成長の確保に、その計画レベル

と建設レベルの両方で深い相互関係がある。 
 
安全な公共空間と仕事場に通う安価なルートは、雇用を見つける上で大変重

要である。自宅から通勤する可能性とそれにかかる時間は、仕事を見つける

決定要因であり、公共空間と交通システムのあり方が市民の仕事へアクセス

する上での鍵となる。都市とまちもまた貧しく追いやられた市民が、例えば

地域の産物やその他のサービスを売買できる市場のようなビジネスの場に

参加できるよう計画、デザインされるべきである。また仕事場は、従業員に

とって健康で生産的な環境となるようにデザインされねばならない。こうし

た良好な就業環境への投資は、その見返りとして生産性の向上と病休の減少

をもたらし、企業の経済成長を促進する。 

 

建設産業においても、その従業員にとって働きがいのある安全な職場の提供

に焦点が当てられねばならない。このことは、安全で清潔な就業環境で採取、

生産された資材を使い、建設現場や除却過程における安全で管理された業務

条件を必要とする。さらに、人材に対して投資することによって、産業界は

必要な原材料やエネルギー消費の量を削減し、高度な生産性を達成できる優

れた技能や知識を活用することによって、より持続可能な経済成長に向けて

発展することができる。 

 

その事例は、仮設住宅地のプロジェクト、最新のオフィスビル、建築敷地の

外構やランドスケープに見ることができる。 
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事例 8.a: Azraq School 
アズラック市、ヨルダン 
 
取組課題 
ヨルダンの小都市アズラックでは、2011 年以来シリア、イラク、イエメンからの急激な

難民流入と共に、その人口が 1 万 2 千人から２万人以上に増加した。その 8 千人以

上の難民の約 50%は 0 歳から 17 歳までの子供たちである。受け入れ側のコミュニテ

ィや難民たちには能力を開発する機会やスキルに欠けており、それは殆どの新たな

流入者にとって基本的なニーズを満たす施設がないことを意味する。一例として、推

計によれば 5 人のうち 3 人の子供達には市内にある既存の 8 つの学校に通う術がな

い。こうした学校に通えない状況はアズラックに限ったことではなく、難民の流入を受

け入れた多くの地域に共通する世界的な課題である。 
 
事例の貢献概要 
アズラックにおける学校のキャパシティを増やし、同時に難民と貧しいヨルダン人の能

力を発見、強化するために、「EAHR（Emergency Architecture & Human Rights：緊

急の建築と人権）」は新しい学校の建設と、地域のスキルに欠ける職人の教育と雇用

を結び付けた。この施設の整備は、参加型の職能訓練プロセスを経て実行され、地域

の人々が施設建設に積極的に参加した。 
 この学校は圧縮煉瓦でできており、地域で入手できる道具で働き、地産の豊富な材

料で建てた。57 人の地域の人々がこの建設技術による建て方を学び、そのプロセス

に雇われ、4 ヵ月の間に約 57 世帯を支援した。この教育施設は、結局 1 週間に 200
人の学校に通えない子供達（9 歳から 18 歳位まで）に公式な教育を受けられるように

し、公立高校の入学資格である Towjeehe を取得できるように導いている。 
建物には図書館、ICT 教室、3 つのトイレ、厨房、日陰の休憩エリア、そしてサッカ

ー場が含まれている。その目的は、カリキュラム教育活動と不登校の子供達の職業

訓練を改善し、特にコミュニティの結束と自立性を強化させながら、アズラックのシリア

難民および恵まれないヨルダン人の入学・通学率を高めることである。 
 
 

59 



事例 8.b: Mount Sinai Ambulatory 
Surgical Facility 
キャビルワ市、ウガンダ 
 
取組課題 
多くの疾病を治療し処置するには、資格のある外科療法施設への通院が必要不可欠

である。開発途上国では、ざっと見て 5 億人があらゆる形態の安全で安価な外科医

の不足に直面し、その結果毎年数百万人が命を落としている。こうした状況を招いた

主な原因の一つは、外科医を教育する教育施設がないからであり、地方の外科医が

そのスキルを維持し発展するための同僚や、訓練や、励みに欠けているからである。 
 
事例の貢献概要 
これは資源の乏しい地域の自立的な外科診療所を創るために、近代的技術を用いて

ウガンダに建てられた新たな病院である。このプロジェクトは、クリーンな水、電力、そ

して下水道の統合的、自給的インフラの整備を含み、地域の頻繁に停止する不安定

なインフラへの依存度を最小化する。そのために施設を 2 日間運転できる蓄電池付き

の太陽光発電装置、水洗トイレのための中水道利用、昼光利用、自然換気の設備を

備えている。唯一手術室は無菌環境を確保するために空調設備が設置されている。

この計画のインフラの非常に重要な側面は、信頼できるインターネットとの連結である。

20 ㍄におよぶ地下ケーブルが敷地までの光ファイバーサービスを可能にしている。 
 このインターネット通信は、外科診療所とニューヨークにある著名な Mount Sinai 
Hospital とテレ医療リンクを通じて直接繋がっている。これらのデジタル通信は、リア

ルタイムで最先端の外科診療を受けられ、手術室とテレワークで結ばれている。患者

もスタッフも、数十年に及ぶ経験やニューヨークの Mount Sinai 施設で働く国際的に認

められた専門家から直接恩恵を受けることができる。 
 キャビルワの外科スタッフがニューヨークの同僚に支援される一方、その交流は二

方向で行われる。すなわち、ニューヨークの学生や医療スタッフは、ウガンダを訪問し

訓練することができ、それが彼らに発展途上国や資源の少ない地域におけるユニー

クな外科教育の機会を得、キャビルワで働く地域の専門家から学ぶこともできる。 
 

 

 

 

 

 

 建物自体はシンプルにデザインされ、地方の材料や建築手法、および労働者を活用

して作りメンテができるようにした。この建築に用いられた地域産の煉瓦は、多様な密

度のパターンで構成され、外壁を通して光と風を通すスクリーンを形成している。施設

の煉瓦と表面のタイルは、建築敷地近傍の土壌から直接掘り起こされた赤土を地域

の窯で焼いて作られたものである。煉瓦が選ばれたのは、手に入れやすいこと、地域

の歴史的な存在を顕在化できること、そしてその活用によって地域経済を支援する可

能性があるからだ。 
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事例 8.c: Facebook Bayfront Campus 
メンロパーク、カリフォルニア州、USA 
 
取組課題 
SDGs は寛大な物理的、心理社会的労働状況によって、持続的経済成長、より高い

生産性および技術革新を推進する。企業は境界や理念を超えた全てのつながりを考

慮し、人権に従って従業員にしかるべき環境を与えるよう努力をしなければならない。

労働条件の改善は、生産性、技術革新の度合いを推進し、病気休暇を減らし、社会

通念としてあるべき労働を、持続可能な成長に欠かせないものにしている。 

 
事例の貢献概要 
カリフォルニア州メンロパークにある Facebook 本社の拡張と改修を機に、ランドスケ

ープと建築にコミュニティの連結を強化し、公共の自由なアクセスができ、植物と野生

生物の生息域を創り出し、同社の企業文化を反映するようなデザインが施された。す

なわち、コミュニティの連結性を強化し、公共のアクセスをもたらし、生物の生息地を

創り出す公的空間とランドスケープのネットワークとしてデザインされたのである。 

 この本社は、かつて工業化製塩のために分割された干潮システムが後に放置され

た脱工業化時代の更地に立地している。この塩田はいくつかの危機を免れた生物種

の生息地となり、シリコンバレーの発展につれ、今では工業、エコロジー、インフラから

なるモザイク状の複合的な地域と化している。 

 「Bayfront Campus」の計画は、生物多様性、社会、自然、都市という重層的な環

境を創造するという原理に基づいている。開発用地をレジリエントなランドスケープに

改変することに焦点を当てながら、このデザインは働く場所の文化の機能的なニーズ

と、自然なシステムを創出することによって生まれた生息地を結びつけている。そのラ

ンドスケープは、オフィスレベルで中庭と庭を活性化するために建物を乗り越え、旱魃

や風害に強い植物類がエッジに沿って群生し、屋上へと姿を現す。こうしてアート、エ

コロジー、および社会的空間が互いに織り込まれ、活性化した生物多様性に溢れた

生息環境と、人工および自然システムの統合環境を創造する。そのことは、従業員と

彼らのより広い環境との間の繋がりを強化することに役立つ。 
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事例 8.d: Cassia Co-op Training Centre 
スンガイペヌー、ケリンチ、スマトラ島、インドネシア 
 
取組課題 
インドネシアのスマトラ島は、世界のシナモン消費量の 85%を供給している。このシナ

モンはそもそも持続可能な収穫物である。すなわち、収穫直後から成長が再開し、森

は農薬の助けによらず自然に育ち、その他の樹木や植物と共に収穫できる。しかし、

地域の労働者は往々にして労働者としての権利がなく、低賃金で、安全性に乏しく不

衛生な工場で長時間労働の日々を強いられている。 
 
事例の貢献概要 
「Cassia Co-op Training Centre」は、スマトラ島ケリンチにあるシナモン生産センター

で、社会的に持続可能な生産を促進するために建てられた。この工場は、衛生的か

つ安全であるように建てられ、農民や労働者は生活できる給与、健康診療を受け、学

校や訓練所に通うことができる。そしてこの組合は農民と消費者間のステークホルダ

ーの数を減らすことによって、より高い給与を支払うことができる。 

 このコンプレックスは重量煉瓦とコンクリートの基礎の上に軽量な木造建築として建

てられている。そして 600 ㎡の屋根面積の大きな庇によって日照を低減し、その下に

蓄熱体を用いて自然換気による快適な室内環境を作り出している。大屋根の下には

５つの煉瓦建ての建物があり、その中には小さな実験室、教室、事務室、厨房が収容

されている。この計画は 2 種類の材料でできている。すなわち、地域で作られた煉瓦と

シナモンの木からの木材である。これはシナモンの生産からの副産物であり、主体構

造からセンターのインテリアに及ぶ建築の全てに活用されている。 

 この地域の建物にとって頻繁に襲う地震は大きな問題である。軽量な構造は異な

る建物の要素を多様な建材の使用頻度に従って分割され、その結果この建物を地震

に対してレジリエントなものにし、竣工後もすでに７回の大地震に耐えてきた。 

 このセンターはわずか 3 ヵ月で建てられ、2011 年に完成した。その建設中 70 人の

地域の労働者が参加し、建築家が監修する一方で、8 頭の水牛が樹木を森から現場

の製材所に運んだ。 
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産業と革新の基盤をつ

くろう 
 
レジリエントなインフラ構築、包括

的かつ持続可能な産業化の促進、及

びイノベーションの推進を図る 
 

 

この目標は、レジリエントなインフラを構築し、持続可能な産業化

を促進し、イノベーションを推進するニーズに応答している。 
 
経済成長、社会開発、気候変動に対する活動は、インフラへの投資、

持続可能な産業開発、技術の進歩に大きく依存している。世界の経

済状況の急速な変化や不平等の増大に直面している今、持続的な成

長の恩恵をすべての人々が受けられる機会を与え、そこにイノベー

ションとレジリエントなインフラによって支えられる産業化が含

まれねばならない。1 
 

 

 

 

 

――――――――― 
目標 9 に関する詳細は、以下を参照されたい。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/infrastructure-industrialization/  
 
1  国連報告書 WHY IT MATTERS – INDUSTRY, INNOVATION AND 
INFRASTRUCTURE からの抽出 

 
 
 
 
 
建設産業は大量の廃棄物を生み、膨大な量の天然資源やエネルギー

を消費する。 
 

建築環境における持続可能性を前進させるためには、現在のやり方から進ん

だ生産・組み立て方法に向けた産業と産業インフラの開発が必要である。

我々は産業、そのサービス、製品、輸送システムを汚染が少なく、必要なエ

ネルギーを減らし、生み出す廃棄物を削減し、現在の基準より安全で健康な

答えを開発しなければならない。 

 

建設産業は元来敷地の特徴に従うものであり、地域の産業を利用することを

目的として、全ての国で持続可能な製品を地域で開発すべきである。このこ

とは、産業が地域の材料や資源を使うことにもっと努力することを含めて、

より持続可能な通商と共存を促進するために、物理的かつ情報的なインフラ

を開発することを必要とする。進歩した産業の焦点は現在の基準を改善し、

持続可能性のレベルを上げるような製品の開発にあり、それは例えば生産過

程における廃棄物ゼロから、ライフサイクルにおける廃棄物ゼロの見方へ重

点を移すことである。そのためには、建設産業の全てのレベルで新たな能力

を訓練・開発し、新たな道具、プロセス、答えの可能性をテストするための

研究とプロトタイプの作成が必要となる。その成果としての産業界における

イノベーションは、文化的、気候的に見た敷地の独特な持続可能性に対する

負荷の観点から、継続的に評価し続けなければならない。 
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事例 9.a: Folden 
ロスキルデ市、デンマーク 
 
取組課題 
世界の人口増加は、適切でアフォーダブルな住宅へのニーズを増加させる一方、建

設産業が原因となる炭素排出を低減することが緊急に求められている。このことは、

建設の方法におけるドラスティックな変革を必要とする。工業生産やプレファブリケー

ションはその効率がよく管理の行き届いたプロセスによって、炭素排出および使用す

る材料のエコロジカル・フットプリントの削減に寄与する可能性を有している。 

 
事例の貢献概要 
デンマークにおける全住宅の 5 分の１は「almene boliger」として知られている。これ

は、住民が共有し管理するデンマークにおける社会住宅のブランドであり、住民は賃

料から誰も利益を得ず、その多寡はコストに応じて定められるという一連の規則の下

で居住することを意味している。デンマークのロスキルデ市に、プレハブのボックス・モ

ジュールを用い、高度なエネルギー性能のある、特別な住人のための 6 戸を含む 60
戸のユニットが建てられた。このボックスシステムは従来のコンクリート・モジュールよ

り安価なだけではなく、資源やエネルギー消費も少ないより持続可能な構法である。 

 この箱型住宅のタイポロジーは、建築家と製作者とのパートナーシップで計画・開

発されたが、これは理念、ディテール、材料、手順が工業化された生産にとってすべて

の側面で最適化され、それによって厳格な予算の中でコストを減らし、品質を最大化

できることを意味する。この箱型システムは大きな木製モジュールからなり、工業的に

生産され、敷地で簡単に組み立てることができる。それによって建設に要する時間も

減らすことができる。 

そして、スリムで多様な奥行きの箱型モジュールは変化に満ちた興味深い表現を創

り出し、昼光利用と空間利用の最適化を可能とする。建築家と製作者との緊密な共同

によるメリットの例として、無垢の木による階段の導入がある。むき出しの木材による

内部階段は、箱型モジュールの運搬中にも安定した堅牢性があり、現場での補修コス

トを減らせるため、プレハブの段階から組み込まれた。 
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事例 9.b: Alnatura Campus 
ダルムシュタット市、ドイツ 
 
取組課題 
建設産業における工業化のプロセスは、建設現場から遠く離れた場所で生産・加工

処理される建設材料に大きく依存するようになった。これにより、搬送中の炭素排出

増大の原因となっている。そこでよりサステイナブルな実践を目指すためには、何世

紀にもわたって注意深く開発された、地域の建築技術や職人技や地方の材料に蓄積

された知識を活用し、建設しなければならない。 

 
事例の貢献概要 
有機日用食品の小売業を営む Alnatura 社の新本社ビルがドイツ、ヘッセン州のダル

ムシュタット市に完成した。13,500 ㎡の総面積があり、業務空間、公的幼稚園、ベジタ

リアン・レストラン、学校を含む誰でも季節ごとに借りられる庭などの混合的なプログラ

ムで成り立っている。2019 年の竣工当時、外壁が叩き土壁でできたヨーロッパで最大

のオフィスビルであった。これは Lehm Ton Erde 社によって開発されたプレハブの土

壁部材を用いることで可能となった。ここでプレハブ土壁パネルは壁体システムの中

に暖房用パイプが直接組み込まれ、工場の中でまったく気候に左右されない乾燥プロ

セスで生産された。 
壁体は素材の蓄熱性能が既に非常に高いレベルにある上に、中央に挟まれた 12

㎝の気泡グラス粒子の断熱層がこのパネルに一体化されている。工業化プレハブに

も拘わらず、フレキシブルで多様な工事を可能とする詳細の工夫によって高度なカス

タマイズが可能である。この土壁のその他の長所には、シルト、砂、砂利の必要な割

合の混合物は世界中のどこにでも存在し、素材がコンクリートと同様に固く、完全にリ

サイクル可能であることも含まれる。 
 地域で抽出された土壌は、白から明るいベージュ、黄色からオーカー、茶色からグレ

ー、そして青から赤まで変化する地方独特の色を反映し、プレハブの土のエレメントを

統合した周辺や建築文化の見慣れた景観要素としている。Alnatura Campus を建設

し、検証することは、叩き土を現代的な建築材料として開発し上質なものとすることで

あり、研究者、生産者、建築家、ディベロッパー、消費者等の共同が不可欠であった。 
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事例 9.c: Llima Primary School 
リマ市、コンゴ 
 
取組課題 
グローバリゼーションによって社会のコアとなる組織や施設が大都市に集中し続ける

とともに、より小さく遠く離れた地域社会は取り残される危機に瀕している。多くの地方

の村やコミュニティは孤立し、教育や仕事への機会が限られたものとなっている。こう

したインフラが欠如しサプライチェーンから断絶した遠隔地のコミュニティを強化するこ

とは、地方の産業の持続可能な開発という包括的な課題の一部である。地方の産業

やインフラの開発を促進するためには、人間の能力開発および、製造技術や地域の

文脈のプロセスを前進させることに、より多くの時間を割かなければならない。 

 
事例の貢献概要 
リマのコミュニティは世界で最も孤立したものの一つで、コンゴ民主共和国のジャング

ルの奥深くに位置している。何世代にもわたって、人々は森周辺の野生生物と共存し

てきたが、近代の開発によってエコシステムが脆弱化する原因を招いた。African 
Wildlife Foundation（アフリカ野生生物財団）は、その African Conservation Schools
（アフリカ保全学校）活動の一部として、投資を必要とする 35 の場所の一つに認定し

た。この活動のミッションは、特に基礎的な教育と農業訓練を通していかにして野生生

物の保全がコミュニティの強化によって生命を改善できるかをパラダイムとして掲げ、

人々と野生生物を守ることである。 
 この学校をデザインし建設する際、チームはコミュニティがその周辺の自然環境と調

和するように開発する機会を与えられた場合に、そのミッションが最も実現可能である

という想定で保全と開発に取り組んだ。すべて国内で調達した資材と、99%を現場か

ら 10 ㎞以内から集めた材料を使うとともに、建設も地域の職人とバナキュラーな建設

方法に基づいて実施された。具体的には伝統的な堅木のシングル、アドベ煉瓦ブロッ

ク、木製の梁であり、敷地内外で得た材料を適用した。「リマ小学校」のデザインと建

設は、いかにして遠隔地にあることや孤立性、そして極端な気候条件に関連した課題

に対して、建設コストおよびカーボン・フットプリントを削減するために、地域の持つ可

能性を捉えることができる方法を提示している。 

 
 
 
 
 
 開発チームはこの小学校の建設が同規模の学校プロジェクトの世界的な平均炭素

排出量に比し、307,000 ㎏少ないことを発見した。それに加えて、地域のコミュニティ

から 120 名が建設に雇われ、それによってコミュニティの物理的施設だけではなく、雇

用を生み出し建設に関連する技能訓練を与えることによって、地域の能力開発を強化

することができた。完成した建物は自然光と自然換気を用い、国のエネルギー供給の

グリッドシステムから独立して運用され、リマのエコシステムに完全に同化した一部と

なっている。 
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事例 9.d: EcoCocon 
スツパバ市、スロバキア 
 
取組課題 
世界の全炭素排出量の 11%は、建築のライフスパンを通した材料生産および建設プ

ロセスに内包された炭素排出量が占めている。こうした炭素排出量を削減するには、

建設産業は異なる方法を取らねばならい。新たな材料、手法、プロセスによって、建

設産業をよりサステイナブルにするために、デザインと建設方法を革新することがで

きる。しかし、こうした革新は時間と経済を考えた時、既存の材料とプロセスに比し競

争力があるのだろうか？ 

 
事例の貢献概要 
組み立てユニット式の建築部材と大量生産は、コンクリートや鉄を使った戦後の建設

に頻繁に導入されたために、大量のカーボン・フットプリントを生んだ。しかしながら、

組み立てユニットと大量生産は、地場の自然で再生可能な材料と組み合わせられ、コ

ンクリートに代わるサステイナブルで入手しやすいものにできる。 
 「EcoCocon パネル」は主に藁と木材を用いた 98%自然で再生可能な材料でできて

いる。その理念は再生可能で健康な地場の材料でできた安価な建築を創り出す目標

に基づいている。パネルの藁と木材は使用後安全に自然に戻すことができるが故に、

自然材料としてその処理に要求されるものが殆どなく、エコロジカル・フットプリントを

最小化することができる。藁と木はたとえば材料価値としてネガティブなイメージを与

えられがちだが、その成長過程で二酸化炭素を吸収し、使用段階で蓄積するという、

それらを増大するコンクリートや鉄とは対照的な建材である。 
 スロバキアのスツパバに建てられた戸建住宅には EcoCocon が用いられ、その藁

だけで 11,500 ㎏の CO2 を蓄積することができる。この住宅は、室内の冷暖房に殆ど

エネルギーを必要としない Passive House として認証された。このことは、単に建設

が安価であるだけでなく、住むのにコストがそれほど掛からないことを意味する。

EcoCocon は 21 のヨーロッパの国々で地域のパートナーと共同して建てられている。 
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事例 9.e: Shelter for All 
パキスタン各所 
 
取組課題 
パキスタンは地理上非常に活発な地殻断層線上に位置しており、その結果頻繁に地

震に見舞わられる。歴史的に見ても、地震活動は数十万人もの人々の命を奪い、数

百万人におよぶホームレスを生んだ。地震は建物やインフラを破壊し、大量の水を動

かす力を持っており、それが沿岸部で津波を引き起こす原因となる。さらに、国土の

北部における氷河の溶解が原因で、頻繁な水害の被害も受ける。従って、この地域

の建築は地震と水害に強く、富者も貧者も全ての住人を収容できるものでなければな

らない。 

 
事例の貢献概要 
2005 年にパキスタンのカシミール地方でマグニチュード 7.6 の地震が襲い、少なくと

も 7 万３千人の命を奪い、3.3 百万人以上がホームレスとなった。この大災害以来、そ

して頻繁に起こる水害を前に、パキスタン人建築家のヤスミーン・ラリに率いられたチ

ームが災害救助シェルターのデザインと構法をリファインし、5 万戸以上の竹と消石灰

と泥でできたシェルターのパキスタン北部とシンディ地方における開発を支援した。 
 構造はローコストで低カーボン・フットプリントのシェルターとしてデザインされ、地方

の材料と技術を用い、学生ボランティア、地域の職人そして村人達を集めて地域コミュ

ニティにおけるシェルター作りの能力開発を支援した。これはアドベ土壁と強靭な竹の

クロスブレース構造（dhijii）でできており、耐震構造として十分な性能を有していること

が確かめられた。また様々な大きさがあり、最大のものは 5 人まで収容でき、ベランダ、

厨房、トイレ、浴室が付いている。プロジェクトの戦略として不法入居を防ぐために木

の使用を避け、代わりに成長の早い竹を利用した。 
また、粘土や消石灰のような地域の材料を使うことで、被災したコミュニティの経

済的再生を支援している。この消石灰で下塗りした泥の構造は、断熱性の良い、極度

な暑熱、雨、湿度を伴う地域の気候に合った快適な住環境を創り出してくれる。シンプ

ルで地方独特の材料と技能を活用した開発・設計チームは、地域の能力開発および、

水害や地震に耐え、コスト効率の高い、サステイナブルな住宅の開発に成功した。 

能力開発の一部として、女性センター

が Mook Shanf に 2011-2015 の間に建

てられ、女性が社会化し、「barefoot」
で訓練を共有する場が提供された。
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人や国の不平等をなくそう 
 
各国内及び各国間の不平等を是正する 
 
 
 
 

所得、性、年齢、傷害、性的嗜好、民族、階層、民俗、宗教、機会

の差に基づく不平等は、国の内外間を問わず、世界中にはびこり続

けている。こうした格差は、長期に亘る社会的、経済的発展を脅か

し、貧困の撲滅を妨げ、人々の満足感や自尊心を損なう。そして、

犯罪や病気や環境劣化を引き起こす恐れがある。 
 
そして、最も重要なのは、人々が機会、サービス、より良い生活を

するチャンスから疎外されている限り、持続可能な発展を達成でき

ず、この地球を万人のために改善することはできないということで

ある。したがって、国の内外間における格差の是正は、大変重要な

鍵となる課題である。1 
 

 
 
 
 
 

――――――――― 
目標 10 に関する詳細は、以下を参照されたい。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/inequality/  
 
1 国連報告書 WHY IT MATTERS – REDUCED INEQUALITY からの抽出 

 
 
 
 
 
建築環境は、格差を増大、強化するものとしての役割を演じてしまうこ

とがある。 
 
障害者は、階段、段差、その他のデザイン要素が原因で、道路や交通システ

ムや施設を利用できなくなることもあり得るので、自宅に引きこもったり、

仕事に就けないリスクを抱えている。宗教的、民族的マイノリティ、LGBT+、

女性は、そのための特別なエリアに監禁されるか、一般の教育機関やレジャ

ー施設から隔離されがちである。またビーチや庭園のようなランドスケープ

は、オーナーあるいは限定された人々だけが利用できるようにデザイン、計

画されることで、公共に対して閉じたものとなってしまう。 

 

このような不平等を是正するには、建築に社会的責任があり、包括的で、誰

一人として取り残されることなく社会のすべての構成員のニーズを考慮に

入れてデザインし、実現すべきことを理解せねばならない。すなわち建物、

まち、都市は、その表面、エレベーター、道案内のような安全を確保する要

素から、出入口や設備の高さに注意を喚起することまで、あらゆる点で行き

やすさ、使いやすさをその中心的な機能としてデザインすべきである。この

ことはまた、社会的責任やあらゆる人々を受け入れるという理念が建築や市

街地のプログラム、デザインを導き、さらに地域の文化とニーズに敬意を払

い、誰でもが使えるようにする必要があることを意味している。その事例は、

ユニバーサルデザインを標榜する最新のオフィスビルから、あらゆる宗教に

開かれた祈りの場、そして公園のような全ての人々に開放されたサービスや

施設に至るまで、広範囲に及んでいる。 
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事例 10.a: Step Up on 5th 
サンタモニカ市カリフォルニア州、USA 
 
取組課題 
アメリカ合衆国ではどの夜間でもおよそ 60 万人がホームレスで、どの年でも同じ時間

に 2 百万人を数える。その内の 4 分の 1 から 3 分の１が深刻な精神障害を患ってい

る。このホームレスであることと精神障害との関連性は、それが互いに増幅し合う可

能性のある多元的なパラメーターと輻輳したものであることが確認されている。しかし

ながら、いくつかの研究によれば、精神障害を患う一人ひとりが、ホームレスの原因

は多くの場合自らの貧困や低所得者用住宅の不足が原因であると認識していること

が明らかになった。精神障害のある人々のために長期間（1 年あるいはそれ以上）安

定した住宅を提供するプログラムは、精神病院に来院願望のある患者の数を減らす

ことも含めて、精神的な健康に向けた障害の改善を支援できる。 

 
事例の貢献概要 
「Set Up on 5th 」はカリフォルニア州、サンタモニカ市のホームレスで精神障害を持つ

人々のために、家と支援サービスやリハビリテーションの機会を提供している。この新

たな施設の構造は、恒久的に入手しやすい住宅である 46 戸のスタジオ型アパートか

らなる。この施設は、精神障害のある人々のための高質で持続可能な支援住宅を提

供することを通じてホームレスをなくす使命を持つ慈善団体「Step Up on Second and 
A Community」によって開発された。 

この建物は標準的な手法を超え、建物の性能を最適化し、建設および使用のす

べての段階で確実にネルギー消費を減少させるエネルギー効率の高い対策が施され

ているという意味で、ほとんどの従来型プロジェクトとは一線を画している。Step Up 
on 5th の計画とデザインは、パッシブデザインの戦略に関する深い配慮と適用から明

らかになった。その戦略には、建物を太陽の冷房負荷からコントロールするために場

所と方角を定めること、主風向に当たるように形状と方角を決めること、自然換気がで

きるように揚力を誘発するように形状を考えること、昼光利用を最大化できるように開

口部をデザインすること、などが含まれる。これらのパッシブ手法だけでも従来型の建

物に比し、50%程度もエネルギー効率を高めることができる。 

72 



事例 10.b: Farming Kindergarten 
ホーチミン市、ベトナム 
 
取組課題 
不平等を減らすことは多方面に及び、教育や家族を支援し、性の平等を促進する使

いやすい公的サービスを通して女性の能力を高めることが含まれる。多くの開発途上

国では、女性は働くために家を離れることもあるが、それでも基本的な家事や家族の

世話の責任を負っている。世界的には、女性は男性に比べ主として子供の養育を含

む無給の世話や家事を３倍ほど多く強いられている。多くの場合、働く女性を支援す

るサービスは見つけにくいか経済的に入手しにくく、女性は自分の子供の世話を親戚

や友人に依存するか、職場に連れて行かざるを得ない。従って、質の高く手に入れや

すい共働き夫婦の子供の養育サービスは、女性の所得を増やし、性の平等を発展さ

せる必要があるため、社会的保護システムの重要な一部をなす。 
 
事例の貢献概要 
ベトナムで最も大きな工業化地域の一つが典型的な熱帯モンスーンにあるホーチミン

市郊外に位置している。この地域では、靴製造業の工場が２万人の労働者を雇用し、

そのうち１万７千人が女性である。工場の社会的責任の重要な一部として、オーナー

は従業員の子供達のために就学前の５００人の幼児を収容できる幼稚園を建てた。 
 建物のコンセプトは、子供たちに食糧と農業体験を与え、安全な遊び場として機能す

る連続した緑化屋根のある、「Farming Kindergarten」を作ることである。この緑化屋

根は一筆書きで 3 重の輪を描き、内側に子供たちにとって安全で快適な遊び場である

３つの中庭を提供している。中庭に向けて屋根を下るにつれ、上階にある教室と庭に

アクセスでき、子供達は屋根を渡る際に菜園を体験し参加することができる。 
そして、緑化屋根は菜園としてデザインされ、５つの異なる野菜が植えられている。

それらは、アマランサス(red spinach)、カラシナ(mustard greens)、ヨウサイ(water 
spinach)、ツルムラサキ(Malabar spinach)、カンダバ(sweet potato leaves)であり、

農業教育のための 200 ㎡に及ぶ菜園で栽培されている。こうしてこの幼稚園では、子

供のいる女性が仕事でき、彼女等も家族もその能力を高めることができる。さらに、こ

の建物は熱帯気候における持続可能な教育空間のプロトタイプを構成し、子供たちに 

 
 
 
 
農業の重要性と自然との密接な関係性の価値を教えてくれる。 
 

73 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

74 



事例 10.c: Musholm Multi-Purpose Hall 
コルゾー市、デンマーク 
 
取組課題 
身体的な運動不足は人の寿命を数年縮め、各所の疾患を招きうる。これは特に運動

できない人々に当てはまり、その 38%は身体的に活発でない。運動できないことはい

かなる個人の身体的および精神的健康に重篤な脅威となるが、社会にとって高い健

康医療コストがかかることも意味する。デンマークでは運動できない人の 2 人に 1 人

は、活発な生活を送るための主な障壁として、自身の能力ではなく、彼らを取り囲む

物理的環境に焦点を当てている。 
 
事例の貢献概要 
「Musholm」は保養住宅、スポーツ施設、そして社会的機能を備えた会議・保養施設

である。この新たな多目的ホールと 24 戸の保養住宅のある Musholm の増築によっ

て、建築がいかにして異なる空間を創り出すことで障害のある人々の生活の質を改善

できるかを示した。施設はそのすべてを障害があり運動が課題である人々が利用しや

すいようにデザインされており、身体的状況のいかんによらず活発な生活を送れるよ

うに動機づけできる多目的な工夫が施されている。 
新たに増築された多目的ホールには、身体的活性化を促進する 110m の長さのス

ロープがある。そこには踊り場とレクリエーションゾーンがあり、世界で初めて車椅子

利用者用のケーブルリフトの付いた特別な壁面を車椅子で登れ、運動ができる平らな

場も提供している。こうして、Musholm は障害の種類によらず、利用者が動き回れる

場所となり、遊びと体験を通して、新たな社会的結束を形成する機会を与えてくれる。 
Musholm は建築やランドスケープのデザインによって我々を人間らしく生活できる

ようにする上での障壁を取り除けることを示している。それは、多様な違いを引き延ば

して平滑にすることではなく、より包摂的にすることによって可能となる。 
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事例 10.d: Re-establishing Fishermen Shacks 
コンデ市、ブラジル 
 
取組課題 
旅行と観光セクターは世界で最も成長の早い経済分野の一つである。「国連 WTO
（世界観光機構）」によれば、2019 年に観光産業は 3 番目に大きな輸出カテゴリーに

数えられる。世界中の観光客数の増加は大きな収入と成長を生み、多くの人々の生

計を豊かにした。しかしながら、観光産業が文化遺産や自然生息地や環境を重視せ

ずに開発され、その地域に住む人々の生計を抑制するなら、地域の資源やコミュニテ

ィに大きなプレッシャーを与える。 
 
事例の貢献概要 
ブラジルの多くの海岸都市では、バーや店舗として使われる仮設小屋の数が増加

し、様々な環境問題を引き起こしている。このような仮設小屋の危険要素を解決

するために、裁判所はいくつかのブラジルの海水浴場に沿って建てられた小屋を

撤去する命令を出した。その中には、北東にあるコンデ湾に面した Praia do Amor
（愛のビーチ）に沿って建てられた小屋も含まれている。 
しかし、ビーチ上の小屋を完全に撤去するとなると、この地域に伝統的な漁民

のコミュニティによって使われてきた漁業や航海やその他の仕事のための材料・

道具を収納する「caicaras」と呼ばれる納屋も含まれることになる。漁民の地域

社会は何世代にも渡って漁業で生計を立ててきたため、納屋を撤去することは彼

らが生きるための施設を奪い取る結果を意味した、 
この法廷の命令による深刻で予期しなかった結果に対処するために、パライバ

市の計画局はその他の局や漁民コミュニティと共に一連の検討会議を開き、適法

な解決策を発見した。その過程で地域の大学やデザインスタジオの教授と学生は、

最初から 9 つの caicaras を再建する 12 日間のワークショップを実施した。この

協働作業は、簡易な技術で安価かつて短期に建てられる方法を生み出し、今では

河川と海の間に建てられている。こうして、法的境界と自然な水の動きを重視す

る方法を何年にもわたって大切にしている。 
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事例 10.e: Share Kanazawa 
石川県金沢市、日本 
 
取組課題 
人口に対する高齢者の割合が急速に高くなる日本の社会状況にあって、非高齢者を

想定した機能の分離を前提として建築をつくることがもはや意味をなさなくなりつつあ

る。また、働き手が減少している状況からしても、社会の活力を維持するためには、世

代・性別・障害を越えてあらゆる人々が共に生きることのできる建築のつくり方を、積

極的に推進することが重要になってきている。 
 
事例の貢献概要 
Share Kanazawa は「Continuing Care Retirement Community (CCRC)」のため

の安価なプロトタイプとして、社会福祉団体によって開発された。この金沢市近

郊にある小規模な村の中で健常者と障害者、高齢者と若者が一つのコミュニティ

を形成している。このコンセプトは若い学生に都心に比べてより魅力的で安価な

住宅も提供する。子供と学生と高齢者を混住させるという考え方は、高齢者用の

退職住宅、あるいは子供のための養育施設などではなく、もっと多様なコミュニ

ティを創出できる。高齢の住人や特殊なニーズを抱えた子供達もまた住宅、道路、

公的空間、およびコミュニティ施設への利用しやすさという必要性を共有してい

る。福祉施設としては児童入所施設、児童発達支援センター、高齢者デイサービ

ス、生活介護・車イス対応バリアフリー住宅が複合し、健常者が暮らす施設とし

てはサービス付き高齢者向け住宅と、学生住宅がある。さらに、高齢者向け住宅

の住民を中心に、仕入れから販売までを運営する店舗があり、社会的・経済的・

文化的・精神的活動に住民自身が積極的に参加可能な仕組みができている。 
CCRC は多くの場合郊外あるいはその外側に位置している。それは、極めて

稠密な日本の都市にあって、土地や建物を手に入れやすく、賃料も低く抑えられ

るからである。そして、人口動態的に見て多様なコミュニティは人口減少のリス

クを抱える地方自治体にとっても魅力的である。すなわち、CCRC の誘致によっ

て、地域の雇用を維持でき、場合によっては特に健康診断の分野における雇用を

増大できる可能性を期待できる。 
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住み続けられるまちづ

くりを 
 
包摂的で、安全かつレジリエントで、

持続可能な都市及び人間居住を実

現する 
 

 
今日、人類の半数、すなわち35億人が都市に暮らしており、この数

字はなお増加しつつある。将来大半の人々の生活が都市的になるが

故に、貧困、気候変動、健康保険、教育などの人類が直面する重大

な問題に対する答えを、都市生活の中に発見せねばならない。1 
 
都市はアイデア、商業、文化、科学、生産性、社会的開発、その他

多くの事象の中枢にある。その最盛期には、人々を社会的、経済的

に前進させることを可能としてきた。2030年までに都市に住む人

口が50億人に達すると見られており、効率の良い都市計画と都市マ

ネジメントの実践によって、都市化がもたらす課題に対処すること

が不可欠である。2 
 
 
――――――――― 
目標 11 に関する詳細は、以下を参照されたい。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/cities /  
 

1 国連報告書 WHY IT MATTERS – SUSTAINABLE CITIES からの抽出 
2 国連持続可能な目標からの抽出。詳細は以下参照。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/citiesh/ 

 
 
 
 
建築環境は、持続可能な都市やコミュニティの発展にとって極めて重要

である。 
 
建築、デザイン、計画は、都市やまちを多岐に亘る方法で排他的でなく、

安全、堅牢、レジリエントで環境的に持続可能なものとすることに寄与で

きる。中でも重要な要因は、安価で手に届く健康な住宅や、徒歩や自転車

や公共交通機関で通勤可能とし環境汚染を減少できる交通インフラなど

である。さらに、こうしたインフラは、都市内の地点間、都市と、郊外、

地方間の移動しやすさを高めることができる。 
 
都市デザインは、全ての人々に排他的でなく、リスクを減じるような都市

の改善に寄与することができる。その例として、計画の初期段階から排除

され権利を奪われた市民を計画に取り込む必要性を考慮し、すべてのレ

ベルの関係者がそのプロセスに参加できるようにしなければならない。

都市デザインはまた、市街地における過剰消費、交通、廃棄物、騒音､大

気汚染等による環境負荷を軽減できるような対策をとらねばならない。

個々の建物も、複合ビルも、まちも、気候変動に対するレジリエンスや堅

牢性を強化できるように開発され、都市化が原因で減少した緑や生物多

様性に対処できる植栽や緑地を取り込まねばならない。 
 
この事例の幅は広く、住宅改修プロジェクト、気候適応計画、共同の再利

用ステーション、ポケットパークや自転車道路の拡張等に見ることがで

きる。 
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事例 11.a: Artists’ Residency and Cultural Center 
シンシアン市、セネガル 
 
取組課題 
文化的あるいは社会的差異を超えたフォーマル、インフォーマルな集会のための公

共空間は、都市や地域社会における共同性やコミュニティづくりを支援できる。そして

その建築は、親密な関係性、仲間意識、共有感を生み出す伝統的な職人技の利用に

よって、この種の共同意識の高まりを視覚的に支援することができる。 
 
事例の貢献概要 
セネガルのシンシアン市に森俊子建築事務所（Toshiko Mori Architect：拠点はニュー

ヨーク）が設計したこの文化センターは、舞台上演センター、客員アーティストのため

のスタジオやワークショップ、そして市場や会合のための集会所などを備え、多彩なコ

ミュニティのプログラムを提供している。この敷地にある既存の施設を補完しながら、

こうした社会・文化交流の場は、約 12 の異なる種族からなるコミュニティにとってその

共有の場所ともいうべき空間となっている。 

 その構造自体が、地域に独特なバナキュラー建築の要素を直接的に参照し取り込

んでいる。具体的には、伝統的な庇屋根から発想を得て、それを反転するプロセスを

通して内部の中庭と、その周辺にパッシブな通風にとって理想的な日陰の下のスタジ

オエリアを創り出す。それに加えて、屋根の形状が雨水を集め水槽に貯留し、コミュニ

ティが基本的に必要とする家庭用および農業用の水を供給できる。また、何重にも重

なった庇と、蓄熱しながら内部に気流を通せる間隔の空いた煉瓦壁によって、快適性

が強化されている。 

 そして、地域独特の材料と建設技術、村人自身によるプロジェクト管理によって、こ

のプロジェクトは自分たちのものであるという意識、建設能力の向上、仲間意識の高

まりを醸成できるようにデザインされた。 
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事例 11.b: New Shougang High-end Industry 
Comprehensive Service Park 
北京市、中国 
 
取組課題 
世界中で製造施設が都市的な場所からその郊外あるいは地方へと移転されつつあり、

取り残された巨大な脱工業化地帯が、住居地域として再開発されている。このプロセ

スにおいて、我々はこうした脱工業化建築の遺産が持つ価値や、既存の建築および

そこに用いられた建設材料に埋め込まれた自然の材料とエネルギーの価値を考慮し

なければならない。そこにはこれらの秘められた価値をいかにしてサステイナブルな

方法で利用できるかという課題がある。 
 
事例の貢献概要 
北京郊外に 1919 年に建設された「Shougang Steel Mill (首鋼製鋼工場)」の主要工

業地域は、中国における最も初期の近代的鉄鋼工場の一つであった。施設はユニー

クで都市的文脈の中で完全な工業建築が非常に良い状態で保全された例である。

2010 年の生産拠点の移転によって、この地域は現在工業地帯から公園のある 15 万

人の職場のためのオフィス市街地へと変貌を遂げつつある。 
 そこではすべての工場建築を撤去するのではなく、北京市計画自然資源局はこの

計画を脱工業化の変換および都市的再構成のパイロットプロジェクトとして認定した。

その修復と変換プロセスのおかげで、この製鋼工場施設は現在いくつかの一流企業

が立地しており、2022 年北京冬季オリンピック組織委員会もその中の一つである。

2.9 ㎢のパイロット地域はその北ゾーンに計画され、5 千人の住人と 2 万 5 千の職場

を収容するとともに、修復、変換された工業建築が集中して織り込まれたいわゆる

「woven city innovation factory（織生都市革新工場）」を含んでいる。 
 また Shougang Park は、エネルギー、廃棄物、交通に伴う温室効果ガスの排出量

ネットゼロをターゲットとする「気候プラス」を目指していることによって、世界で最も野

心的な低炭素プロジェクトを選ぶ「C40’ Climate Positive Development Program（気

候プラス開発プログラム）」に認定された。 
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事例 11.c: Large-scale Urban Planning  
コペンハーゲン市、デンマーク 
 
取組課題 
今日では、世界の人口の 55%が都市域に住んでおり、都市化の進行と人口の増加

により、2050 年までにそれが 68%に達すると見られている。この増加する都市の需

要を満たすために、都市域は拡大し、高密度となり、その開発は近接する郊外の未

開発の土地や自然なリゾート地を貪り漁る。 
 
事例の貢献概要 
都市開発の計画と規則は気候変動、不平等、移動性、エネルギー消費、海面上昇等

に関する課題を解決することに貢献し、社会的包摂性や経済的堅牢性を促進すること

ができる。コペンハーゲン北部のかつて工業化で繁栄していた地域が、現在では変貌

を遂げ混在した土地利用の近隣地区として拡大している。この開発は 2008 年にスタ

ートし、「Copenhagen City & Port Development（コペンハーゲン市港湾開発局）」が、

再生可能エネルギー、サステイナブルな交通手段、社会的混在型近隣、資源の最適

利用、リサイクル等を含む、「eco-friendly（環境親和型）」な原理に則ったオープンで

適応可能な案を求める国際コンペを開催した。その最優秀案は、堅牢ながらフレキシ

ブルな構造を持ち、公共空間、道路景観とプロムナード、ランドスケープ、自転車用イ

ンフラ、地下鉄駅、そして Nordhavn 地区をデンマークで初めて DGNB（ドイツの建築・

都市計画に関する環境性能評価システム）予備評価でプラチナを獲得できる市街地と

するビジョンを掲げていた。それに加えて、この計画案は工業化時代の遺産建築物の

変換、ソフトな交通手段、公共交通、25%安価な住宅群の整備を提案していた。 
 この Nordhavn 開発計画は、サステイナビリティを環境面だけではなく、社会的、経

済的側面からも訴求できる未来の都市化モデルを提示する試みである。その第一段

階は成功裡に完了した。戦略的および法的「街区計画レベル」のサステイナブルなビ

ジョンを実施することは、それを達成する可能性を増大してくれる。しかしながら、都市

開発計画のスケジュールが長期に及ぶため、ガバナンス、経済、そしてステークホル

ダーの優先順位付に変動を受けやすいことが課題である。 
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事例 11.d: V House Dashilar  
北京市、中国 
 
取組課題 
世界中の多くの大都市と同様、北京は大規模な変貌の最中にある。中国の経済が急

激に発展し、その首都の人口が着実に増加するにつれてこの都市の顔は急速なペー

スで変化しつつある。都市開発は建築物、近隣、ましてや全街区さえ古きものを除去

し、新しいものに置き換える。そして都市組織は変化しつつあり、伝統的な胡同（フー

トン）も新たな構造に組み込まれつつある。ある調査によれば、北京の胡同のたった 3
分の１のみが手つかずの状態で残っているだけである。そのために文化的建築遺産

を失うだけでなく、建築のストックの滅失および社会的組織の混乱を招いている。 
 
事例の貢献概要 
建築物の改修がサステイナブルなまちを創る上で、大変大きなポテンシャルを持って

いることが、近年ますます強く認識されつつある。建築物の質を改善することは都市

の質を改善し、それはさらに市民により良い生活の質をもたらすばかりでなく、地域に

職場を創り、住人がそのコミュニティの中でより活動的に生きる機会をも提供する。 
 V House は北京の Dashilar（大柵欄）地区にある胡同の中庭に位置している。この

プロジェクトは 2011 年に着手された同地区の新しい再開発戦略の一部である。既存

住宅の配置は中庭の四方を部屋で囲む、大柵欄地区で典型的なものである。 
この形態はかつて一家族だけのものだったが、計画では数家族が共有するタイプ

もある。この所有権の配分の戦略は、厳密に私的で内向的な住宅の機能を公的で外

向的なものに変化させることがその中核であった。すなわち、その目的は周辺と交流

でき、この地区のより混在化した利用や、開いた受け入れやすいまちづくりを目指す

建築である。改修の重要な到達点はまた、歴史とともに重層してきた空間要素の痕跡

を明らかにすることでもあった。このプロジェクトでは、建築家は 2 つの中庭を囲む壁

に、原型に基づき伝統的な灰色の煉瓦を再利用した。 
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事例 11.e: ‘Social Urbanism’ in Medellín  
メデジン市、コロンビア 
 
取組課題 
我々の都市は急速に成長を続け、スラムや仮設小屋に暮らす人々の数も同様である。

2018 年には世界の都市人口の 23.5%はそうした状況に住むことを余儀なくされてい

ると見られ、多くの住人は基礎的なサービスさえ受けられず、住宅の状況は不十分で

安全でない場合が多い。また、多くの場合住人は彼らの家に住む法的権利がなく、多

くの都市では住むのに不適当あるいは危険な土地に高密で仮設的に建てられている。 
 
事例の貢献概要 
1988 年のタイム誌の記事に、メデジン市が「世界で最も危険な都市」と書いた。この

時期、何年もの間暴力と都市劣化という負のスパイラルに陥った都市に低い点がつ

けられた。したがって、改訂された政策の焦点は、都市再開発によって犯罪の減少と

生活の質を向上させることにあり、それによって地方自治体に公共空間、インフラを整

備し、変革の前線に立つ権限を与えた。 
 2012 年、メデジン市は公的サービスの提供、生活の質の改善に成功し、自治体の

合法性を更新した「Social Urbanism」のリフォームモデル（2004～2012）によって、

「今年の革新都市」として表彰された。この「Social Urbanism」とは、都市プロジェクト

の局長 Alejandro Echeverri によって考えられた言葉で、社会経済的、物理的開発を

統合し、この目標を達成するツールとして都市デザインや建築を用いる戦略を意味す

る。メデジン市の社会的組織を再構成し、市民を活性化するのに成功した方法は、現

場にコミュニティの代表者を置いたことで、自治体とコミュニティの間を仲介する役割

が生まれた。そこでは調停案が策定され、地域の住人およびかつて対立していたグル

ープの意思を新たに精査し、まちづくりの物理的、社会的なフレームワークを見直すよ

うに仕向けた。Social Urbanism にはまた、インフォーマルなコミュニティの安全性を都

市に反映できるあらゆる可能性とリンクさせることも含まれる。すなわち、建物ストック

の全体的なグレードアップと、地域のビルダーがレトロフィット計画を実施するにあたり、

行政と共同できるように訓練することである。それは住宅ストックのグレードアップだけ

ではなく、地域経済の向上も含まれることと同じである。 
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つくる責任、つかう責任 
持続可能な生産と消費のパターンを確保

する 
 
 
 

持続可能な消費と生産とは、資源とエネルギー効率、および持続可

能なインフラ整備を促進し、万人が基本的なサービス、緑、働きが

いのある仕事、より高い生活の質を得られるようにすることである。

それを実践することによって、全体的な開発計画を達成し、将来の

経済的、環境的、社会的コストを削減し、経済的競争力を強化し、

貧困を減らす・・・ことなどに役立つ。 
 
・・・持続可能な消費と生産が「より少ないもので、より多くのこ

とをより良く行う」ことを目指しているが故に、経済的活動からの

ネット福祉利益は、資源消費、全ライフサイクルにおける劣化と汚

染を減じ、その一方で生活の質を高めることによって増大すること

ができる。1 
 
 

 
――――――――― 
目標 12 に関する詳細は、以下を参照されたい。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/sustainable-
consumption-production/  
 

1 国連持続可能な目標からの抽出。詳細は以下参照。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/sustainable-consumption-
production/  

 
 
 
 
 
建設産業は、廃棄物を生み出す主な産業の一つである。 
 
建物が解体される時、殆どの既存の材料や部材の価値は失われる。同じ事

は改修工事の場合にも言え、大量の材料が廃棄物となる。新築建築のプロ

セスでも、石膏ボードの端材から、廃棄された型枠、部材が現場に配送さ

れる際に使われた包装、気候や誤った使い方で傷ついた材料に至るまで、

多様な廃棄物が発生する。 
 
長寿命のデザイン、継続的なメンテナンス、既存建物の注意深い改修は、

建築環境における持続可能な消費の重要なポイントである。長寿命とラ

イフサイクルへの考慮によって、建築産業、個々の部品、建築、構造にお

ける価値の喪失や廃棄物の発生を減ずることができる。理念的には、当初

の利用形態が変わり、時代遅れになったとしても、時間が経つにつれて建

物のデザイン次第で異なる利用形態に変えることができ、構造体に投入

された材料やその他の資源の価値が保持される。さらに、個々の部材や材

料は、リサイクルおよびアップサイクルできるようにデザインされ、適用

されねばならない。 
 
新築ビルのデザインと建設に於いては、使用された材料の資源量と廃棄

物発生量の削減を優先しなければならない。そして結局は、再生不可能な

天然資源の使用を減らし、地域産の材料の利用を重視した新たな部材や

手法が必要となる。 
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事例 12.a: Cork House 
バークシャー州イートン市、UK 
 
取組課題 
建築物とその建設にはエネルギー由来炭素排出量のおよそ 40%を占める。その約 3
分の 1 は建築材料に内在している。我々が 2030 年に向けて設定したターゲットに到

達するには、内在する炭素の問題に答えを出し、建築物を全ライフスパンの視点から

精査しなければならない。そのためには、建築物の全負荷を計算できる総合的な手

法が必要だが、我々が使う材料とその使い方の革新と実験もまた不可欠である。 
 
事例の貢献概要 
「Cork House（コルク・ハウス）」とは、ほぼ全てが無垢で荷重に耐えるコルクからなる

一体型の壁とコベルピラミッド型屋根でできた住宅で、この種のものとしては初めての

事例である。この珍しい構造形態と雰囲気のある空間は、総合的な環境サステイナビ

リティを目指す全ライフスパン・アプローチの結果生まれた。パーツのキットとして考え

られ、解体が可能にデザインされたその部品は、敷地外でプレハブ化され、搬送した

現場でモルタルや接着剤を用いずに手で組み立てられた。 
堅牢かつシンプルで、サステイナブルであることに焦点が置かれたこのプロジェクト

は、近代的な住宅建設の複雑性と慣例に対置する独創的な答えである。典型的な固

定観念として、多様な建築材料、製品、スペシャリストのサブシステムを取り入れた層

状の建築外皮があるが、Cork House はその代わりに単一の生物由来の再生可能な

材料によって堅牢な壁と屋根を作ることを試みた。この植物による建築の非常に革新

的な形態は、完成時における全ライフスパンの炭素排出が 619 ㎏ CO2 e/㎡（英国基

準 BS EN 15978）という極めて低い値のカーボン・ネガティブな建築に帰着した。 
 エクスパンデッド・コルクは、コルクの森の副産物としてできる純粋に植物由来の材

料である。コルクガシの木の皮は 9 年毎に手で木を傷つけることなく収穫される。この

混農林業のやさしい形態は、豊かな生物多様性のあるエコシステムの維持に貢献す

るものとして広く認められている。建築家の言葉で言えば、Cork House は自然資源

のシステムと人間の住まいを調和させたホリスティックな試みのケーススタディである。 
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事例 12.b: Life Reusing Posidona 
バレアリック諸島、スペイン 
 
取組課題 
1960 年代以降、大量生産が最もコスト効率の高い生産手段であると広く考えられる

ようになった。そして、第二次世界大戦後のヨーロッパ都市への人口殺到の問題に対

する答えとして、新たな交通技術およびコンクリートや鉄のモジュールを工業化するこ

とが大きな助けとなり、中心市街地における住宅と健康の危機に対処する上で効果

的だと証明された。労働者階級の家族は新たに郊外に大量建設された安価でより良

い衛生環境が整った快適なコンクリートの住宅に移住した。しかしながら、今日では

建設産業が廃棄物を生み出す最も主要な原因の一つであることがわかっており、誰

にでも入手しやすい住宅の提供を妨げない、異なる方法で建設しなければならない。 
 
事例の貢献概要 
Life Reusing Posidonia はフォルメンテーラ群島ノバレアレス島の気候変動に対応す

るためのプロジェクトで、その主要目的は住まいを改善し、調整機能を備え、快適性を

損なうことなく資源の浪費を削減するためのデータを公開する公的な仕組みを整備す

ることにある。そのコンセプトは、地域で発見した材料や、限定されたコミュニティと建

設現場に適用された地域資源を活用した建設の実践および手法を学び、復元するこ

とである。そしてこのプロジェクトでは、異なるコミュニティの大規模な生産施設で大量

生産されたプレハブの建築材料について研究するのではなく、地域のコミュニティを対

象になされた投資が、いかにしてより良い住宅、仕事の機会、経済成長を創り出せる

かを研究することだ。それと同時に、地域に投資し生産することで、輸送費と CO2 排

出量を削減することができる。このプロジェクトで作られた 14 戸のハウジングユニット

は、地域で採れる海藻のポシドニアで断熱され、その収穫と断熱材として応用する伝

統的な技能を活用している。また、内装の全ての木造部は、古い建築のドアや木部を

再利用してアップサイクルされた材料でできている。そしてこの住宅は、自然換気によ

って冷暖房がなされ、夏季には心地良い海風を室内に通すことができる。 
 Life Reusing Posidonia は関連資料が公開されたプロジェクトで、全てのデータと知

見が無料で次の URL から入手できる。http://reusingposidonia.com/ 

86 



  

87



事例 12.c: Næste 
コペンハーゲン市、デンマーク 
 
取組課題 
2025 年までに世界で 1 年間に発生する固形廃棄物の量は、およそ 22 億トンに達す

ると予想されている。そのうちの半分は建設産業に由来し、その半分以上が木材、シ

ングル、アスファルト、コンクリート、そして石膏ボードなどの建設材料である。建設量

の急速な増加に伴い、この傾向はスローダウンするようには見えず、従って、循環型

経済に基づくリサイクルやアップサイクルを推進する政策、およびビジネスモデルを開

発することが喫緊の課題である。 
 
事例の貢献概要 
Næste とは住宅や庁舎やオフィスビルのための質の高い倉庫システムで、廃棄物分

別用の容器や自転車などを貯蔵できる暖房をしない貯蔵スペースとして、それ自体が

リサイクルされた建築材料で作られている。こうした材料は、さらに 50～100 年の寿命

が見込まれるにも拘わらず、デンマークやその他の多くの先進国で頻繁にダウンサイ

クルされ、埋め立て用に壊されるか暖房用のエネルギーを得るために焼却される。 
 暖房なしの倉庫やシェルターは、蓄電およびその利用、空間、メンテナンスなどのデ

ータといった利用を最適化する統合的なサービスに対する需要が増加しているために、

ますます必要とされつつある。市場にその循環型倉庫のタイポロジーを導入すること

によって、Næste は不動産オーナー、関係者、そしてユーザーにグリーン化へ向けた

簡単な第一歩を踏み出す機会を与えてくれる。従って、ユーザーの「倉庫周辺の生活」

を支援するサービスも提供し、それによってすべてのユーザーが恩恵を受ける共有経

済や、その他の資源効率を高める戦略のための強固なプラットフォームを創造するこ

とができる。Næste のクリエーターにとっての大きな目的は、持続可能な社会への変

革が実現可能で、持続的で、建築的、社会的にアピールできることを各自が見て感じ

取れるようになることである。 
クリエーターによれば、Næste は材料の再利用の需要を創り出し、サービスとして

の新たなプロダクトとともに、建設産業を改革し得る循環ビジネスモデルの進行役を

務めることができる。 
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事例 12.d: Sankofa House 
アベテニム市、ガーナ 
 
取組課題 
世界中の町や村では、往々にして貧弱な質のセメントがますます高額な材料となった

ために低所得世帯にとって家を所有することが殆ど不可能となった。それにも拘わら

ず、家作りの材料として主流となっている。ガーナでは、西アフリカの多くの国々と同じ

ように、多くの人々にとって貧しい農家のイメージを象徴する土づくりの建築に対する

偏見が根強い。古代の地域の建築は、セメントブロックやその他の工業化された材料

による「モダン」な建設方法求めて、20 世紀に捨て去られた。そうした材料は高額であ

るばかりでなく、この地域の熱帯性気候に対して熱的に不適当で、またそれらは外国

から輸入されるため、環境負荷として輸送由来が大きく付加される。 
 
事例の貢献概要 
Sankofa House はガーナのバナキュラー建築の質を再発見することを目指している。

ここでは、現代的なデザインはアシャンティ伝統的建築物群の影響を受けている。こ

れは文化的に共鳴するだけではなく、建築性能的に見てガーナの熱帯性気候にうまく

適応している。Sankofa House の形状は、勾配屋根が連続するアシャンティ州の建築

遺産に影響され、美しいスカイラインを描くとともに、セメントや煉瓦作りの平屋根構造

では不可能な熱気の上昇によって、熱的快適性を生み出している。建物は南北に向

いた単体である。屋根で大きく覆われた室外エリアは中央の中庭を囲んで管理される

だけではなく、伝統的な住宅の配置を描いている。テラスの軽量な構造体は内部を冷

やす通気の良い空間を生み出す。このアイデアは再現可能な建物を創り出すことで、

他の家のオーナーがたやすくコピーでき、住み手のニーズにも適応でき、バイオクリマ

ティックな答えを簡単に保持することができる。また熱的に大容量の壁体は熱帯夜の

冷たさや湿気を蓄え、大きな内部空間と換気性能の豊かな屋根は室温を低く保つこと

ができる。その一方で二つの屋根の結合部に雨水の回収システムもセットされている。

ラテライトあるいは紅土はガーナのどこでも、またその他多くのアフリカ諸国で採取で

き。計画敷地にも存在することから、現場での採掘から直接取得できる。そしてこの粘

土性土壌は、壁体を建設するのに十分な凝集力を有している。 
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事例 12.e: The Perret Hall 
-Cultural Centre of Montataire 
モンタテール市、フランス 
 
取組課題 
建築分野におけるサステイナブルな開発は、我々が自らのエコロジカル・フットプリン

トの緊急な削減を必要とし、その重要な課題は既存の建築物や建築材料を取り扱う

方法を変えることである。何世紀にもわたって建物は信念、体制、美、ニーズを置き換

えることで再利用され、同時に変換もされてきた。しかしながらその実践は工業化に

つれて変化し、建物の価値の低下や取り壊しに取って代わられ、その結果自然資源

を多大に失うこととなった。我々が共有する自然資源の適切な管理手法を手に入れ

るためには、責任ある消費と生産という目標に到達する上で厳しい選択となるリサイ

クルおよび改修によって、建物と建築材料の寿命がプログラムやその使用を超えるこ

とができると我々は認識しなければならない。 
 
事例の貢献概要 
コンクリートはその寿命と堅牢性故に、橋梁や港湾の強化などの持続的な構造体にと

って理想的な建設材料である。コンクリートが建築に使われる場合、この材料は元来

の利用よりもかなり長生きでき、持続可能な観点から変革の重要な要因となる。この

ような変革の成功例がフランス、モンタテール市にある元市場ホールで、市役所によ

って主導されて多目的なプログラムの文化センターを含む建築として改修された。こ

の 2,276 ㎡の文化センターは、現在では音楽学校、ダンス学校、放送室、そしてレコ

ーディング・スタジオを備えている。美的、機能的に変換されたこの文化センターのプ

ログラムは、この建築の高さと開放性の恩恵を受け、様々な活動が展開される室内は

光に溢れている。この建築は、現代建築を対象とした 2019 年の「ミース・ファンデルロ

ーエ賞」に、40 の最終候補作品の一つとして選ばれた。そしてこの Perret Hall ととも

に設計チームは産業的あるいは商業的な建築遺産が新たな公共的な領域に美しく変

換できることを証明した。 
 

90



気候変動に具体的な対

策を 
気候変動とその影響に立ち向かうため、 
緊急対策をとる 
 
 
 

気候変動は現在、世界中のすべての国々に影響を及ぼしている。国

の経済に混乱を招き、生命を脅かし、人々、コミュニティ、そして

国に大きな代償を課し、明日はさらに大きな犠牲を招くことになる

だろう。天候のパターンは変わりつつあり、海面は上昇し、気候由

来の出来事はますます極端になり、温室効果ガスの排出量は今や歴

史上最高レベルに達している。対策無しの場合、世界の平均表面温

度は、今世紀に3℃上昇すると見られている。そのような状況下で

は、最も貧しく、最も脆弱な人々が最大の影響を被ることになる。 
 
国をよりクリーンでレジリエントな経済へ飛躍することのできる、

安価で拡張性のある解決策がある。・・・しかしながら、気候変動対

策は国境を越えたグローバルな課題である。すなわち、これは低炭

素経済に向けて国々を動かす国際的なレベルでの共同が必要な解

決策が不可欠な大きな問題である。1 
 
―――――――― 
目標 13 に関する詳細は、以下を参照されたい。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/climate-change-2/  
 

1 国連持続可能な目標からの抽出。詳細は以下参照。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/climate-change-2/   

 
 
 
 
 
建築環境のCO2フットプリントは削減しなければならず、建築やま

ちは変動しつつある気候に適応できるようにしなければならない。 
 
建築やまちや都市のCO2負荷は、急遽削減しなければならない。建

築における再生可能なエネルギーの生産を統合し、持続可能な交通

システムを拡張し、建材の輸送を削減し、地域の再生可能な材料を

重点的に使用する等によるエネルギー革新を通してそれが可能と

なる。さらに新築のデザインによって、暖房、冷房、照明用のエネ

ルギー消費を最小化しつつ、室内環境の快適性を最適化することが

できる。これには、地域の気候、自然光や自然換気を取り入れたデ

ザイン、そして建築構造体の熱的特性を配慮する必要がある。 
 
同時に、気候変動はすでに進行中であり、既存の建築とまちはより

頻繁に発生する豪雨、洪水、ハリケーン、干ばつ、熱波を含む状況

に適応しなければならない。そのためには、こうした変化にレジリ

エントなデザインの解法が求められる。それには、地域の文化、地

形、天候の条件に対して細心の注意を払う必要がある。そうした適

応に伴う新たなインフラの建設は膨大かつ高価で、今後のまちや都

市に大きな影響を与えることになる。建築、計画、デザインには、

例えば通常リクリエーション地区でありながら豪雨のための調整

池のようにコ・ベネフィットを持つような、気候に適応できる解法

を開発する責任が伴う。 
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事例 13.a: Building with Nature 
-The Sand Mortar 
デルフトランド海岸、オランダ 
 
取組課題 
IPCC による気候変動における「海洋および雪氷圏に関する 2019 年版特別報告

書」によれば、たとえば高潮時や暴風時に発生する極度な海面レベルの変動によ

って災害頻度が今後ますます増加する。海面上昇と暴風は、侵食や洪水によって

海辺や島のコミュニティにおける生活に不可欠なインフラを脅かす。これは多

くの国々や地域社会が既に経験し、堤防や海岸防護策によって防いできた。 
 
事例の貢献概要 
オランダは国土の半分以上が海水面から 1m 以下にあり、洪水が起こり易いため、

長い期間にわたる海岸保全の経験がある。過去 10 年間、公共自治体、私企業、

そして研究機関からなる共同作業の努力によって、風力、潮力、波力を活用した

オランダの海岸を防護する方法を試みてきた。そして「Building with Nature」の

水力工学へのアプローチによって、自然の力が環境、経済、社会に利益をもたら

すように利用されている。 
 絶え間なく海岸線に沿って砂をまき、それによって海岸のエコシステムを傷め

るのではなく、この Sand Mortar Delftland Coast プロジェクトは一ヵ所に平均

海水レベルを 5m 超える高さに達する 21.5 百万㎥の砂を貯めることを含めた大

規模な造成を実施するものである。風と潮流の力を使って、砂は徐々に海浜の表

面や砂浜や砂丘に沿って均等化される。砂が広がる自然のプロセスを利用するこ

とによって、このプロジェクトは地域のエコシステムの混乱を制限し、その一方

で自然とレジャーのための新たなエリアをもたらすことを目的としている。また、

多方面にわたる研究プログラムによって念入りに追跡調査され、この砂浜の集中

的な大規模造成の戦略が実際に気候に強く、環境に優しい海浜の劣化に対する方

策か否かを評価する活動が実施されている。それに加え、超過した砂は一時的に

自然とレジャーのための新たなエリアも生み出す。この方法は、5 年毎に砂を充

填する標準的な方法に比べ、野生生物や自然のエコシステムを遥かに良く保全す

ることができる。そして、海浜の劣化の頻度を低化させることによって、新たな

エコシステムの開発が加速される。この Sand Mortar Project は「Rijikswaterstaat 
and Provincie Zuid Holland」が着手した。これは「Building with Nature」の革新

的なプログラムの一部でもあり、学際的なネットワークの EcoShape 財団によ

って運営されている。この財団では建設業者、エンジニアリング会社、研究組織、

自治体、NGO が共同し、「Building with Nature」の理念に関する知見を開発し社

会に広めている。これは水理工学の新たな哲学であり、自然の材料と自然システ

ムの力と反応を活用して建設する出発点となるものである。 
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事例 13.b: 明湖 Wetland Park 
夷州省、六盤水市、中国 
 
取組課題 
過去 10 年間に大規模な水害や豪雨が中国の諸都市を襲い、それがいわゆる「ス

ポンジ・シティ」と呼ばれる計画の運動を始める呼び水となった。これは、昔か

らの中国における水害の管理手法を再導入し、都市部における舗装された不浸

透性の表面を緑化し、湿式のレジリエントな市街地に変えた。今や 30 都市が「ス

ポンジ・シティ」に指定され、政府は 2030 年までにその 8 割が「スポンジ能力」

を持つように求めている。すなわち、それは降水の表面流水量の少なくとも 7 割

を捕捉し、再利用し、あるいは浸透できること、そしてこの方法で気候変動が原

因となる将来の水害を防ぐことを意味している。 
 
事例の貢献概要 
スポンジ・シティ運動の下で多くの市街地に気候適合型のランドスケープができ

た。その内の一つが 1960 年代に工業都市として谷間に作られた六盤水市にあり、

そこは石灰岩の丘に囲まれた石炭、鉄、セメント産業の母都市であった。その後

数十年が経つ間に、これらの産業は丘の上の農地から流出する化学肥料によって

水城市地域の河川に深刻な水汚染を引き起こした。水害リスクを減じ、表流水を

浄化し、河川の生態的バランスを改善するために、市役所は一連の保水池やキャ

パシティの異なる浄化湿地による水のインフラ・マスタープランを策定した。 
 Minghu Wetland Park はこのシステムの一部であり、空気を通すカスケードの

ような段状補水池で構成されている。これは富栄養化した水の生態的改善を強化

する酸素を供給してくれる。様々な水や土壌の状態に適合した土着の植生は、富

栄養を微生物や植物の種が急速に成長するための資源として利用するため、水の

流速を低下し水から栄養価を除くスピードを高めてくれる。また、自然な河岸も

改善され、歩道、自転車用レーン、休憩用プラットフォーム、展望タワーなどが

公衆のアクセスを取り戻した。この公園は雨水を制御し、汚染水を浄化し、生物

多様性のための土着生物を改善し、急速な成長を続ける中国の都市に住人と観光

客を惹きつけている。 
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事例 13.c: Sankt Kjelds Plads & Bryggervangen 
コペンハーゲン市、デンマーク 
 
取組課題 
世界的に気候変動が旱魃や豪雨のような極端で厳しい天候の出来事を招いてい

る。不十分な下水システム、植生や浸透性路面部分の不足が、洪水や人的、経済

的災害の原因となる。そして旱魃や高温は熱を吸収し保持する構造物の熱的質

量や高い建物密度が通風と空気の交換を妨げる。自然に基づいた気候に適応す

る解法には、豪雨時の負荷を減じる可能性があり、その一方で熱を下げるなど、

都市環境にその他多くの付加価値を生み出す。 
 
事例の貢献概要 
「Sankt Kjelds Plads & Bryggervangen」は、統合的な気候適応と都市空間プロ

ジェクトで、コペンハーゲンで指定された「気候にレジリエントな近隣」の重要

な一部である。このプロジェクトは、気候変動に住居系の近隣を適応させ、いか

にして豪雨に対する防御が生物多様性のあるリクレーション都市空間と結合し

得るのかを示している。 
 このプロジェクトはシールドされた表面のロータリーとインフラを自然に基

づいたデザインによって豪雨による表流水を処理し、青から緑への気候に適応し

た生息地に変換する。586 本の新規の樹木が降水管理の中心にあり、それらは最

大の豪雨時にも処理できる緑の雨庭ネットワークを形成するために植えられた。

豪雨が襲うと大量の雨水は樹木と雨庭に向かって流れ、そこで植栽を涵養し、蒸

発し、ゆっくりと浸透するか分流下水システムや豪雨用パイプラインに向かって

再び流下する。このプロジェクトは豪雨に対処するだけではなく、地域の住人に

新たな出会いの場や社会的活動のための広範囲な質の高い緑を提供する。歩道や

散歩道は「まちの森」を貫き、そこで 48 種の地場の植栽に出会うことができる。

この計画の広場や都市空間には憩いのためのベンチが置かれ、倒木はキノコや昆

虫や小生物の生息地となる。またこのプロジェクトは豪雨対策が都市において新

たな自然や、生物多様性を改善するのにもにも役立ち、地域の住人の生活の質を

向上させ、蒸発作用によって都市部のヒートアイランド効果を緩和できる。 
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事例 13.d: 1 Million Trees 
メルボルン市、オーストラリア 
 
取組課題 
都市のヒートアイランド化は世界中で起こっている現象である。この現象は建

築環境が太陽の放射熱を吸収し捕捉することに起因し、その結果として周辺の

自然なランドスケープに比べて気温が数度ほど上昇する。すでに平均気温の高

い都市環境の中で、この現象はエコシステムおよび人々の健康と福祉に非常に

大きな負荷を及ぼし得る。そしてこれはエネルギー消費や CO2 排出にもまた大

きな影響を与える。 
 
事例の貢献概要 
メルボルンでは夏季に気温が 40℃を超えることが多く、その他のオーストラリ

ア諸都市同様、都市域では近年気温の上昇を体験している。そこは国内で最も成

長が著しい都市域の一つでもあり。その西側に多くの人が住み着いている。その

西部の郊外に地域では「The West」として知られる西メルボルンの気温を下げる

ための野心的な計画を立てるパートナーシップが設立された。2009 年に発生し

た山火事で 374 人が山火事を招いた熱波で亡くなり、その多くの死者が北部と

西部の郊外に集中していた。2013 年には「Greening the West」という政策が立

ち上げられ、2040 年までに熱波の負荷を減じる目的で The West の至る所に樹

冠を増やしその陰で覆うという戦略的な目的を掲げた。この戦略の主な目的は、

地域コミュニティのために都市の緑化によってポジティブな健康と社会的成果

をもたらすとともに、植生を増やし、住人のための緑化空間を改善して利用しや

すくする計画と活動を積極的に支援することである。この政策の下に実施された

「1 Million Trees 計画」は、2016～2018 年の間にメルボルンの西郊外に百万本

の木を植えるために 5 百万豪ドルが連邦政府から助成された。これは地域コミュ

ニティが既存の公共空間を緑化する努力に従事するプロジェクトであり、その結

果何百という地区が緑化された。 
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事例 13.e: Arcadia Education Project 
南カナルコア市、バングラデシュ 
 
取組課題 
気候変動、気温上昇、その結果としての海面上昇は、バングラデシュのような低

地に位置する国々にとって、直接的な脅威をもたらす。継続的に１m 海水面が

上昇するだけで、国土の 20%が消し去られ、過去 20 年間に洪水が頻繁に起こっ

た。バングラデシュは Brahmaputra 川と Ganges 川の２本の大河川に挟まれて

おり、都市や村は肥沃な土地とインフラに恵まれた河岸に沿って開発された。今

日では、洪水の頻度が増大した河岸は、ほとんど誰も住むことができない。 
 
事例の貢献概要 
Razio Alan 女史は彼女の財団である Maleka Welfare Trust によって恵まれない

子供達のための学校の創立に着手した。しかしながら、手に入る予算では乾燥し

た建設敷地を見つけることが不可能であることが分かったため、彼女は１年のう

ち三分の一の期間最大 3m に及びモンスーンで水浸しになっていた河岸に建て

ることを決心した。教育施設を不衛生な河川の汚染水から守るために建築の基礎

を十分に高くし、かつダメージから守るために十分な強度で建設することは、限

られた予算で不可能と思われた。そこでその代わりに地域の建築家である Saif Ul 
Haque Sthapati は、学校が水位に従い、乾季には土地の上に位置し雨季には土地

にアンカーされ水上に浮くという代替案を思いついた。 
 この水陸両用の構造にはクッションのためにタイヤを、アンカーと主な建築材

料に竹を、そして浮き用として鉄のドラムが用いられた。竹は軽く近傍の村で安

く買うことができ、輸送コストを最小化できるとともに、地域コミュニティを支

援することもできる。建設後竹はメンテナンスのために伝統的防水方法であるナ

ンバンカラスウリを煮込んだ液体で処理している。ほとんどのジョイントは錆び

ないように鉄ではなくロープで緊結し、ほぼ全ての工事は手動の簡易な工具で行

われた。デザインは既存のエコシステムに対抗するのではなく、気候や周辺に適

応する軽くフレキシブルな構造が目指されている。最終的な学校建築は洪水にレ

ジリエントで、ローコストで、地域資源を用いた維持管理が手で簡単にできる。 
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海の豊かさを守ろう 
海洋と海洋資源を持続可能な開発に向け

て保全し、持続可能な形で利用する 
 
 
 
 

世界の海洋はその水温、化学的構成、水流、生物を通して、地球上

で人類が生きることを可能とするグローバル・システムを営んでい

る。雨水、飲料水、天気、気候、海岸、多くの食糧、そして我々が

呼吸する空気中の酸素でさえ、根源的にそのすべてが海によって供

給され、制御されている。また、長い歴史を通じて海洋と海は貿易

と交通にとって不可欠な媒介的存在であった。 
 

このグローバルで、我々とって不可欠な自然資源を注意深く管理

することは持続可能な未来の鍵となる。しかし、現在はその管理

がエコシステムや生物多様性の機能と対立する結果、海洋の汚染

と酸性化を招き、沿岸の海水が継続的に劣化する事態引き起こし

ている。このことは、小規模な漁業にも悪影響を及ぼしている。1 
 
――――――― 
目標 14 に関する詳細は、以下を参照されたい。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/oceans/  
 

1 国連持続可能な目標からの抽出。詳細は以下参照。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/oceans/ 

 

 
 
 
殆どの建築環境は陸上にあるが、その利用は海洋に影響を及ぼす。 
 
建設産業は、建材の海上輸送で海洋に影響を与え、一方現存するまちや都

市は、汚水やその他の廃棄物を海洋に廃棄することで負荷を与えている。

海水中の生命を保全するには、建材や建築部材を地域の産業や生産施設

を発展させることによって、長距離の海上輸送を減らさなければならな

い。さらに、海洋に辿り着く非分解性の廃棄物を削減するために、建材や

部材のプラスチック製包装を削減・廃止しなければならない。 
 
ランドスケープ・デザインや都市計画によって、殺虫剤や窒素や人糞のよ

うな汚染物質は敷地内で処理し、地下水や海水に届かないようにしなけ

ればならない。また建築、計画、デザインを工夫してコストを削減し、水

処理のインフラにコ・ベネフィットを付与することができる。さらに、ラ

ンドスケープ・デザインによって、海に近接し汚染された陸地を再生する

プロセスを実現することができる。 
 
建物やまちが海岸あるいは繊細な海岸エコシステムに隣接している場合

は、特に注意を払わねばならない。その一方で、建築的に意味があり、デ

リケートな海岸エコシステムの中にある研究学習施設は、新たな知識を

生み出すとともに、人々の意識を高めることができる。 
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事例 14.a: Löyly Sauna 
ヘルシンキ市、フィンランド 
 
取組課題 
海は生き生きとした限度のある自然資源であるとともに、常に食糧や輸送の基

盤を提供することによって都市を支えてきた。しかしながら、海洋はまた有害物

質の排出や、下水の排水や、ゴミが野放図に流入する場でもあり、それによって

水面下の環境が著しく汚染され、海洋生物は危機に瀕している。 
 
事例の貢献概要  
ヘルシンキ群島はいくつかの浅い湾で成り立っており、海水が入れ替わりにくい

特徴がある。多くの海岸に立地する都市のように、ヘルシンキ湾の海水は、当局

が水質を改善する対策を実施し始めるまで酷く汚染されていた。ヘルシンキ市は

1979 年にリンの除去を開始し、現在ではゴミの流入の管理や排水処理出水口の

操作を実施していて、湾内の水質は人が泳げるまでに改善されている。 
 公共サウナとレストランからなる「Löyly Sauna」はヘルネサアリ州ヘルシン

キ中心市街地の近傍に位置し、フィンランドにおける公衆サウナと冬場の水泳と

いう長く広く伝わる伝統の保全を支援している。スリムな建物はサウナとレスト

ランから成り立ち、海岸にかつてあった工業地域に立地している。建築は木製の

ラメラス（薄板）で覆われ、海と屋根の両方にアクセスできる。室内は自由な形

状の木製薄板による「クローク」で覆われていて、時間が経つにつれてグレーに

変色し、海岸の岩のようなブレンドされた色調を生む。この薄板は利用者に視覚

的なプライバシーを確保し、サウナと入浴スペースの間に屋根のある移行ゾーン

を提供する。そして、それらが建物を厳しい気候から守るのを助けている。 
この事例はその利用に際し汚染物質の流入の管理や排水処理出水口の操作に

よって、人間と海面下の生物の両者に恩恵をもたらす建築空間の一例である。そ

して同時に、海と野生生物に関する理解と認識を深めてくれる。 
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事例 14.b: Living Seawall 
シドニー市、オ―ストラリア 
 
取組課題 
都市や工業地域にある陸と海の間の環境移行ゾーンは、往々にして海洋生物に

は不向きな表面が平滑で切り立った波止場で分けられている。この護岸堤はひ

び割れしないように完全に平滑に作ることができるが、それによって有機物が

コロニーを作る能力を失わせてしまう。海洋中の一般的な酸化作用や、汚染や、

自然な生息地の破壊を招くこうした都市の護岸堤だが、そこには新たな海岸の

海洋生息地を支援し強化することができる境界ゾーンを創り出せる。そこに汚

染物質を吸収し浄化できるフィルターとなる豊かで多様な微生物があれば、そ

のような移行ゾーンの海洋生息地が生物多様性を強化するだけではなく、クリ

ーンな海を実現する方策の一部となることを意味する。 
 
事例の貢献概要  
「The Living Seawall（生きた護岸提）計画」は、長年にわたる海洋グリーン・エ

ンジニアリング研究の結果であり、既存護岸提生息地を強化するユニットを改修

することによって、人工構造物のエコロジカルな性能の改善を目的としている。

このプロジェクトはシドニー海洋科学研究所と Reef Design Lab デザインスタ

ジオの共同で実現し、行政と慈善団体、企業スポンサーがそれを可能とした。 
 この計画は、3D プリンターによる幾何学的図形が、如何にして護岸提の上で

生きる海洋種の生息地を創り出せるか研究している。その生息地は既存の護岸提

を改修できるタイルによって創られる。それらはシドニーの岩場の護岸の自然な

生息地を擬態して地域の波動に耐え、少なくとも 20 年間護岸提上に存続できる

ようにデザインされている。一つ一つのタイルは直径 55 ㎝でユニークな 6 角形

の形状をしており、その場所の状況あるいは美的な必要性に適応するようなモザ

イク状に張り付けられる多様なデザインが可能である。この目的はパイロットプ

ロジェクトの総合的なモニタリングによって、元来の種をコロニー化できるデザ

インを発見することであり、そうしたデザインをより大規模な海洋インフラと一

体化できる手法を開発し、海洋中の生物多様性を強化することである。そのパイ

ロットプロジェクトの一つがシドニー市北部の護岸提に設置されたが、オースト

ラリアで最大の改修された「生きた護岸提」である。ここでは湾岸沿いに 108 個

の新たな生息地タイルが付加され、Reef Design Lab による 5 つのデザインが展

開されている。Volvo 社も少し変形させマングローブの木の根に似せて作った自

社の「マングローブタイル」50 個を設置した。このチームは、将来的に海洋生物

の生息地を強化し、よりコスト効率の高い構造体の開発を目指している。その例

として護岸提の建設や改修の間に生産、設置できるような護岸提ブロックなどが

ある。チームはまた、杭や防波堤のようなその他の人工海洋構造物にも、このプ

ロジェクトを拡張的に適用することを計画している。 
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事例 14.c: R.U.M 
デンマーク 
 
取組課題 
生産される全プラスチックの 20%が断熱材、配管、窓枠、内装等として建設産業に用

いられているが、包装材やパッキングとしても利用され、それらがこの分野からの膨

大な量の廃棄物を生み出す結果を招いている。UNEP（国連環境計画）によれば、毎

年約 800 万トン、すなわち毎分満載した廃棄物収集トラック一台分のプラスチックが

海洋に投棄されている。海洋ゴミやプラスチックの破片を減らすには、我々は全ての

建設プロセスでそれらのリサイクルや廃棄物の減少に取り組まねばならない。 
 
事例の貢献概要 
R.U.M とは「ReUse Materials（再利用材料）」を意味し、漁網、底引き網、ロー

プなどの海洋産業に由来するプラスチック廃棄物をリサイクルして作られた持

続可能なプラスチック製シェルの座椅子のことである。このスタッキングチェア

のデザインは鉄製フレームにマウントされた粒状のリサイクル材によって作ら

れた座面、背もたれ、パイプ足を形成するという循環型の理念に基づいている。

このデザインは修復、再利用、リサイクルすることが可能である。 
 R.U.M.に使われるプラスチックの原材料は、多くの港や漁網生産者や世界中の

プラスチック収集業者から集めた使用後使われなくなった廃棄物を入力する流

れから得ている。OceanIX と呼ばれる海洋プラスチック原材料の生産者である

PLASTIX 社は、科学的な手法と先進的なデータ分析手法を駆使し、彼らの入力

の流れの知見を継続的に深めている。さらに、教育研究所やその他のパートナー

と共同しつつ革新的なアプローチを開発し、そのベストプラクティスによって高

い質の確保を目指している。PLASTIX はまず異なるタイプのプラスチックと色

彩に入力の流れを種別化、断片化する。次いでその素材を合成し成型して新たな

「グリーン・プラスチック」をペレット化する前に、切り刻み、洗浄し、細分化

し、乾燥させる。そしてアウトプットのすべての製品を分析し、高い質の製品を

保障するために不可欠なプロセスとして、データベースの独特なデータシートに

よってその特性を使用目的にマッチさせるのである。 
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事例 14.d: Marine Education Centre 
マルメ市、スウェーデン 
 
取組課題 
気候変動は、海洋に影響を及ぼし、海の生命は生息地を失い、温度のストレス、

厳しい気候に晒されるなど、大きなリスクを負う。我々が海洋や海の生物をテー

マとして気候変動を語る時、多くの場合海面上昇や洪水のリスク、そして暴風雨

のことだけに焦点を当てがちである。しかし、海洋は地球上の面積の 70%以上

を占め、地球のエコシステム、すなわち酸素を作り、二酸化炭素を吸収し、食糧

を供給するといった機能は必要不可欠である。気候の危機の問題を解決するた

めには、我々は海の生命に深く関わる負荷や海が我々の命に及ぼす影響につい

ても深く理解しなければならない。 
 
事例の貢献概要 
スウェーデン西岸にあるマルメ市に「Marine Education Centre（海洋教育センタ

ー）」が海洋、海の生物学および気候に関する教育のためにデザインされた。こ

のセンターは年間を通して学校に通う子供達や公的・私的グループに公開されて

おり、直接的な体験を通して海洋に関する知識を交わし合う。そして極めて大規

模な国際的ネットワークに基づいており、研究、交流、技術について共同し、私

的かつマルメ市のような公的パートナーから助成金や支援を受けている。その目

的は、教育によって海洋の持続可能な開発に役立ち、美的・接触的体験を通して

触発し注意を喚起することである。 
 センター自体はランドスケープと建築が融合したもので、陸と海の際に位置さ

れている。そして室内と室外の空間が大きな屋根の下に融合し、訪問者が通常は

アクセスできない水面下の生物にたやすく触れられることに焦点を当て、多くの

教育的活動に参加できるように仕向けている。これらの活動は直接的な体験に基

づき、ゲストが訪問時に触れ、試みることができる。さらにフレキシブルな学び

の空間は、訪問者が海の生物を中心とした体験と科学的知識に取り組むことを勧

奨する。建築的にはホリスティックな学習的ランドスケープの理念に基づいてお

り、そこには水の処理と循環、太陽エネルギーの生産と消費、そして換気といっ

た技術的な施設もまた、資源とサステイナビリティに関するトータルな学びの体

験に寄与できる。海洋教育センターのビジョンは、市民・ビジネス・政策決定者

の知識、認識、責任の促進によって、生存可能な海の状態を再生することである。 
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陸の豊かさを守ろう 
陸上生態系の保護、回復および持続可能な

利用の推進、森林の持続可能な管理、砂漠

化への対処、土地劣化の阻止および逆転、

ならびに生物多様性損失の阻止を図る 
 
 

 
この目標は、森林を持続可能に管理し、砂漠化に対処し、土地の劣

化を防いで逆転し、生物多様性の損失を阻止することである。 
 
森林は地球の全表面積の30.7％を占め、食品の安全性と避難できる

場をもたらすのに加えて、気候変動と闘い、生物多様性と土着の住

人の住処を保全する上での鍵となるものである。森林を保護するこ

とによって、我々はまた天然資源の管理を強化し、陸地の生産性を

増大することができる。 
 
現在、毎年森林の 1,300 ㏊が失われ続けており、継続的な乾燥地の

拡大によって 36 億㏊に上る砂漠化を招いた。現在陸地の 15％が保

護されているものの、生物多様性はいまだに危機に瀕している。１ 
 
 
―――――――― 
目標 15 に関する詳細は、以下を参照されたい。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/biodiversity/  
 

1 国連持続可能な目標からの抽出。詳細は以下参照。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/biodiversty/ 

 
 
 
 
 
 
陸地を占拠する建築、まち、都市の量的拡大が急速に進んでいる。 
 
エコシステムと生物多様性は、拡大しつつある都市やまち、農業、鉱業、

気候変動等が原因で、強度のプレッシャーの下にある。その防御、修復、

支援のために、建築とまちは植物や昆虫や動物のための生息場所をその

中に儲けなければならない。すなわち、緑地の開発は最小限に止め、すべ

ての新しいまちづくりは、地域のエコシステムや動植物のための持続可

能な状況を確かなものとしなければならない。植栽の生命を守る自然の

ネットワークを既存のまちや市街地に展開し、それによって昆虫や動物

が建築環境と共生できるようにする。その事例には、ポケットパークや昆

虫ホテルから、大都市に於いて自然のネットワークを構築できるような

大規模な計画のプロジェクトに至る、あらゆる規模のものがある。 
 
さらに、建設産業は持続可能な森林の整備を促進し、そうした持続可能な

資源からのみ木材を利用すべきである。一般的に再生可能で持続可能な

方法で生産され、生物多様性や動植物のための自然な生息場所に矛盾し

ない材料を使うことによって、森林の過度な伐採を妨げることができる。

地域の動植物が、芝や室内緑化を含む建築やまちのランドスケープ・デザ

インの基本を形成し、植栽が地域のエコシステムと連鎖して、支援できる

ようにしなければならない。そして、建築を傷つきやすいエコシステムあ

るいは野生生物公園の中に注意深く配置することで、その保全機能に加

えて、持続可能なツーリズムが人々の認識を高めることができる。 
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事例 15.a: Qian’an Sanlihe River 
Ecological Corridor 
遷安県、中国 
 
取組課題 
人間の活動によって引き起こされるエコシステムの崩壊や種の絶滅は驚くべき

速さで進行しつつあり、我々が行動しなければ人間自身の絶滅の危機に直面す

ることになる。工業化と都市化は陸上と淡水の両方の生息地に負荷をかけるが、

ランドスケープ・デザインの効果は落ち込んだエコシステムを回復し、生息地を

守り、憩いの価値を伴う持続可能な都市開発を創出するのに貢献できる。 
 
事例の貢献概要 
遷水県は明朝の永楽帝時代（1403 年～1424 年）に始まった製紙産業で知られて

おり、中国北部で最初の機械化された製紙工場がここに創設された。このまちは

塩山の麓、ラン河の河岸に位置し、何世紀にもわたって豊かな野生生物、農民、

地域の製紙産業を育成したクリーンな淡水を供給してきた。しかしながら、この

河川は 1970 年代以降下水や廃棄物で酷く汚染され、地域の淡水の枯渇によって

2006 年に地方自治体が行動を起こさざるを得なくなった。 
 「遷水 Sanlihe River Ecologicak Corridor」は、ミクロおよびマクロなスケール

で開発された戦略的再生プロジェクトで、敷地の浄化、ランドスケープ・デザイ

ン、新たな下水、固形廃棄物処理等、総合的な対策で成り立っている。その緑道

はまち中で延長 16 ㎞に及び、100m から 300m の多様な幅があり、計 800ha を

カバーしている。このデザインには既存のコンクリート製水路の撤去、新たな幾

重もの湿地帯の創造、洪水を調整し都市の降雨表流水を集める浸透池システムな

どが含まれる。河川の水のレベルが最低に下落した時でも水のプールはエメラル

ド色の空洞に留まり、それが「緑の河川」を創り、都市の降雨表流水のためのエ

コロジカルな浄化バッファーとなる。これらの様々に水位が上下する自然な水路

は野生生物の多様な生息地となる。公園地域である「赤い折り紙」はインスタレ

ーション芸術、屋外ファーニチャー、遊歩道、自転車専用レーン等を結合して再 

 
活性化された緑道の一部である。これは野生生物を保護する一方で、レクリエー

ションのための緑地を提供し、急速に都市化が進む地域の水路を再び結ぶ役割を

果たす。地域の伝統的なフォークアートである「折り紙」と産業史に触発された、

ファイバーグラス製の折り紙の形状は、ベンチ、シェルター、防風の機能を持っ

た連続的な芸術的インスタレーションとして訪問者を誘う。従来の乾燥した水路

は森の中の花のリボンに変換され、多くの種類の野生の野菊が緑を鮮やかに彩る。 
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事例 15.b: Hong Kong Wetland Park 
Mai Po、香港 
 
取組課題 
建築環境と自然環境の間の変移ゾーンにおいては、建設プロセスの影響が地上

のエコシステムに及び、多くの場合生物多様性にダメージを与え、生息地の破滅

の原因となる。しかしながら、このような変移ゾーンは自然な野生生物に関する

認知、賛同、知識をもたらし、その一方で余暇と静寂を提供する大きな可能性を

持っている。ランドスケープ建築は、都市からの汚染表流水の処理のような都市

住居によるダメージを及ぼす影響を減らすことができる。 
 
事例の貢献概要 
香港の建設密度は約 6,500 人/㎢の人口密度とともに、香港の地域のおよそ 87%
を占める豊かな緑地と大きなコントラストを見せている。実際、陸地の総面積の

４0%が国立公園と法的な保護に従う特別地区で構成されている。人口密度が増

加するにつれて、変移ゾーンは余暇地域への一般の人々のアクセスを提供する一

方、湿地帯の公的支援と活動を結集するために、野生生物が持つ秘められた価値

の知識と理解を強化するために不可欠である。 
2006 年に開園した 「Hong Kong Wetland Park（香港湿地公園）」は、61ha を

カバーし、香港における湿地エコシステムの多様性を描いている。この公園は保

全、ツーリズム、教育、余暇の機能のバランスを取る幅広い施設によってその一

般的な気づきをもたらしている。エコロジカルな観察を通して、研究者やそのス

タッフは継続的に園内に棲む野生生物の多様性、分布、態様に関する情報を収集

し、その成果を学校のプログラムによって公衆に広めている。人口密度の高い Tin 
Shui Wai New Town 開発地域と保全湿地地域である Hong Kong Wetland Park の

間の変移ゾーンには、1ha に及ぶアシの群生地域によるフィルターシステムも含

まれ、それが Tin Shui Wai からの降水による表流水を、それが公園の淡水湿地

システムに流入する前に浄化処理してくれる。 
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事例 15.c: Trollstigen National Tourist Route Project 
ムーレ・オ・ロムスダール県ラウマ市、ノルウェー 
 
取組課題 
自然が手付かずの地域は、大切な生物多様性にとってなくてはならない自然資

源であるとともに、我々が暮らす惑星の持続可能な開発にとっても重要な存在

である。しかし、人間の脆弱な自然のエリアとのやりとりは、エコシステムに対

してネガティブな影響を及ぼし得る。このジレンマは明らかで、我々が知り関連

付けられていると感じているものを大切に守ることができ、それ故に自然への

アクセスが、保全の促進と同時に人間の介入から守る方法の一つとなりうる。 
 
事例の貢献概要 
人々はノルウェーに山岳、滝、野生生物などの心を強く動かす自然を体験しに訪

れる。しかしながら、旅行者はその広大な領域を経験するために長時間にわたっ

て車や飛行機や船で移動しなければならない。1990 年代にノルウェー公共道路

局、10 の郡自治体、およそ 60 の地方自治体、そしていくつかの地域企業が共同

し、観光客がノルウェーを体験する方法を再考することになった。「ノルウェー

景勝ルート」は国中を巡る 18 のルートからなり、国内の主要な景勝地を結んで

いる。そのルートはドライバーがピクニックのために留まり、自然の体験による

驚きを表現しその能力を引き出すために選ばれた地点を訪れ、経験する。 
 ビジターセンターと高原のある Trollstigen（トロールの道）は曲がりくねった

道の頂に位置し、ノルウェーのランドスケープで最もドラマチックな景色と、3
つの山（Kongen, Dronninga, Bispen）を愛でることができる。ビジターセンター

は現場打ちのコンクリートと、時間が経つに従って酸化し自ら趣を獲得するコー

ルテン鋼で出来ている。これらの材料は敷地の冬季に豪雪となりやすい厳しい気

候に耐え、訪れる観光客に求められる高い安全性を確保するために選ばれた。そ

して設置されたインスタレーションは自然の体験をドラマチックな景色を邪魔

することなく、その効果を強化するようにデザインされた。 
 トロールの道の建築は同時に 2 つの課題に取り組んでいる。すなわち、かつて

一般人は立ち寄れなかったユニークな体験への道を開き、また訪問者に自然に対

する過剰な冒険を禁じ、彼ら自身の安全性の確保と自然のリスクを減じた。 
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事例 15.d: Renaturation of the River Aire 
ジュネーブ市、スイス 
 
取組課題 
農業の産業化の一部として、河川の排水路化がヨーロッパ中で実施された。その

農地から効果的に排水するために、河川は直線的に変えられ、水流の速度を緩や

かにする植栽や石が取り除かれた。その他の考えが及ばなかったことの中には、

排水路化によって河川の生物多様性を大きく減衰させる結果を急速に招いたこ

とも含まれる。そこで、1980 年以来、河川を元来の形状や状態に戻す目的でそ

の再活性化のプロセスが取り組まれた。人口密度が高く開発が高度に進んだ地

域では、「文化」と対置する「再自然化」や「自然」の概念が、文化と自然が深

く密接に絡み合っているが故に、逆説的な言質を誘引する。 
 
事例の貢献概要 
エール河はジュネーブの元は農業専用だった地域を流れ、2001 年にジュネーブ

郡は水路化された河川を元の形状に戻すための制限付き設計競技を開催した。こ

の河川を純粋に元の状態に戻すという考え方に対し、優勝した提案の設計チーム

は新たなダイナミックで波打つような河川の創造を既存の用水路と組み合わせ、

訪問者に「従前・従後」の状況を理解させ、文化的変容としてエコロジカルな改

善を顕在化させた。デザインとしては、直線的な用水路の専有面積は維持され、

新たな河川に沿った一連の花壇に変貌を遂げさせた。そして、その直線的な形状

はデザインの「野生」と組織化された様相を共に包み込んでいる。それによって、

多様な場の組織化された連続性から成る耕された田園の特徴が響き合う。延長 5
㎞の中で、新たな河川は自然のダイナミックな力と用意された土地の間の相互作

用によって形づけられている。この自ら自然にデザインする新たな河川をデザイ

ンすることのパラドックスを認識しながら、この学際的チームはデザインを 2 段

階に分けて実施した。第一段階では、腐葉土の層を除去しながら新たな河川の正

確な位置の管理を維持することによって、菱形のパターンを掘り出した。そして

次の段階で土地は流水と侵食の自然な力に任せて河川の形状を仕上げた。この河

川は現在ではかなり変形した幾何学的な基盤を越えて流れている。 
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事例 15.e: Văcăreşti National Park 
ブカレスト市、ルーマニア 
 
取組課題 
2012 年の都市と生物多様性に関する国連の報告書によれば、2050 年までに 63
億人の人々が世界のまちや都市で暮らすと予想されている。都市の成長は、社会

が依存している生物多様性、自然な生息地、多くのエコシステムが与える便益に

対して、重大なリスクをもたらすことになるだろう。この開発に対して、報告書

は次のように結論づけている。すなわち、単に現存するエコシステムを保護する

だけでは十分ではなく、「…この新たな都市世界の生物多様性を保全するには、

我々が自然のエコシステムと考えているものを守り回復するという伝統的な保

全アプローチを優れて凌駕し、こうした都市空間のデザインにおける要素の影

響を及ぼすかあるいは擬態することを試みることが求められる。」 
 
事例の貢献概要 
ブカレスト国立公園は 1988 年に共産党政権によって開始された未完成の水系技

術プロジェクトの敷地に形成された沼沢地である。この地帯はブカレストの中心

市街地から 6 ㎞離れたところに位置しており、183ha 以上の面積に広がってい

る。自然の観点から見ると、この地域で数多くの鳥に出会うことができ。これま

でに 170 以上の種類が観察された。自然の種や生息地以外にも、この地域はまた

素晴らしいランドスケープおよび市街地と広大なアシ群、湿地、沼沢地に独特な

樹木や植栽からなる自然な湿地と興味深いコントラストをもたらしている。

2017 年に公園内にいくつか作られたテーマ別の道が最初に公開された。それは

「都市的生物多様性の道」と呼ばれ、公園内に棲息する植物や動物の主な種に関

する情報と写真を掲げた 7 つの案内標識板が野生生物の展望台に取り付けられ

た。将来はランドスケープ建築計画が教育的活動の実践や訪問の可能性を改善す

るように拡大される予定である。これは、公園の他の場所に野生生物の展望台を

設置し、体験型の新たな方法で自然を解説するツアーを催し、子供たちが自然を

守り保護する存在となるように養成するプログラムを着手することによって実

現される。VNPA（ブカレスト国立公園協会）は、2014 年に自然愛好家、自然保

護および保護地域の運営の専門家からなる熱心なグループによって設立され、こ

の公園を立ち上げるプロジェクトを展開した。 
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平和と公正をすべての人に 
持続可能な開発に向けて、平和で開かれた社

会を推進し、すべての人に四方からのアクセ

スを提供するとともに、あらゆるレベルで効

果的で責任ある包摂的な制度を構築する 
 
 

 
平和で、公正で、開かれた社会は、SDGsを達成するために不可欠である。

人々はどこに居ようがあらゆる種類の暴力の恐怖から自由で、いかなる

人種、信条、性的嗜好に拘わらず、その人生を送る上で安心して暮らせる

権利がある。 
 
SDGsを発展させるには、質の高い教育、医療サービス、公正な経済政策、

そして包括的な環境保全をもたらすことのできる、効果的で包摂的な公

的団体が必要である。１ 
 
 

 
 
 
 

―――――――― 
目標 17 に関する詳細は、以下を参照されたい。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/peace-justice/  
 
1 国連報告書 WHY IT MATTERS – PEACE; JUSTICE AND STRONG 
INSTITUIONS からの抽出 

 
 
 
 
 
議会、裁判所、公立図書館は、公正で平和な社会の要であり、一方

地域のコミュニティ・センター、祈りの場、避難所は包摂的で思い

やりのある社会に対する市民の係わりを代表しうる。 
 
建築が社会制度を公正にするわけではないが、建物に込められた努力と

価値は社会の正義や民主主義や非排他性への社会の取り組みを表現する

ことができる。この事例には、権威ある省庁の建物や市庁舎から、被災地

における国連の緊急時の建築に至る幅広い種類のものがある。 
 
建物や公共空間によって社会の価値表現を支援するには、その建築およ

びプランニングは公共空間や社会制度が非排他的で居心地が良く安全で

偏見のないものであることを保証しなければならない。たとえば、それは

テロ対策が、市民や利用者にとって非排他的で魅力的なものとして開発

されることである。そして図書館や、コミュニティ・センターや、避難所

や、祈りの場のデザインは、安全、包摂性、手頃な経済性を保障するもの

でなければならない。 
 
それに加えて建設産業は、窃盗、汚職、贈収あい、その他すべての形の組

織的犯罪を抑止するように、調達や建設過程で十分な注意を払わねばな

らない。また、建材の採取、生産、処置が虐待や、搾取や、不正取引や、

子供の労働等に拠らないことを保証せねばならない。 
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事例 16.a: Bait ur Rouf Mosque 
ダッカ市、バングラデシュ 
 
取組課題 
全ての都市や地域社会は、人々が集まり、祈り、そして単純に特殊な背景や年齢

を超えて一緒になるための包摂的な空間に込められたコミュニティづくりと、

民主主義的な対話を支援する組織体が必要である。そして自治体が、対処し難い

都市の成長に対する注意や計画あるいは政策に欠け、都市住人の基本的なニー

ズに応えられない場合、人々は健康な都市生活に貢献するポジティブな生活環

境に向けた意志と資源を連合しなければならない。小規模な参加型のプロジェ

クトは、現代の都市居住に役立つユニークな方法である。 
 
事例の貢献概要 
Bait ur Rouf Mosque はダッカの北で低・中所得世帯が急速に増加しつつある地

域に位置している。この建築は、3 つのボリュームが互いに挿入され、連続した

空間で構成されている。その外側のボリュームとモスクのメインファサードは前

面道路に平行な四角形で、そこに筒状の立体が挿入され礼拝堂への導入が分かり

やすくなっている。玄関口、沐浴場、トイレ、イマーム（イスラム教の礼拝指導

者）のオフィス、階段といった、すべての付随的な機能は外側の四角形および筒

状のボリュームによって形成された空間内に収められている。この部分は耐荷重

の煉瓦構法でデザインされ、一方礼拝堂はコンクリートによっている。このモス

クは地域の煉瓦を使った伝統的な構法の見事な職人技を見せている。そして基本

的には 8 本の柱で支えられたホールである礼拝堂を包み込む多孔質な煉瓦ファ

サードを介して、自然に呼吸している。十分な天窓は一日中この内部空間に光を

導き、美しい精神性豊かな空間を創り出している。 
 地域のコミュニティから財政的支援を受けたこのモスクは、小規模ながら、世

界で最も急速に成長する都市の一つであるこのまちでより良い生活環境を目指

す人々の強い意志を如実に示している。建築によって効果が増幅されたこの事例

は、人口密度の高い近隣にあって、統合と連帯を強化する包摂的な組織、そして

必要なコミュニティスペースの優れた一例である。 
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事例 16.b: Library of Muyinga 
ムインガ市、ブルンジ 
 
取組課題 
アフリカ中で障害者は平等な社会参加への道、平等な権利、平等な正義の観点か

ら理不尽な扱いに遭遇する。非公式の口伝えによるブルンジ文化では、聴覚障害

のある子供たちは歴史や情報や教育から除外されている。このことは、彼らが社

会への参加から孤立し、除け者にされることを意味している。教育を受けた障害

者は、教育の権利を奪われた人達よりも、その権利の意味を理解し、公正なシス

テムを活用する上でより高い能力を身に着けていると言える。 
 
事例の貢献概要 
ムインガ図書館は、聴覚障害を持つ子供達のための開かれた寄宿学校とリンクし

ている。ムインガではこの種のものとして初めての公共施設で、グループおよび

より幅広い地域社会に属することのできる可能性を示している。 
 この図書館は、地域で作られた圧縮粘土ブロックを使い、参加型のアプローチ

で建てられた。そしてブルンジのバナキュラーな建築の実践に関して十分に研究

した成果が建築デザインの基本として用いられた。同地域やその周辺地域におけ

る 2 ヵ月をかけたフィールドワークによって、建築家達は地方の材料や技術やタ

イポロジーに関する深い共通理解を得た。これらの発見は、次いで地域のノウハ

ウやムインガの伝統の枠組みの中で応用され、アップデートされ、再構成された。

図書館の全体的な形状は、材料の選択（圧縮粘土ブロック積み、焼成粘土屋根瓦

等）に由来する構造的なロジックの結果である。また、ブルンジやアフリカにお

ける一般的な建築で非常に重要な要素は、現存する所有地の境界線である。この

伝統は、家族の住まいの部族による集合化の実践にまで遡る。ムインガ図書館で

は、構内を示す壁の位置はコミュニティと施主、すなわち地域 NGO による共同

デザインのプロセスを経て決定された。 
 今後の段階で、この学校は聴覚障害を持つ生徒達を、ムインガのより広域なコ

ミュニティにも役立つ学校の木工ワークショップや、将来できる多目的ホールに

よって、さらに広く社会に溶け込ませる予定である。 
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事例 16.c: Tūrang 
クライストチャーチ市、ニュージーランド 
 
取組課題 
都市や社会は、何十年あるいは何世紀にもおよぶ時間の投入、文化の開発、そし

て人の特徴を通した歴史として、特別な意味を持ったアイデンティティを形成

する。人工的あるいは自然の災害に拘わらず、それらによって社会の全体が完全

に破壊されると、自らが作り上げたアイデンティティを再び喪失するリスクに

直面することになる。 
 
事例の貢献概要 
2010 年と 2011 年の 15 ヵ月以上の期間に、ニュージーランド南島最大の都市で

あるクライストチャーチは 4 つの大地震で破壊され、良く知られるその芸術、文

化、周辺の美しい自然が大きく傷ついた。地震は 185 人の命を奪い、都市のイン

フラと建物も甚大な被害を受け、約 40 万人の市民がこの自然災害の直接的な影

響を被った。クライストチャーチを再建し、地震でホームレスとなった人々に住

まいを再び供給し、都市のインフラを回復することは、大きな課題であった。し

かし、都市はまたそのアイデンティティを再興し、コミュニティが信頼と自信を

再び獲得するために、その文化的な力を復興する必要もあった。この新図書館は

中心市街地の再開発にとって極めて重要であると位置づけられた 9 つのプロジ

ェクトの一つである。そして、希望と団結と再生のシンボルとしてデザインされ、

クライストチャーチの人々のための結束を促す出会いの空間となった。 
 クライストチャーチの歴史的なカテドラル広場に建つ図書館のデザインは、コ

ミュニティを強化し、リテラシーと生涯学習を促進し、文化と遺産の多様性を愛

で、人々をシティーセンターに戻るよう惹きつけ、革新を募る公共空間に対する

市の要望を支援するものである。デザインプロセスの初期に、建築家達は地域の

人々と建築材料や物理的なデザインの方向性といった側面について共同し、祖先

から受け継いだ豊かなタペストリーや、伝統的な知識や文化が図書館の至るとこ

ろで織り込まれた。また、建築構造は 2011 年にクライストチャーチで非常に多

くの建物を破壊した震度と同等以上の地震にも耐えうるように設計されている。 
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事例 16.d: Palestinian Museum 
ビルザイト市、パレスチナ自治区 
 
取組課題 
中東の状況は、今も続く何十年もの衝突という悲劇的なイスラエル／パレスチ

ナ戦争によって、地域の人々の多くの犠牲を招いてきた、地球上の社会で最も長

期にわたり、最も複雑な対立の一つである。国際的な外交・政治の介入によって

一時的な休戦や会談のプロセスという結果を生んできたが、この紛争はいまだ

解決する糸口さえ見えていない。 
 
事例の貢献概要 
ビルザイトのパレスチナ博物館は、パレスチナ最大の NGO である「ターウオン

福祉協会」によって構想された。この文化的な団体はパレスチナの遺産を世に知

らしめる役割と、対話の文化を強める希望に基づいて設立された。 
 ビルザイト市はパレスチナ西岸に位置し、この博物館は西岸地域に材料と職人

を持ち込むことが厳しく制限された困難な状況の下で建設された。またその近傍

にはビルザイト大学があり、同大学もまたパレスチナの文化と遺産に関する研究

と知見によって、博物館の開発と実現に多大な貢献をした。建物のデザインは、

パレスチナの伝統的な建築とバナキュラーなランドスケープおよび地域独特な

作り方に影響を受けている。建築とその周辺のランドスケープに見られるジグザ

グ状の形は、地域の段状農地を参照し、博物館の庭はカフェのための収穫の場と

なっている。ファザードと舗装部分には、ベツレヘムの周辺地域で採掘されたパ

レスチナ石灰岩が用いられた。 
 終わりの無いように見える紛争の只中にあって、国立博物館の建設を構想する

ことは、地域のコミュニティにとり大きな希望の行為として受け止められた。パ

レスチナとその人々の歴史が余りにも悲惨な紛争と密接にリンクしているがた

めに、より広い人々の豊かな文化と遺産は忘れ去られている。従って、この新た

な博物館とともに、パレスチナの人々は彼らの文化遺産センターとして、現在と

未来の世代の対話、寛容さ、希望を抱くための、ポジティブで前向きなランドマ

ークを手にしたことになる。 
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事例 16.e: The National Memorial for 
Peace and Justice 
アラバマ州モントゴメリー市、USA 
 
取組課題 
人工的な災害、組織的な戦争犯罪、そしてシステマティックなテロ行為は、何十

年、何世紀もの間、社会に深い傷跡やトラウマを生む。アメリカ合衆国では、奴

隷の歴史がいまだに社会的なダメージ、紛争、痛みの原因となっている。過去何

世紀もの間、特に南部の州で長期にわたる人種間のテロ、リンチ、差別を見てき

た。これが原因で北部への大量の移民を生み、人種的な従属関係や分断が何世紀

にもわたって強要され、今もなお社会を悩ませる辛い環境を創り出した。 
 
事例の貢献概要 
社会をそのトラウマやテロから前進するためには、そこで起こった事実を認識し

正当に評価することが重要で、歴史の表裏両面から発生したことの意味を理解す

る必要がある。 
 アメリカ合衆国の奴隷、リンチ、人種テロの歴史は、大変必要かつ極めて困難

な癒しのプロセスに着手するためには不可欠な話し合いに仕向けることを目的

とする「国立平和・正義記念館」によって光が当てられた。4 千を超える人種間

リンチの実態が文書に記録され、記念館はこの客観的資料に基づいている。 
 本記念館は、リンチの犠牲者に捧げるアメリカ合衆国で最初の国立記念館であ

る。その構造体は。人種差別のテロが起こったアメリカの郡を表す 8 百のコール

テン鋼の記念碑を吊り下げ、個々に犠牲者の名前が刻印されている。一方記念館

の床の上には、奴隷と人権時代から現代の警察による暴力と大量投獄までの国家

の歴史の重要な時を表す彫刻が置かれている。そして各彫刻の複製が主要建築の

外部にある記念庭園に設置されている。関係する郡はそのモニュメントを請求し

正当な評価の行為として自身のコミュニティの印として置くことを求めること

ができる。その結果、記念館のランドスケープはテロの真実と立ち向かった国の

部分による記録として変貌しつつ、記憶を辿ることに役立っている。 
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パートナーシップで目

標を達成しよう 
持続可能な開発に向けて実施手段を強

化し、グローバル・パートナーシップを

活性化する 
 
 

 
持続可能な開発を成功させるには、行政、民間セクター、市民社会

の間のパートナーシップが必要である。これらの排他的でないパー

トナーシップは、共有されたビジョンと、人と地球を中心に置いた

目標の原理と価値の上に創られ、地球、地域、国、地方のそれぞれ

のレベルで不可欠である。 
 
持続可能な発展を達成するには、数兆ドルという民間資金がもたら

す力を結集し、注ぎ直し、鍵を開ける必要がある。特に開発途上国

や、主要なセクターにおける、海外の直接投資を含めた長期投資が

必要である。１ 
 
 

 
 
――――――――― 
目標 17 に関する詳細は、以下を参照されたい。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/partnerships/  
 

1 国連持続可能な目標からの抽出。詳細は以下参照。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/partnerships/ 

 
 
 
 
 
各都市は、多くの人の手によって作られる。それと同じように、17
のSDGsに到達するには、当事者の一人だけでは不可能であるから、

互いに共同することが不可欠である。 
 
目標を達成するチャレンジには、行政から研究者、事業家、市民に至るま

での組織化された当事者すべての参加が必要である。建築家、デザイナ

ー、プランナーは、持続可能な解決を促進する知見を共有し、研究組織パ

ートナーと共同して、持続可能な解決案を開発し実践するために寄与す

ることができる。その事例は、ホームレスに住宅を供給する非営利のパー

トナーシップから、建築産業に新たな持続可能な製品やサービスを開発

する商業的なパートナーシップに至るまで、広範囲に及んでいる。パート

ナーシップへの鍵は、新たな知識を取り入れ、実践的なテストを行うこ

と。そして地方の気候、文化、資源に取り組み、ライフサイクルの見地か

ら参加と所有を確実にするため、エンドユーザーと共同することである。 
 
このパートナーシップにはまた、目標達成に向けて仕事してきた専門家

達との共同とネットワーク化が含まれる。それは世界中の建築家協会を

束ね、124カ国の建築家を代表する国際建築家連合（UIA）から、緑化屋

根のノウハウを共有する地方の研究グループに至るまである。目標に掲

げられた課題はグローバルであり、それらを達成するには、専門領域や国

境を超えた共同が不可欠である。 
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事例 17.a: The Habitat Project 
マプート市、モザンビーク 
 
取組課題 
「国際連合人間居住計画(UN Habitat)」の定義によれば、居住者が法的権利を持

たない不法に住む土地に建てられた住宅地域のことを「不法住宅」と呼び、世界

中に拡大しつつある。こうした住居に住むことは、衛生、下水設備、食糧備蓄庫、

飲料水の供給がないため、重度の健康リスクに晒されることになる。また、都市

計画や建築基準に適合しないために安全でない住居状態を招き、また多くの場

合消防車や救急車がその狭い道路網を通り抜けることができない。 
 
事例の貢献 
スペインの NGO、Arquitectura Sin Fronteras によれば、マプートの不法住居に

住む人の 48%は脆弱で健康リスクを抱えているという。彼らは混雑した長持ち

しない住宅の中できれいな水と衛生に欠け、国から支給される土地の権利

（DUAT）を得る術がない。この Habitat Project の主な目的は、住人に土地の権

利を確保することである。公共機関、NGO の Water & Sanitation for the Urban 
Poor（都市に住む貧者のための水と衛生）、そして地域のパートナーと共同した

建築家集団 Architectura Sin Fronteras は、住人に住む権利を確保するとともに、

交流できる近隣として機能し得る住居を開発する支援に全力を投じた。これは

「DUAT への 6 ステップ」と呼ばれる土地を法的に所有する公共機関と住人の参

加プロセスと交渉によって、土地へのアクセスを求める方法で実現された。その

プロセスの一部として、土地の一画への法的権利を獲得するために住人は彼らの

不正な敷地の廃棄を通告する。その結果法的な境界線と区画整理を確定する道具

が適切に利用され、十分な幅員の道路や、機能的な公共空間を整備することが可

能となる。この手法によってマプート市の一部であるチャマンクロのいくつかの

近隣住区は DUAT を獲得し、社会的空間としての道路景観も再生された。 
 「国際的国境なき建築」は独立した NPO で、脆弱なコミュニティが建築的な

サービス、研究、教育的資源を得られるよう支援している。そしてその共同は組

織的、政治的、実践的なレベルに及び、広範囲な専門的分野を含んでいる。 
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事例 17.b: Gorkinsko-Ometevsky Forest 
タタルスタン共和国カザン市、ロシア 
 
取組課題 
政治的な体制は、それが規定する社会の建築やインフラを含めた文化と独自性

に影響を与える。タタルスタンではソヴィエト連邦時代の間、多様な都市部にあ

っても同様に見えるように作られ、階層的に集中化した計画が実施された。宗教

的、歴史的な記念碑や建築物はその過程で破壊され、多くの公共空間はオリジナ

ルな機能や独自性を失ったままとなった。 
 
事例の貢献 
2015 年にタタルスタン共和国は、その地域の公共空間を再生し拡大する「公共

空間開発計画」によってコミュニティの独自性を再創造するプログラムに着手し

た。2015 年の開始時から 2019 年の末までに、このプログラムは共和国内にあ

る村、まち、都市をカバーする 45 の市区それぞれに計 400 の公共空間を作り変

えた。その一つ一つが地方自治体と市民と企業のパートナーシップで実現した。 
 このプログラムの一つのプロジェクトがカザン市郊外にあったゴルキンスコ・

オメテフスキー森林の再生である。この森林は、住居地域といくつかの地区に分

断した高速道路の建設のために大幅に減少した。今日ではこの森林は 3 つの機能

的ゾーンからなる自然保全地域となっている。それらはエコロジーゾーンのゴル

キンスコの森、レクリエーションおよびスポーツゾーンであるオメテフスキーの

森、そして家族のレジャーゾーンである公園の中心部である。特にオメテフスキ

ーの森は非常に多くの珍しい樹木、動植物が見られるユニークな自然地域である。

一般の人々が気安く来られて、その一方動植物を保全するために、訪問者は游歩

道や自転車道から自然を体験し、情報スタンドが自然の理解を支援している。 
 ゴルキンスコの森と家族ゾーンにはスキー小屋、スポーツ用具のレンタル、カ

フェ、遊び場といった施設が含まれている。また観察台のあるエコセンターは、

森林の自然に関する教育ができる。そしてさらに映像を鑑賞できる施設もあり、

そこでレクチャーしたりお祭りを催したりして、この森林がカザン市のあらゆる

年齢層の市民にとっての出会いの場となっている。 
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事例 17.c: IBTASEM Playground 
バー・エリアス市、レバノン 
 
取組課題 
シリアの危機は世界で最大の難民危機であり、これまで「UNHCR（United 
Nations High Commissioner for Refugees：国連難民高等弁務官事務所）」の

権限の下でほぼ 4 分の１世紀続いてきた。これは住まいから家族の屋根を奪い、

どこか別の場所に安全を求めて母国を離脱させるなど、人々の生活を荒廃させ

た。その紛争の結果としてシリアを逃れた 5 百万人以上の難民の内から、百二

十万人をレバノンが受け入れたが、その半分が子供達である。仮設の難民キャン

プは家族のためにシェルターと安全を与えたが、多くの場合子供達がそこで育

つための健康なコミュニティを創り出せないでいる。 
 
事例の貢献 
典型的な難民住宅は、仮設シェルターを必要とする人々のために安全で衛生的な

生活状況を創り出すことに焦点が置かれている。しかしながら、「仮設」とは相

対的な言葉で、家族は多くの場合難民キャンプに何年もあるいは何十年も住み続

け、子供達もキャンプで生まれ育つこともよくあることだ。 
 2015 年 8 月に「Ibtasem」というパイロットプロジェクトの建設がレバノンの

バー・エリアス市に完成した。これは建築家と大学と地域の NGO の共同による

もので、その結果として緊急的な状況で必要となる遊び場のデザインがなされた。

多くの場合、子供達のための遊び場や公共空間は緊急事態で必要と見なされてい

ないため、優先順位が低い。 
 子供達自身はボランティアや地域の人々と一緒になって、木や野菜の木箱、タ

イヤ、ロープなど地方で手に入る再利用した材料を用いてデザインし作られたイ

ブタセムの遊び場で行われたワークショップに参加した。 
 このプロジェクトでは子供が遊びの専門家であると認識し、参加型のアプロー

チによって子供達にユニークな遊び場と強い所有感覚を与えた。そしてこの遊び

場はバー・エリアスの子供達に地域への所属感を与え、それと同時に子供達がど

こに住もうが安全性、教育、遊びに対する権利に関する自覚を生み出す。 
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事例 17.d: Puukuakka Housing Block 
イヴァンスキュラ市、フィンランド 
 
取組課題 
手に入りやすい住まいへのアクセスは、社会的なサステイナビリティの鍵であ

り、その一方で手頃な住まいの建設に使われる材料や構法は環境のサステイナ

ビリティの重要なポイントである。コンクリートや鉄のような大量生産でコス

ト効率の良い新たな材料は、戦後の建設ブームにおける先進工業国の労働階級

のために安い住まいを大量に供給した。しかしながら、その後巨大な住居郊外は

環境的に、社会的に高いコストがかかることが判明した。 
 
事例の貢献概要 
Puukuokka Housing Block において、建築家はモジュールシステムの安価な住宅

を鉄とコンクリートではなく、地域産の木製プレハブによるデザインに取り組ん

だ。CTL (Cross Laminated Timber) は Puukuokka における 3 棟の 8 階建ての建

築材料として十分な強度を有している。その第１棟は 2015 年の完成時にフィン

ランドで最も高い木造建築であった。 
 木材はフィンランドで手に入る自然の再生資源であり、その生涯を通じて CO2

を蓄積し、生産工程で化石燃料を燃やす必要がない。木材はまたリサイクル可能

で、石や砂や金属のような採掘された材料と異なり、大地に戻すことができる。

また自然の材料で建てることは、住み手の健康の便益も確認されており、湿気を

吸収する性質によって室内気候の改善に寄与できる。 
 フィンランドでは、政府と安価住宅協会が協力して高質な安価住宅の建設に投

資し、同時に新たな持続可能な材料、構法、賃貸および分譲の経済モデルのプロ

トタイプ化を試みている。 
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事例 17.e: Kirinda House 
ハンバントータ州キリンダ市、スリランカ 
 
取組課題 
津波や地震や洪水のような自然災害は、コミュニティにとって大きな課題とな

る。災害に襲われると村や近隣の全域が壊滅し、その後何年もの間被災者から住

まいと生活手段を奪い取る。もし運が良ければ被災者は仮設住宅を与えられる

が、それは不確定な時間に亘って衛生設備や、プライバシーや、コミュニティや、

日常生活なしになんとか生きていくことを意味し得る。 
 
事例の貢献概要 
2004 年にスリランカの南東海岸にあるイスラム教の漁村キリンダ村が津波に襲

われ、小さな漁業のコミュニティが破壊された。漁民とその被災家族は仮設住宅

に住むことを強いられた。そこで国際的な実績で著名な日本人建築家の坂茂が招

かれ、被災した家族達によって記録されたニーズに基づき、家族住宅のプロトタ

イプを地域の労働力と材料を用いて開発し、建設するリーダーとなった。 
 これは復興プロジェクトであったため、総コストと工期を減ずることが重要で

あった。主要な建築材料は土、粘土、セメントを混ぜて圧縮した CEB ブロック

であり、地域で非常にローコストに手に入るものであった。この新たに作られた

コミュニティへの変遷を被災家族がたやすく実現できるように、シェルターは建

築家によってデザインされ、ゴムの木でできた家具で完全に装備された。ゴムの

木は地元で採れる自然材料で、スリランカで主要なタイヤ産業故に国中の大農場

からローコストで手に入る。 
 それぞれの住宅には 2 つの寝室と、ホールと、家族がその隣人たちと交流でき

る半開きの屋根がかかった中庭がある。この中庭は日照を防ぎ自然に通風ができ

る。すなわち、この場所はもう一つの居間、あるいは漁民が漁網や設備を修理し

準備できる空間である。 
 坂茂は、1995 年の阪神淡路大震災後に被災した地域とコミュニティを支援す

るために、「ボランティア建築家ネットワーク(VAN)」を設立した。このネットワ 
 

－クは国際的に有能な建築家や学生を集め、国連、地方の NGO、行政、コミュ

ニティ、そして建築家からなる戦略的なパートナーシップの触媒となるまでに育

った。キリンダ住宅の他にも、VAN は日本、ネパール、ハイチ、ニュージーラン

ドなどの国々で災害復興のデザインに貢献した。そのアプローチは、創造的、革

新的なデザイン、地域のノウハウ、技能、材料、関わりとの連携によって特徴づ

けられている。 
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訳者あとがき 
 

 

本書は国連17のSDGs目標の建築ガイド第2巻として2020年10月に発行された。

2018年12月に刊行された第1巻から、収録された事例の所在国と数がそれぞれ49、

81と大幅に増加し、その内容もきわめて充実したものとなった。 

 

全体の構成は第1巻と同様、目標ごとの国連の定義と国際建築家連合（UIA）によ

る建築環境に期待される役割の概要から始まり、次いで4つあるいは5つの優れ

た既存事例が掲載されている。各事例は関連する課題の概要と事例の貢献の概

要が端的に文章で表現され、それに対応する分かりやすく美しい写真が数葉掲

載されている。巻末の参考文献と合わせ、総じて大変明快なガイドブックとなっ

ており、手にした誰もがページをめくりたくなる。 

 

訳者は本書の制作に関わったUIAのSDGs常置委員会創設（2015年)以来の一員で

あり、日本建築家協会（JIA）の下でまず第1巻を発刊直後に和訳した。次いでJIA

六鹿正治会長のイニシアティブで2019年4月に立ち上げた特別委員会の場で、そ

の委員長として和英併記の日本版を同10月に作成した。したがって、本書の和訳

はなじみのある作業だったが、49ヵ国に及ぶ事例の立地背景を理解するのは簡

単ではなかった。しかしそれ故に大きな学びの機会となった。 

 

本書はデンマークに拠点を置く多くの関連団体のネットワークと支援によって

実現したが、2023年にデンマークで開催予定のUIA大会の主体的な文献として活

用されることになるだろう。大会のキーワードである「誰一人として取り残さな

い」というSDGsの理念を巡って、その具体的な理解と知見を得るために、ぜひ多

くの人々に読んでほしい労著である。 
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国連 17 の SDGs は国連に関わる人々による、よりサステイナブルな未来

のために取り組む目標を提示している。 

建築と建築環境は現在の主要な問題の一部であるが、また目標を達成す

るために我々が必要とする役割を果たすことができる。 

本書はその目標の達成に向けた建築ガイドの第 2 巻である。 

17 の章は国連によって定義された目標に対応おり、それぞれがどのように

建築環境と対応しているかを概説し、いかにして建築が貢献できるか 

を示す実践されたプロジェクトのすぐれた事例を収録している。 


